
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県立大学 

平成２９（２０１７）年度  

 

講義概要(シラバス) 

 

 
 

 

 
 

 



1110181 英語ⅠＡ（活性化コース）（看護①） 鈴木　里奈※ 前期
1110182 英語ⅠＢ（活性化コース）（看護①） 鈴木　里奈※ 後期
1110191 英語ⅠＡ（活性化コース）（看護②） 鈴木　里奈※ 前期
1110192 英語ⅠＢ（活性化コース）（看護②） 鈴木　里奈※ 後期
1110391 英語ⅡＡ（応用コース）（看護①） Ashley Mark Stevens※ 前期
1110392 英語ⅡＢ（応用コース）（看護①） Ashley Mark Stevens※ 後期
1110401 英語ⅡＡ（応用コース）（看護②） Ashley Mark Stevens※ 前期
1110402 英語ⅡＢ（応用コース）（看護②） Ashley Mark Stevens※ 後期
1110591 英語ⅢＡ（充実コース）（看護①） 西澤　裕一※ 前期
1110592 英語ⅢＢ（充実コース）（看護①） 西澤　裕一※ 後期
1110601 英語ⅢＡ（充実コース）（看護②） 市場　史哉※ 前期
1110602 英語ⅢＢ（充実コース）（看護②） 市場　史哉※ 後期
1110611 英語ⅢＡ（充実コース）（看護③） 出原　健一※ 前期
1110612 英語ⅢＢ（充実コース）（看護③） 出原　健一※ 後期
1110801 英語ⅣＡ（展開コース）（看護①） 渡　寛法 前期
1110802 英語ⅣＢ（展開コース）（看護①） 渡　寛法 後期
1110811 英語ⅣＡ（展開コース）（看護②） 渡　寛法 前期
1110812 英語ⅣＢ（展開コース）（看護②） 渡　寛法 後期
1110821 英語ⅣＡ（展開コース）（看護③） Walter Klinger 前期
1110822 英語ⅣＢ（展開コース）（看護③） Walter Klinger 後期
1130070 情報リテラシー（情報倫理を含む）(看護a) 中川　雅央※ 前期
1130080 情報リテラシー（情報倫理を含む）(看護b) 中川　雅央※ 前期
1130180 情報科学概論（看護a） 中川　雅央※ 後期
1130190 情報科学概論（看護b） 中川　雅央※ 後期
1150340 人間探求学（人間看護） 学科教員 前期
1500010 育成看護論/ 古川　洋子 後期後半
1500045 育成看護論演習Ⅰ/ 古川　洋子 前期
1500047 育成看護論演習Ⅱ/ 渡邊　友美子 前期
1500051 育成看護論実習/ 古川　洋子 通年実習
1500061 母性看護学概論 古川　洋子 後期後半
1500062 母性看護学 古川　洋子 前期
1500080 疫学 未定＊ 後期
1500081 エンドオブライフケア演習 糸島　陽子 前期
1500082 エンドオブライフケア実習 伊藤　あゆみ 通年実習
1500083 家族看護学 大脇　万起子 前期
1500100 体のしくみと機能Ⅰ/ 安原　治 前期
1500105 解剖生理学Ⅰ 安原　治 前期
1500110 体のしくみと機能Ⅱ/ 安原　治 後期
1500115 解剖生理学Ⅱ 安原　治 後期
1500120 体のしくみと機能Ⅲ/ 若林　保良※ 前期前半
1500121 看護英語 安原　治 前期
1500122 看護介入とアウトカム/ 横井　和美 前期
1500125 生化学 若林　保良※ 前期前半
1500140 看護管理論/ 窪田　好恵 前期
1500142 看護キャリアデザイン論 横井　和美 前期
1500143 看護教育と実践 米田　照美 前期集中
1500144 看護研究の基礎/ 古株　ひろみ 後期
1500161 看護トピックス 甘佐　京子 前期
1500162 看護理論（看護学部） 米田　照美 後期
1500163 基礎看護学実習Ⅰ 伊丹　君和 前期実習
1500164 基礎看護学実習Ⅱ 米田　照美 前期実習
1500165 基礎看護技術Ⅰ 伊丹　君和 前期
1500166 基礎看護技術Ⅱ 伊丹　君和 後期
1500167 基礎看護技術Ⅲ 伊丹　君和 前期
1500168 基礎看護技術Ⅳ 米田　照美 前期
1500171 基礎助産学Ⅰ/ 板谷　裕美 前期
1500172 基礎助産学Ⅱ/ 板谷　裕美 前期
1500181 クリティカルケア実践演習 荒川　千登世 前期
1500190 健康科学Ⅰ/ 安原　治 後期
1500195 病理学 安原　治 後期
1500200 健康科学Ⅱ/ 北川　善紀※ 前期前半
1500205 微生物学 北川　善紀※ 前期前半
1500212 健康教育論 小島　亜未 前期
1500213 公衆衛生学（看護） 草野　文嗣※ 前期
1500214 公衆衛生看護学Ⅰ 馬場　文 前期
1500215 公衆衛生看護学Ⅱ 小林　孝子 前期後半
1500216 公衆衛生看護学概論 小林　孝子 前期
1500217 国際看護学 近藤　麻理※ 前期集中
1500221 災害看護学 増尾　佳苗※ 前期集中
1500222 在宅看護学演習 森本　安紀 前期
1500223 在宅看護学概論 河野　益美 前期
1500224 在宅看護援助論/ 河野　益美 後期
1500225 在宅看護学実習 森本　安紀 通年実習
1500226 在宅看護学 河野　益美 後期
1500311 疾病論Ⅰ 横井　和美 前期
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1500321 小児看護学概論 古株　ひろみ 前期前半
1500322 小児臨床看護学/ 古株　ひろみ 後期
1500323 小児臨床看護学演習/ 玉川　あゆみ 前期
1500324 小児臨床看護学実習/ 玉川　あゆみ 通年実習
1500325 疾病論Ⅱ 横井　和美 後期
1500326 疾病論Ⅲ 越山　雅文 後期前半
1500327 精神保健論 甘佐　京子 後期
1500328 栄養学 小澤　惠子 後期
1500329 小児看護学 古株　ひろみ 後期
1500452 成人看護学概論 糸島　陽子 後期前半
1500453 成人クリティカルケア演習 荒川　千登世 前期
1500454 成人クリティカルケア実習 生田　宴里 通年実習
1500455 成人クロニックケア演習 大門　裕子 後期
1500456 成人クロニックケア実習 中川　美和 通年実習
1500461 精神臨床看護学/ 甘佐　京子 後期
1500462 成人臨床看護学/ 横井　和美 前期
1500463 精神臨床看護学演習/ 牧野　耕次 前期
1500464 精神臨床看護学実習/ 牧野　耕次 通年実習
1500465 成人看護学 横井　和美 前期
1500580 卒業研究（人間看護） 学科教員 通年研究
1500731 地域母子保健/ 板谷　裕美 前期後半
1500732 チャイルドライフケア論 古株　ひろみ 前期
1500733 治療的コミュニケーション技術論/ 甘佐　京子 前期
1500734 人間看護学概論 窪田　好恵 前期
1500741 人間看護学統合実習/ 窪田　好恵 前期実習
1500780 人間性心理論/ 甘佐　京子 後期
1500841 ボランティア実践演習 伊丹　君和 前期集中
1500842 ホリスティックケア論 糸島　陽子 前期
1500843 メンタルヘルスケア/ 甘佐　京子 通年
1500844 精神看護学 甘佐　京子 後期
1500847 精神看護学概論 甘佐　京子 前期後半
1500941 薬理学 土田　勝晴※ 前期前半
1500991 老年看護学概論 平田　弘美 前期前半
1500992 老年看護学演習 平田　弘美 後期
1500993 老年臨床看護学/ 平田　弘美 後期
1500994 老年臨床看護学演習/ 平田　弘美 前期
1500995 老年看護学実習/ 平田　弘美 通年実習
1500996 老年臨床看護学実習/ 平田　弘美 通年実習
1500997 老年看護学 平田　弘美 後期
1501043 地域生活実習 平田　弘美 前期実習
1600581 助産学実習/ 板谷　裕美 通年実習
1600611 助産診断・技術学Ⅰ/ 古川　洋子 前期集中
1600621 助産診断・技術学Ⅱ/ 古川　洋子 前期集中
1600631 助産診断・技術学演習/ 古川　洋子 前期集中
1600670 基礎助産学Ⅲ/ 越山　雅文 前期集中
1600680 助産診断・技術学Ⅲ/ 板谷　裕美 前期集中
1600690 公衆衛生看護学Ⅲ 馬場　文 前期集中
1600700 公衆衛生看護管理論 小林　孝子 前期集中
1600710 健康教育方法演習 小島　亜未 前期集中
1600720 公衆衛生看護学演習 馬場　文 前期集中
1600730 公衆衛生看護学実習 小林　孝子 通年実習
1600740 助産管理/ 古川　洋子 前期集中
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この授業では、アメリカ３大ネットワークの１つであるCBSのニュース番組、"CBS Evening News"と"CBS This Morning"を扱ったDVD教材を使用しま
す。社会情勢に加え、食や健康、ハイテク、経済、エンターテイメントなど、アメリカの日常的な話題について学びながら、ナチュラルスピードの
英語に親しみます。ニュースを通してグローバルな問題意識を高めつつ、異文化に関する知識を身につけ、それをもとに、アカデミックかつ専門的
な活動につながる英語コミュニケーション能力を養うことを目指します。
まずは映像のリスニングと音声シャドーイングの練習を重点的に行い、英語の重要語彙、頻出表現をしっかりと確認し、英語特有の強弱のリズムや
イントネーション、アクセントを段階的に習得します。基礎練習を十分に行った上で、内容理解のためのショート・ディスカッションや関連するト
ピックについて自分の意見を簡潔に述べる練習、プレゼンテーションなどの発展的な英語コミュニケーション活動につなげます。語彙力とリスニン
グ力、及び、英語での思考力、スピーキング力を含む実践的な英語運用能力の向上を目標として授業を進めます。
また、TOEICスコア・アップ対策については配布プリントを使用し、演習を行う予定です。
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CBS NewsBreak 3 熊井 信弘、Stephen Timson成美堂
978-4-7919-6033-0

講義名 英語ⅠＡ（活性化コース）（看護①）

1110181単位数 1 担当教員 鈴木　里奈※

101ENG101

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
到達目標 (2)「一定の長さの英文を読んで内容を理解し、要約することができる」、到達目標 (3)「一定の長さの明瞭
な英語を聞いて要点を理解し、要約することができる」についてはディクテーション及び穴埋め式試験を実施します。

0

50
到達目標 (1)「英語の重要語彙、頻出表現を習得し、活用することができる」についてはReview Tests (2回)を実施し
ます。(20%)
到達目標 (4)「英語で自分の経験や意見、目標などを簡潔に述べることができる」についてはディスカッション及びプ

1/3以上欠席した場合は評価の対象としません。

(1) 英語の重要語彙、頻出表現を習得し、活用することができる。
(2) 一定の長さの英文を読んで内容を理解し、要約することができる。
(3) 一定の長さの明瞭な英語を聞いて要点を理解し、要約することができる。
(4) 英語で自分の経験や意見、目標などを簡潔に述べることができる。

授業外学習

自習用の音声ファイルとストリーミング再生を活用し、必ずテキストのPreviewing、DVD Viewingの予習をして授業を受けてください。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別



2

クラスガイダンス
Unit 1 (Part 1)

授業計画

Guidance
Unit 1 What’s for Lunch? In Japanese Schools It’s Always Healthy

Unit 1 (Part 2) Unit 1 What’s for Lunch? In Japanese Schools It’s Always Healthy
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 2 (Part 1) Unit 2 BYOB: California Bans Single-Use Plastic Bags
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 2 (Part 2) Unit 2 BYOB: California Bans Single-Use Plastic Bags
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 3 (Part 1) Unit 3 How a Dog Can Improve Your Health
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 3 (Part 2) Unit 3 How a Dog Can Improve Your Health
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 4 (Part 1) Unit 4 The Shoe That Grows: Expandable Shoes Aim to Keep Up with Kids’ Growing Feet
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Review Test 1
Unit 4 (Part 2)

Review Test 1
Unit 4 The Shoe That Grows: Expandable Shoes Aim to Keep Up with Kids’ Growing Feet

Discuss Results of Review Test
1

Discuss Results of Review Test 1
Unit 5 “Cat Library” Offers Purrfect Solution to Stress

Unit 5 (Part 2) Unit 5 “Cat Library” Offers Purrfect Solution to Stress
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 6 (Part 1) Unit 6 The Evolution of Comic Books in the Digital Age
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 6 (Part 2) Unit 6 The Evolution of Comic Books in the Digital Age
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Presentation 1
Unit 7 (Part 1)

Presentation 1
Unit 7 Can Drinking Soda Make You Age Faster?

Review Test 2
Unit 7 (Part 2)

Review Test 2
Unit 7 Can Drinking Soda Make You Age Faster?

Discuss Results of Review Test
2

Discuss Results of Review Test 2
Presentation 2

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅠＡ（活性化コース）（看護①）

1110181単位数 1 担当教員 鈴木　里奈※

101ENG101

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



この授業では、アメリカ３大ネットワークの１つであるCBSのニュース番組、"CBS Evening News"と"CBS This Morning"を扱ったDVD教材を使用しま
す。社会情勢に加え、食や健康、ハイテク、経済、エンターテイメントなど、アメリカの日常的な話題について学びながら、ナチュラルスピードの
英語に親しみます。ニュースを通してグローバルな問題意識を高めつつ、異文化に関する知識を身につけ、それをもとに、アカデミックかつ専門的
な活動につながる英語コミュニケーション能力を養うことを目指します。
まずは映像のリスニングと音声シャドーイングの練習を重点的に行い、英語の重要語彙、頻出表現をしっかりと確認し、英語特有の強弱のリズムや
イントネーション、アクセントを段階的に習得します。基礎練習を十分に行った上で、内容理解のためのショート・ディスカッションや関連するト
ピックについて自分の意見を簡潔に述べる練習、プレゼンテーションなどの発展的な英語コミュニケーション活動につなげます。語彙力とリスニン
グ力、及び、英語での思考力、スピーキング力を含む実践的な英語運用能力の向上を目標として授業を進めます。
また、TOEICスコア・アップ対策については配布プリントを使用し、演習を行う予定です。
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CBS NewsBreak 3 熊井 信弘、Stephen Timson成美堂
978-4-7919-6033-0

講義名 英語ⅠＢ（活性化コース）（看護①）

1110182単位数 1 担当教員 鈴木　里奈※

101ENG102

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
到達目標 (2)「一定の長さの英文を読んで内容を理解し、要約することができる」、到達目標 (3)「一定の長さの明瞭
な英語を聞いて要点を理解し、要約することができる」についてはディクテーション及び穴埋め式試験を実施します。

0

50
到達目標 (1)「英語の重要語彙、頻出表現を習得し、活用することができる」についてはReview Tests (2回)を実施し
ます。(20%)
到達目標 (4)「英語で自分の経験や意見、目標などを簡潔に述べることができる」についてはディスカッション及びプ

1/3以上欠席した場合は評価の対象としません。

(1) 英語の重要語彙、頻出表現を習得し、活用することができる。
(2) 一定の長さの英文を読んで内容を理解し、要約することができる。
(3) 一定の長さの明瞭な英語を聞いて要点を理解し、要約することができる。
(4) 英語で自分の経験や意見、目標などを簡潔に述べることができる。

授業外学習

自習用の音声ファイルとストリーミング再生を活用し、必ずテキストのPreviewing、DVD Viewingの予習をして授業を受けてください。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別



4

Unit 8 (Part 1)

授業計画

Unit 8 What You Like on Facebook Could Affect Your Job Search
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 8 (Part 2) Unit 8 What You Like on Facebook Could Affect Your Job Search
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 9 (Part 1) Unit 9 Is Sitting the New Smoking?
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 9 (Part 2) Unit 9 Is Sitting the New Smoking?
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 10 (Part 1)Unit 10 Matcha Madness Sparks New Tea Craze
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 10 (Part 2)Unit 10 Matcha Madness Sparks New Tea Craze
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 11 (Part 1)Unit 11 Daddy Duty: Stay-at-Home Dads Putting Kids Before Careers
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Review Test 1
Unit 11 (Part 2)

Review Test 1
Unit 11 Daddy Duty: Stay-at-Home Dads Putting Kids Before Careers

Discuss Results of Review Test
1

Discuss Results of Review Test 1
Unit12 One Man’s Long Journey to Help a Stranger Walk Again

Unit 12 (Part 2)Unit 12 One Man’s Long Journey to Help a Stranger Walk Again
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 13 (Part 1)Unit 13 Slurping to Success: A Look into the Growing American Ramen Culture
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 13 (Part 2)Unit 13 Slurping to Success: A Look into the Growing American Ramen Culture
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Presentation 1
Unit 14 (Part 1)

Presentation 1
Unit 14 Peddling Pedaling: Bikes Become the Latest Peer-to-Peer Success Story

Review Test 2
Unit 14 (Part 2)

Review Test 2
Unit 14 Peddling Pedaling: Bikes Become the Latest Peer-to-Peer Success Story

Discuss Results of Review Test
2

Discuss Results of Review Test 2
Presentation 2

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅠＢ（活性化コース）（看護①）

1110182単位数 1 担当教員 鈴木　里奈※

101ENG102

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



この授業では、アメリカ３大ネットワークの１つであるCBSのニュース番組、"CBS Evening News"と"CBS This Morning"を扱ったDVD教材を使用しま
す。社会情勢に加え、食や健康、ハイテク、経済、エンターテイメントなど、アメリカの日常的な話題について学びながら、ナチュラルスピードの
英語に親しみます。ニュースを通してグローバルな問題意識を高めつつ、異文化に関する知識を身につけ、それをもとに、アカデミックかつ専門的
な活動につながる英語コミュニケーション能力を養うことを目指します。
まずは映像のリスニングと音声シャドーイングの練習を重点的に行い、英語の重要語彙、頻出表現をしっかりと確認し、英語特有の強弱のリズムや
イントネーション、アクセントを段階的に習得します。基礎練習を十分に行った上で、内容理解のためのショート・ディスカッションや関連するト
ピックについて自分の意見を簡潔に述べる練習、プレゼンテーションなどの発展的な英語コミュニケーション活動につなげます。語彙力とリスニン
グ力、及び、英語での思考力、スピーキング力を含む実践的な英語運用能力の向上を目標として授業を進めます。
また、TOEICスコア・アップ対策については配布プリントを使用し、演習を行う予定です。

5

CBS NewsBreak 3 熊井 信弘、Stephen Timson成美堂
978-4-7919-6033-0

講義名 英語ⅠＡ（活性化コース）（看護②）

1110191単位数 1 担当教員 鈴木　里奈※

101ENG101

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
到達目標 (2)「一定の長さの英文を読んで内容を理解し、要約することができる」、到達目標 (3)「一定の長さの明瞭
な英語を聞いて要点を理解し、要約することができる」についてはディクテーション及び穴埋め式試験を実施します。

0

50
到達目標 (1)「英語の重要語彙、頻出表現を習得し、活用することができる」についてはReview Tests (2回)を実施し
ます。(20%)
到達目標 (4)「英語で自分の経験や意見、目標などを簡潔に述べることができる」についてはディスカッション及びプ

1/3以上欠席した場合は評価の対象としません。

(1) 英語の重要語彙、頻出表現を習得し、活用することができる。
(2) 一定の長さの英文を読んで内容を理解し、要約することができる。
(3) 一定の長さの明瞭な英語を聞いて要点を理解し、要約することができる。
(4) 英語で自分の経験や意見、目標などを簡潔に述べることができる。

授業外学習

自習用の音声ファイルとストリーミング再生を活用し、必ずテキストのPreviewing、DVD Viewingの予習をして授業を受けてください。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別



6

クラスガイダンス
Unit 1 (Part 1)

授業計画

Guidance
Unit 1 What’s for Lunch? In Japanese Schools It’s Always Healthy

Unit 1 (Part 2) Unit 1 What’s for Lunch? In Japanese Schools It’s Always Healthy
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 2 (Part 1) Unit 2 BYOB: California Bans Single-Use Plastic Bags
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 2 (Part 2) Unit 2 BYOB: California Bans Single-Use Plastic Bags
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 3 (Part 1) Unit 3 How a Dog Can Improve Your Health
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 3 (Part 2) Unit 3 How a Dog Can Improve Your Health
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 4 (Part 1) Unit 4 The Shoe That Grows: Expandable Shoes Aim to Keep Up with Kids’ Growing Feet
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Review Test 1
Unit 4 (Part 2)

Review Test 1
Unit 4 The Shoe That Grows: Expandable Shoes Aim to Keep Up with Kids’ Growing Feet

Discuss Results of Review Test
1

Discuss Results of Review Test 1
Unit 5 “Cat Library” Offers Purrfect Solution to Stress

Unit 5 (Part 2) Unit 5 “Cat Library” Offers Purrfect Solution to Stress
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 6 (Part 1) Unit 6 The Evolution of Comic Books in the Digital Age
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 6 (Part 2) Unit 6 The Evolution of Comic Books in the Digital Age
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Presentation 1
Unit 7 (Part 1)

Presentation 1
Unit 7 Can Drinking Soda Make You Age Faster?

Review Test 2
Unit 7 (Part 2)

Review Test 2
Unit 7 Can Drinking Soda Make You Age Faster?

Discuss Results of Review Test
2

Discuss Results of Review Test 2
Presentation 2

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅠＡ（活性化コース）（看護②）

1110191単位数 1 担当教員 鈴木　里奈※

101ENG101

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



この授業では、アメリカ３大ネットワークの１つであるCBSのニュース番組、"CBS Evening News"と"CBS This Morning"を扱ったDVD教材を使用しま
す。社会情勢に加え、食や健康、ハイテク、経済、エンターテイメントなど、アメリカの日常的な話題について学びながら、ナチュラルスピードの
英語に親しみます。ニュースを通してグローバルな問題意識を高めつつ、異文化に関する知識を身につけ、それをもとに、アカデミックかつ専門的
な活動につながる英語コミュニケーション能力を養うことを目指します。
まずは映像のリスニングと音声シャドーイングの練習を重点的に行い、英語の重要語彙、頻出表現をしっかりと確認し、英語特有の強弱のリズムや
イントネーション、アクセントを段階的に習得します。基礎練習を十分に行った上で、内容理解のためのショート・ディスカッションや関連するト
ピックについて自分の意見を簡潔に述べる練習、プレゼンテーションなどの発展的な英語コミュニケーション活動につなげます。語彙力とリスニン
グ力、及び、英語での思考力、スピーキング力を含む実践的な英語運用能力の向上を目標として授業を進めます。
また、TOEICスコア・アップ対策については配布プリントを使用し、演習を行う予定です。

7

CBS NewsBreak 3 熊井 信弘、Stephen Timson成美堂
978-4-7919-6033-0

講義名 英語ⅠＢ（活性化コース）（看護②）

1110192単位数 1 担当教員 鈴木　里奈※

101ENG102

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
到達目標 (2)「一定の長さの英文を読んで内容を理解し、要約することができる」、到達目標 (3)「一定の長さの明瞭
な英語を聞いて要点を理解し、要約することができる」についてはディクテーション及び穴埋め式試験を実施します。

0

50
到達目標 (1)「英語の重要語彙、頻出表現を習得し、活用することができる」についてはReview Tests (2回)を実施し
ます。(20%)
到達目標 (4)「英語で自分の経験や意見、目標などを簡潔に述べることができる」についてはディスカッション及びプ

1/3以上欠席した場合は評価の対象としません。

(1) 英語の重要語彙、頻出表現を習得し、活用することができる。
(2) 一定の長さの英文を読んで内容を理解し、要約することができる。
(3) 一定の長さの明瞭な英語を聞いて要点を理解し、要約することができる。
(4) 英語で自分の経験や意見、目標などを簡潔に述べることができる。

授業外学習

自習用の音声ファイルとストリーミング再生を活用し、必ずテキストのPreviewing、DVD Viewingの予習をして授業を受けてください。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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Unit 8 (Part 1)

授業計画

Unit 8 What You Like on Facebook Could Affect Your Job Search
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 8 (Part 2) Unit 8 What You Like on Facebook Could Affect Your Job Search
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 9 (Part 1) Unit 9 Is Sitting the New Smoking?
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 9 (Part 2) Unit 9 Is Sitting the New Smoking?
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 10 (Part 1)Unit 10 Matcha Madness Sparks New Tea Craze
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 10 (Part 2)Unit 10 Matcha Madness Sparks New Tea Craze
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 11 (Part 1)Unit 11 Daddy Duty: Stay-at-Home Dads Putting Kids Before Careers
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Review Test 1
Unit 11 (Part 2)

Review Test 1
Unit 11 Daddy Duty: Stay-at-Home Dads Putting Kids Before Careers

Discuss Results of Review Test
1

Discuss Results of Review Test 1
Unit12 One Man’s Long Journey to Help a Stranger Walk Again

Unit 12 (Part 2)Unit 12 One Man’s Long Journey to Help a Stranger Walk Again
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Unit 13 (Part 1)Unit 13 Slurping to Success: A Look into the Growing American Ramen Culture
(Previewing, DVD First Viewing & Comprehension Check)

Unit 13 (Part 2)Unit 13 Slurping to Success: A Look into the Growing American Ramen Culture
(DVD Second Viewing, Critical Thinking & Discussion)

Presentation 1
Unit 14 (Part 1)

Presentation 1
Unit 14 Peddling Pedaling: Bikes Become the Latest Peer-to-Peer Success Story

Review Test 2
Unit 14 (Part 2)

Review Test 2
Unit 14 Peddling Pedaling: Bikes Become the Latest Peer-to-Peer Success Story

Discuss Results of Review Test
2

Discuss Results of Review Test 2
Presentation 2

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅠＢ（活性化コース）（看護②）

1110192単位数 1 担当教員 鈴木　里奈※

101ENG102

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



Outline: Students write a one-page essay or story. The teacher meets each student individually and gives advice about grammar and how
to write interesting sentences. Students next read aloud their essay or story and the teacher corrects any pronunciation problems.
Finally, students read aloud their essays to the teacher and the teacher gives them grades for writing and speaking. Students will
also have a final interview test and a final writing test. This class intends to nurture and encourage communication skills in
speaking and listening through activities such as everyday conversation dialogues and individual, pair, and group speech
presentations.

9

Living English I Hedberg & MauserKeystone English Press

講義名 英語ⅡＡ（応用コース）（看護①）

1110391単位数 1 担当教員 Ashley Mark Stevens※

101ENG103

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
25% Mid-term Speaking test.

25% Mid-term Writing test.

Refer to the Rubric for details on how grades are evaluated.
Students who miss more than 3 classes will lose 3 points for each class missed over 3 classes.

Speaking: Students will be able to speak English with (1) good pronunciation (especially th, l and si sounds), (2) fluency (without
hesitation, reply to questions promptly) and (3) good delivery (clear voice and good volume, produce the required quantity of
speech). Their English will also be (4) grammatically correct. Writing: Students will be able to write (1) grammatically correct (2)
complex sentences and paragraphs that are (3) spelled and punctuated correctly.

授業外学習

Preparation for Quizzes (6 hours).Topic-related writing (6 hours).Pronunciation practice (3 hours).

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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Course Introduction and Useful
English

授業計画

Explanation of schedule, grading, rubric. For homework: Students start to write a one-page
self-introduction.

Unit 1: Getting to know youCommunicative activities to learn about the other students in the class. Teacher checks
that students have begun to write their self-introductions.

Pronunciation: learning to
speak English

Teacher looks at Students’ self-introduction writing, gives advice on how to write better
and more complex sentences.

Unit 2: Family and friendsLearning key vocabulary and how to talk about family and friends. Teacher continues
advising and correcting Students’ self-introduction writing.

Unit 2: Family and friendsLearning key vocabulary and how to talk about family and friends. Teacher continues
advising and correcting Students’ self-introduction writing.

Unit 3: Around townGiving and receiving directions. Learning key vocabulary about places and directions.
Students read aloud their self-introduction writing to Teacher.

Unit 3: Around townGiving and receiving directions. Learning key vocabulary about places and directions.
Teacher continues to correct pronunciation.

Unit 4: School and free timeFocusing on activities and how students spend their time. Teacher continues to correct
pronunciation.

Mid-Term Test Mid-Term Test: Students read aloud their writing to Teacher. Teacher gives a grade for
speaking, and another grade for writing.

Unit 5: What's going onFocus on present continous tense and communicative tasks about activities in daily life.

Unit 5: What's going onFocus on present continous tense and communicative tasks about activities in daily life.

Unit 6: Numbers and moneyFocus on both large and small numbers, how to pronounce them and diffictulties faced by
Japanese learners with some English numbers.

Test Guidelines and PracticeGuidelines and practice for final interview test and writen exam.

Interview Tests One to one interviews with student and teacher covering the modules taught.

Interview Test One to one interviews with student and teacher covering the modules taught.

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅡＡ（応用コース）（看護①）

1110391単位数 1 担当教員 Ashley Mark Stevens※

101ENG103

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



Outline: Students write a one-page essay or story. The teacher meets each student individually and gives advice about grammar and how
to write interesting sentences. Students next read aloud their essay or story and the teacher corrects any pronunciation problems.
Finally, students read aloud their essays to the teacher and the teacher gives them grades for writing and speaking. Students will
also have a final interview test and a final writing test. This class intends to nurture and encourage communication skills in
speaking and listening through activities such as everyday conversation dialogues and individual, pair, and group speech
presentations.

11

Living English II Hedberg & MauserKeystone English Press

講義名 英語ⅡＢ（応用コース）（看護①）

1110392単位数 1 担当教員 Ashley Mark Stevens※

101ENG104

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
25% Mid-term Speaking test.

25% Mid-term Writing test.

Refer to the Rubric for details on how grades are evaluated.
Students who miss more than 3 classes will lose 3 points for each class missed over 3 classes.

Speaking: Students will be able to speak English with (1) good pronunciation (especially th, l and si sounds), (2) fluency (without
hesitation, reply to questions promptly) and (3) good delivery (clear voice and good volume, produce the required quantity of
speech). Their English will also be (4) grammatically correct. Writing: Students will be able to write (1) grammatically correct (2)
complex sentences and paragraphs that are (3) spelled and punctuated correctly.

授業外学習

Preparation for Quizzes (6 hours).Topic-related writing (6 hours).Pronunciation practice (3 hours).

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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Course Introduction

授業計画

Explanation of schedule, grading, rubric. For homework: Students start to write a one-page
story or essay.

Unit 7: Memory and the pastFocusing on the past tenses and students' memories. Teacher checks that students have
begun to write their stories/essays.

Unit 7: Memory and the pastFocusing on the past tenses and students' memories. Teacher checks that students have
begun to write their stories/essays.

Unit 8: The real you.Communicative activities learning key adjectives to describe personalities. Teacher
continues advising and correcting Students' stories/essays.

Unit 8: The real youCommunicative activities learning key adjectives to describe personalities. Teacher
continues advising and correcting Students' stories/essays.

Unit 9: FavoritesFocus on comparatives and superlatives. Students read aloud their stories/essays to
Teacher and Teacher corrects pronunciation.

Unit 9: FavoritesFocus on comparatives and superlatives using communicative activities. Teacher continues
to correct pronunciation.

Unit 10:  Let's eatFocus on food, drinks and eating habits. Teacher continues to correct pronunciation.

Mid-Term Test Mid-Term Test: Students read aloud their stories/essays to Teacher. Teacher gives a grade
for speaking, and another grade for writing.

Unit 11: ExperiencesFocus on the present perfect using communicative activities to talk about our past
experiences.

Unit 11: ExperiencesFocus on the present perfect using communicative activities to talk about our past
experiences.

Unit 12: Future plansUsing the future tenses and communicative activities, students learn to talk about their
futures.

Test Guidelines and PracticeGuidelines and practice for final interview test and writen exam.

Interview Tests One to one interviews with student and teacher covering the modules taught.

Interview Test One to one interviews with student and teacher covering the modules taught.

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅡＢ（応用コース）（看護①）

1110392単位数 1 担当教員 Ashley Mark Stevens※

101ENG104

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



Outline: The course aims to develop and expand on learners' existing knowledge of English. All four language skills will be covered
with a primary emphasis on listening and speaking. Students will also be introduced to a umber of learning techniques to empower
their own learning experiences. In addition to the topics from the course outline, students will be encouraged to talk about their
own interests as well us current events.
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講義名 英語ⅡＡ（応用コース）（看護②）

1110401単位数 1 担当教員 Ashley Mark Stevens※

101ENG103

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
60% Final Interview Test. Each Speaking Objective is worth 25% of the total grade for the Speaking test.

25% Final Written Test. Writing Objectives 1 & 3 are worth 25% each and Writing Objective 3 is worth 50%

Refer to the Rubric for details on how grades are evaluated.

Speaking: Students will be able to speak English with (1) good pronunciation (especially th, l and si sounds), (2) fluency (without
hesitation, reply to questions promptly) and (3) good delivery (clear voice and good volume, produce the required quantity of
speech). Their English will also be (4) grammatically correct. Writing: Students will be able to write (1) grammatically correct (2)
complex sentences and paragraphs that are (3) spelled and punctuated correctly.

授業外学習

Preparation for Quizzes (6 hours).Topic-related writing (6 hours).Pronunciation practice (3 hours).

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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Course Introduction and Useful
English

授業計画

Explanation of schedule, grading, rubric.

Unit 1: Getting to know youCommunicative activities to learn about the other students in the class.

Pronunciation: learning to
speak English

Learning about areas of pronunciation that are particularly challenging for Japanese
learners, and how to overcome them.

Unit 2: Family and friendsLearning key vocabulary and how to talk about family and friends.

Unit 2: Family and friendsLearning key vocabulary and how to talk about family and friends.

Unit 3: Around townGiving and receiving directions. Learning key vocabulary about places and directions.

Unit 3: Around townGiving and receiving directions. Learning key vocabulary about places and directions.

Unit 4: School and free timeFocusing on activities and how students spend their time.

Unit 4: School and free timeFocusing on activities and how students spend their time.

Unit 5: What's going onFocus on present continous tense and communicative tasks about activities in daily life.

Unit 5: What's going onFocus on present continous tense and communicative tasks about activities in daily life.

Unit 6: Numbers and moneyFocus on both large and small numbers, how to pronounce them and diffictulties faced by
Japanese learners with some English numbers.

Test Guidelines and PracticeGuidelines and practice for final interview test and writen exam.

Interview Tests One to one interviews with student and teacher covering the modules taught.

Interview Test One to one interviews with student and teacher covering the modules taught.

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅡＡ（応用コース）（看護②）

1110401単位数 1 担当教員 Ashley Mark Stevens※

101ENG103

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



Outline: The course aims to develop and expand on learners' existing knowledge of English. All four language skills will be covered
with a primary emphasis on listening and speaking. Students will also be introduced to a umber of learning techniques to empower
their own learning experiences. In addition to the topics from the course outline, students will be encouraged to talk about their
own interests as well us current events.

15

Living English II Hedberg & MauserKeystone English Press

講義名 英語ⅡＢ（応用コース）（看護②）

1110402単位数 1 担当教員 Ashley Mark Stevens※

101ENG104

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
60% Final Interview Test. Each Speaking Objective is worth 25% of the total grade for the Speaking test.

25% Final Writing Test. Writing Objectives 1 & 3 are worth 25% each and Writing Objective 3 is worth 50%

Refer to the Rubric for details on how grades are evaluated.

Speaking: Students will be able to speak English with (1) good pronunciation (especially th, l and si sounds), (2) fluency (without
hesitation, reply to questions promptly) and (3) good delivery (clear voice and good volume, produce the required quantity of
speech). Their English will also be (4) grammatically correct. Writing: Students will be able to write (1) grammatically correct (2)
complex sentences and paragraphs that are (3) spelled and punctuated correctly.

授業外学習

Preparation for Quizzes (6 hours).Topic-related writing (6 hours).Pronunciation practice (3 hours).

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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Course Introduction

授業計画

Explanation of schedule, grading, rubric.

Unit 7: Memory and the pastFocusing on the past tenses and students' memories.

Unit 7: Memory and the pastFocusing on the past tenses and students' memories.

Unit 8: The real youCommunicative activities learning key adjectives to describe personalities.

Unit 8: The real youCommunicative activities learning key adjectives to describe personalities.

Unit 9: FavoritesFocus on comparatives and superlatives using communicative activities.

Unit 9: FavoritesFocus on comparatives and superlatives using communicative activities.

Unit 10:  Let's eatFocus on food, drinks and eating habits using role plays and communicative activities.

Unit 10:  Let's eatFocus on food, drinks and eating habits using role plays and communicative activities.

Unit 11: ExperiencesFocus on the present perfect using communicative activities to talk about our past
experiences.

Unit 11: ExperiencesFocus on the present perfect using communicative activities to talk about our past
experiences.

Unit 12: Future plansUsing the future tenses and communicative activities, students learn to talk about their
futures.

Test Guidelines and PracticeGuidelines and practice for final interview test and writen exam.

Interview Tests One to one interviews with student and teacher covering the modules taught.

Interview Test One to one interviews with student and teacher covering the modules taught.

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅡＢ（応用コース）（看護②）

1110402単位数 1 担当教員 Ashley Mark Stevens※

101ENG104

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



この授業では、主に医療、看護について書かれた英文の読解力の向上を目標とします。また、それと平行して英語で書かれた物語の読解も行う予定
です。授業では、前時に予習を指示した部分の内容の確認、さらにハンドアウトや投げ込み教材に対する受講者の発表とそれに対する指導者のコメ
ント、訂正という形で進めていきます。　
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Winnie-the-Pooh A..A.Milne 講談社インターナショナル
4770022948

講義名 英語ⅢＡ（充実コース）（看護①）

1110591単位数 1 担当教員 西澤　裕一※

201ENG201

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60%
100点満点中50点以下は評価をしません。

20%

20%

必ず指定された期間内に提出してください。

毎回の物語の内容に関する小テストです。

半期で4回以上の欠席は評価をしません。
遅刻2回で欠席1回と考える場合があります。
予習をしっかりしていない者、提出物を提出しない者は評価の対象としない。

1. 基本的な医療に関する英文を読んでしっかりと内容を理解することができること。
2. 基本的な医療に関する英文を読んで理解するために必要な語彙を習得すること。
3. 英語の物語をそこに描かれている場面を想像して楽しんで読むことができること。

授業外学習

この授業における授業外の学習は主に英語の物語の読解が中心になります。時間の許す限り繰り返し読んで内容をしっかりと理解してください。

教科書

参考書

前提学力等

特に何かの科目を履修している必要はありませんが、主に看護、医療系の英語を扱いますので、看護学科以外の学生が履修する際にはそのことを了
解して履修してください。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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ガイダンス/医療英語を学ぶことに
ついて

授業計画

授業の進め方についての説明など

医療施設の英語(1)/Pooh (1)物語の読解の演習と医療施設の英語についての解説

医療施設の英語(2)/Pooh (2)物語の読解の演習と医療施設の英語についての演習

診療科の英語(1)/Pooh (3)物語の読解の演習と診療科の英語(1)

診療科の英語(2)/Pooh (4)物語の読解の演習と診療科の英語(2)

身体の英語(1)/Pooh (5)物語の読解の演習と身体の英語(１)

身体の英語(2)/Pooh (6)物語の読解の演習と身体の英語(2)

疾患に関する英語(1)/Pooh (7)物語の読解の演習と疾患に関する英語(１)

疾患に関する英語(２)/Pooh (8)物語の読解の演習と疾患に関する英語(2)

入院環境(1)/Pooh (9)物語の読解の演習と入院環境に関する英語(１)

入院環境(2)/Pooh (10)物語の読解の演習と入院環境に関する英語(2)

患者の観察(1)/Pooh (11)物語の読解の演習と患者の観察(1)

患者の観察(2)/Pooh (12)物語の読解の演習と患者の観察(2)

慢性期看護(1)/Pooh (13)物語の読解の演習と慢性期看護(1)

慢性期看護(2)/Pooh (14)物語の読解の演習と慢性期看護(2)

安楽について(1)/Pooh (15)物語の読解の演習と安楽について(1)

安楽について(2)/Pooh (16)物語の読解の演習と安楽について(2)

移動介助(1)/Pooh (17)物語の読解の演習と移動介助(1)

移動介助(2)/Pooh (18)物語の読解の演習と移動介助(2)

与薬について(1)/Pooh (19)物語の読解の演習と与薬について(1)

与薬について(2)/Pooh (20)物語の読解の演習と与薬について(2)

救急看護(1)/Pooh (21)物語の読解の演習と救急看護(1)

救急看護(2)/Pooh (22)物語の読解の演習と救急看護(2)

周手術期ケアについて(1)/Pooh
(23)

物語の読解の演習と周手術期ケアについて(1)

周手術期ケアについて(2)/Pooh
(24)

物語の読解の演習と周手術期ケアについて(2)

妊娠と出産(1)/Pooh (25)物語の読解の演習と妊娠と出産(1)

妊娠と出産(2)/Pooh (26)物語の読解の演習と妊娠と出産(2)

小児看護(1)/Pooh (27)物語の読解の演習と小児看護(1)

小児看護(2)/Pooh (28)物語の読解の演習と小児看護(2)

地域・住宅看護/Pooh (29)/まとめ物語の読解の演習と地域・住宅看護/授業のまとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

担当者から一言

講義名 英語ⅢＡ（充実コース）（看護①）

1110591単位数 1 担当教員 西澤　裕一※

201ENG201

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



この授業では、主に医療、看護について書かれた英文の読解力の向上を目標とします。また、それと平行して英語で書かれた物語の読解も行う予定
です。授業では、前時に予習を指示した部分の内容の確認、さらにハンドアウトや投げ込み教材に対する受講者の発表とそれに対する指導者のコメ
ント、訂正という形で進めていきます。　
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Winnie-the-Pooh A..A.Milne 講談社インターナショナル
4770022948

講義名 英語ⅢＢ（充実コース）（看護①）

1110592単位数 1 担当教員 西澤　裕一※

201ENG202

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60%
100点満点中50点以下は評価をしません。

20%

20%

必ず指定された期間内に提出してください。

毎回の物語の内容に関する小テストです。

半期で4回以上の欠席は評価をしません。
遅刻2回で欠席1回と考える場合があります。
予習をしっかりしていない者、提出物を提出しない者は評価の対象としない。

1. 基本的な医療に関する英文を読んでしっかりと内容を理解することができること。
2. 基本的な医療に関する英文を読んで理解するために必要な語彙を習得すること。
3. 英語の物語をそこに描かれている場面を想像して楽しんで読むことができること。

授業外学習

この授業における授業外の学習は主に英語の物語の読解が中心になります。時間の許す限り繰り返し読んで内容をしっかりと理解してください。

教科書

参考書

前提学力等

特に何かの科目を履修している必要はありませんが、主に看護、医療系の英語を扱いますので、看護学科以外の学生が履修する際にはそのことを了
解して履修してください。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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ガイダンス/医療英語を学ぶことに
ついて

授業計画

授業の進め方についての説明など

医療施設の英語(1)/Pooh (1)物語の読解の演習と医療施設の英語についての解説

医療施設の英語(2)/Pooh (2)物語の読解の演習と医療施設の英語についての演習

診療科の英語(1)/Pooh (3)物語の読解の演習と診療科の英語(1)

診療科の英語(2)/Pooh (4)物語の読解の演習と診療科の英語(2)

身体の英語(1)/Pooh (5)物語の読解の演習と身体の英語(１)

身体の英語(2)/Pooh (6)物語の読解の演習と身体の英語(2)

疾患に関する英語(1)/Pooh (7)物語の読解の演習と疾患に関する英語(１)

疾患に関する英語(２)/Pooh (8)物語の読解の演習と疾患に関する英語(2)

入院環境(1)/Pooh (9)物語の読解の演習と入院環境に関する英語(１)

入院環境(2)/Pooh (10)物語の読解の演習と入院環境に関する英語(2)

患者の観察(1)/Pooh (11)物語の読解の演習と患者の観察(1)

患者の観察(2)/Pooh (12)物語の読解の演習と患者の観察(2)

慢性期看護(1)/Pooh (13)物語の読解の演習と慢性期看護(1)

慢性期看護(2)/Pooh (14)物語の読解の演習と慢性期看護(2)

安楽について(1)/Pooh (15)物語の読解の演習と安楽について(1)

安楽について(2)/Pooh (16)物語の読解の演習と安楽について(2)

移動介助(1)/Pooh (17)物語の読解の演習と移動介助(1)

移動介助(2)/Pooh (18)物語の読解の演習と移動介助(2)

与薬について(1)/Pooh (19)物語の読解の演習と与薬について(1)

与薬について(2)/Pooh (20)物語の読解の演習と与薬について(2)

救急看護(1)/Pooh (21)物語の読解の演習と救急看護(1)

救急看護(2)/Pooh (22)物語の読解の演習と救急看護(2)

周手術期ケアについて(1)/Pooh
(23)

物語の読解の演習と周手術期ケアについて(1)

周手術期ケアについて(2)/Pooh
(24)

物語の読解の演習と周手術期ケアについて(2)

妊娠と出産(1)/Pooh (25)物語の読解の演習と妊娠と出産(1)

妊娠と出産(2)/Pooh (26)物語の読解の演習と妊娠と出産(2)

小児看護(1)/Pooh (27)物語の読解の演習と小児看護(1)

小児看護(2)/Pooh (28)物語の読解の演習と小児看護(2)

地域・住宅看護/Pooh (29)/まとめ物語の読解の演習と地域・住宅看護/授業のまとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

担当者から一言

講義名 英語ⅢＢ（充実コース）（看護①）

1110592単位数 1 担当教員 西澤　裕一※

201ENG202

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



アメリカのニュース番組を使ってリスニングの練習を行う。リスニングの能力を伸ばすには、発音に関する正しい知識だけではなく、次に来る語を
予測するのに必要な構文の知識も必要になる。この知識がないと、英語のスピードについて行くことはできない。そしてこれらの知識は自分で英文
を組み立てて表現するときにも必要になる。また、英語で会話をするには、世界で起きている出来事についての知識が欠かせない。ニュース番組を
見てそのような知識と教養を身につける。

21

ABC World News 19 Shigeru Yamane 金星堂
978-4-7647-4031-0

講義名 英語ⅢＡ（充実コース）（看護②）

1110601単位数 1 担当教員 市場　史哉※

201ENG201

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

35
Unit 7 - 13までの範囲から語彙、リスニングに関する問題を出題する。

65
授業中に行う小テスト　35%
毎回各Unitのリスニング問題を行う。
中間テスト　30%

3分の1以上欠席した場合は評価対象としない。

(1)ニュースを理解するために必要な語彙力を身につける
(2)アナウンサーの英語を聞き取る能力を身につける
(3)ニュースの内容を理解できる

授業外学習

学生にあてながら授業を行うので、単語を調べてくる必要がある。
中間テスト、期末テストまでにオンライン動画配信サービスを使って復習をする。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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Introduction

授業計画

授業内容の説明

Unit 1 Treasury Secretary Announces Historic Changes for $20 Bill

Unit 2 Daylight Saving Time

Unit 3 Cuba's Gold Rush

Unit 4 Made in America: Super Bowl 50

Unit 5 Firestorm: New CDC Recommendations for Women and Alcohol Provoke Controversy

Unit 6 Deadly Tornado Outbreak

中間テスト Unit 1 からUnit 6まで

Unit 7 Zika Emergency: Community Backlash to Zika-Fighting Plan

Unit 8 Yelp! Reviewer Beware

Unit 9 Bridge Dangers: 1-in-10 in Need of Repair

Unit 10 Sky High Bills: Medevac Trips

Unit 11 Big Changes: SeaWorld to End Killer Whale Shows

Unit 12 Airline Warning: Lithium Batteries Pose Explosion Risk

Unit 13 Major Abortion Case: First in Years at Highest Court

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅢＡ（充実コース）（看護②）

1110601単位数 1 担当教員 市場　史哉※

201ENG201

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



イギリスのニュース番組を使ってリスニングの練習を行う。リスニングの能力を伸ばすには、発音に関する正しい知識だけではなく、次に来る語を
予測するのに必要な構文の知識も必要になる。この知識がないと、英語のスピードについて行くことはできない。そしてこれらの知識は自分で英文
を組み立てて表現するときにも必要になる。また、英語で会話をするには、世界で起きている出来事についての知識が欠かせない。ニュース番組を
見てそのような知識と教養を身につける。

23

Seeing the World through the News 4Timothy Knowles 金星堂
978-4-7647-4032-7

講義名 英語ⅢＢ（充実コース）（看護②）

1110602単位数 1 担当教員 市場　史哉※

201ENG202

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

35
Unit 7 - 13までの範囲から語彙、リスニングに関する問題を出題する。

65
授業中に行う小テスト　35%
毎回各ユニットのリスニング問題を行う。
中間テスト　30%

3分の1以上欠席した場合は評価対象としない。

(1)ニュースを理解するために必要な語彙力を身につける
(2)アナウンサーの英語を聞き取る能力を身につける
(3)ニュースの内容を理解できる

授業外学習

学生にあてながら授業を行うので、単語を調べてくる必要がある。
中間テスト、期末テストまでに動画配信サービスを使って復習をする。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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Introduction

授業計画

授業内容の説明

Unit 1 Wonky Vegetables

Unit 2 Money for Children's Sports

Unit 3 Living on a Houseboat in London

Unit 4 Tracking Down Dog Owners with DNA

Unit 5 A Hybrid Solar Balloon

Unit 6 The Freedom Tower in New York

中間テスト Unit 1からUnit 6まで

Unit 7 Home-Schooling

Unit 8 Using SNS to Relieve Eating Disorders

Unit 9 Measuring Air Pollution

Unit 10 The UK's Rising Population

Unit 11 Gay Marriage in Ireland

Unit 12 New Guidelines for Alcohol

Unit 13 The Threat to Antarctic Penguins

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅢＢ（充実コース）（看護②）

1110602単位数 1 担当教員 市場　史哉※

201ENG202

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



日常的に頻出する英語表現を用いて英作文の演習を行うことで、英文産出能力を向上させることを目的とする。

25

英作文のコア表現180 木塚晴夫 鶴見書店
978-4-7553-0347-0

講義名 英語ⅢＡ（充実コース）（看護③）

1110611単位数 1 担当教員 出原　健一※

201ENG201

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
到達目標(3)を達成したかを、英作文を中心とした定期試験で評価する。

0

30
各回に扱った内容を習得したか（到達目標(1)(2))を、小テスト（各2点X15回）で評価する。

授業開始後10-20分経過後に入室した際は遅刻とみなし、小テストの最高点を1点とする。それ以降に入室した場合は、小テストの受験資格をはく奪
する。

(1) 日常的に頻出するフレーズ・構文を習得する。
(2) 英文を産出する際に最低限必要な文法的知識を身につける。
(3) 上記(1)(2)を組み合わせることで、適切な英文を産出する能力を身につける。

授業外学習

テキストの説明箇所をよく読み、設問を必ず解答してくること。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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イントロダクション

授業計画

講義概要の説明および日本語と英語の差異についての説明

Unit 1 提案・勧誘の表現

Unit 2 あいさつの表現

Unit 3 お礼・お詫びの表現

Unit 4 お祝い・ほめ言葉

Unit 5 賛成・反対などの表現

Unit 6 相づちなどの表現

Unit 7 希望・意図などの表現

Unit 8 興味・関心の表現

Unit 9 許可・命令などの表現

Unit 10 忠告・助言などの表現

Unit 11 判断・選択などの表現

Unit 12 感情表現（喜び・悲しみ）

Unit 13 感情表現（驚き・怒りなど）

総括 まとめおよび質問受け付け

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅢＡ（充実コース）（看護③）

1110611単位数 1 担当教員 出原　健一※

201ENG201

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



アメリカの報道番組CNNを教材としたテキストを用いて、英文テクストをできる限り正確に読む訓練を行う。知っている単語だけを追い、そこから全
体の主旨を推測するという読み方は、時に大きな誤読を引き起こす。これは、コミュニケーションの場においても同様である。このクラスでは、正
確な読みに大切な文法や、テクストレベルの英語のルールにも随時触れながら、英文テクストを輪読していく。

27

CNNビデオで見る世界のニュース(18) 関西大学CNN英語研究会 朝日出版社
978-4-255-15602-6

講義名 英語ⅢＢ（充実コース）（看護③）

1110612単位数 1 担当教員 出原　健一※

201ENG202

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

80
特に到達目標(1)(2)を達成したかを、テキスト読解を中心とした定期試験で評価する。

0

20
特に到達目標(3)を達成したかを、小テスト（各2点X10回）で評価する。

授業開始後10-20分経過後に入室した際は遅刻とみなし、小テストの最高点を1点とする。それ以降に入室した場合は、小テストの受験資格をはく奪
する。

(1)英文の文法構造を正しく捉えられるようになる。
(2)テクストの論理の流れや大意を理解できるようになる。
(3)時事英語で頻出する語彙の習得。

授業外学習

Listening回の際は、各章の最初にあるVocabularyの確認をしておくこと。Reading回の際は、本文の予習をしておくこと。これらを行っていない場
合、欠席扱いにする。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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イントロダクション

授業計画

講義概要の説明およびCNNについての基礎知識の説明

Unit1 リスニングを中心に行う。

Unit 1 リーディングを中心に行う。

Unit 3 リスニングを中心に行う。

Unit 3 リーディングを中心に行う。

Unit 5 リスニングを中心に行う。

Unit 5 リーディングを中心に行う。

Unit 7 リスニングを中心に行う。

Unit 7 リーディングを中心に行う。

Unit 9 リスニングを中心に行う。

Unit 9 リーディングを中心に行う。

Unit 11 リスニングを中心に行う。

Unit 11 リーディングを中心に行う。

Unit 12 リスニングを中心に行う。

Unit 12 リーディングを中心に行う。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅢＢ（充実コース）（看護③）

1110612単位数 1 担当教員 出原　健一※

201ENG202

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



日本語には英語から取り入れられた言葉（外来語）がたくさんあり、なかには日本オリジナルの（日本でしか通じない）和製英語も数多く見られま
す。英語でコミュニケーションをするうえで、英語と和製英語の区別を知っておく必要があります。本授業では、和製英語ともとの英語の意味を比
較することで、英語への理解を深めます。授業では教科書の読解、問題演習に加え、ペアでの音読活動を行い、英語力を総合的に鍛えます。

29

『ネイティブが気になる日本人の英語』 Mark Thompson／谷岡敏博英宝社
978-4-269-66035-9

講義名 英語ⅣＡ（展開コース）（看護①）

1110801単位数 1 担当教員 渡　寛法

201ENG203

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40
到達目標（１）に関しては、期末試験で評価します（40％）。

60
到達目標（２）に関しては、授業中の音読活動やペア、グループワークによって評価し（30％）、到達目標（３）に関
しては、各回の小テストで評価します（30％）。

出欠状況は毎回確認します。授業を４回欠席した場合、成績評価はされませんので注意してください。また、30分以上の遅刻は欠席扱いとなります
。

（１）英語と和製英語の違いを理解し、伝わる英語を使うことができる。
（２）300ワード程度の英文を正確にかつスムーズに音読できる。
（３）TOEICレベルの語彙や表現知識を深める。

授業外学習

毎回授業の冒頭に、確認小テストがありますので、復習をかねて家で勉強してきてください。

教科書

初回授業には時間を測れるストップウォッチ（スマートフォンでも計測機能があればOK）を持ってきてください。

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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オリエンテーション

授業計画

自己紹介、授業の進め方についての説明、ワークシートの記入。

Unit １ テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 2 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 3 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 4 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 5 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 6 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 7 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 8 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 9 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 10 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 11 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 12 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 13 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 14 テキストの問題演習と音読活動を行う。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

英語学習の基本は音読です。まずは教科書にでてくる英文をスラスラ声に出して読めるようにトレーニングしていきましょう！

講義名 英語ⅣＡ（展開コース）（看護①）

1110801単位数 1 担当教員 渡　寛法

201ENG203

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



本授業では、会話に焦点を当てた教材をもとに、英語による意思疎通の能力向上を目指します。会話力を伸ばすためには、どう話をスタートさせ、
展開・発展させ、終了するか、一連の流れを頭に入れておくことが重要です。そこで授業では、毎回のユニットで取り上げられるコミュニケーショ
ン・ストラテジーを学ぶとともに、音読やシャドーイングなどで英語を声に出して練習し、ペアやグループワークを通して実践的な活動も行います
。会話力アップに向けて、英語の表現や文法だけでなく、英語を聞いて即座に反応できる瞬発力も鍛えていきます。

31

『英語コミュニケーション・ストラテジー』 達川奎三／Joe Lauer／山本五郎
　著

英宝社
978-4-269-44016-6

講義名 英語ⅣＢ（展開コース）（看護①）

1110802単位数 1 担当教員 渡　寛法

201ENG204

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40
到達目標（１）に関しては、到達度確認テスト、および期末試験で評価します（40％）。

60
到達目標（２）に関しては、授業中の音読活動やペア、グループワークによって評価し（30％）、到達目標（３）に関
しては、各回の小テストで評価します（30％）。

出欠状況は毎回確認します。授業を４回欠席した場合、成績評価はされませんので注意してください。また、30分以上の遅刻は欠席扱いとなります
。

（１）英語による効果的な意思疎通の方法（ストラテジー）を理解する。
（２）まとまりのある会話文を正確にかつスムーズに音読できる。
（３）英語による意思疎通をスムーズに行うための語彙や表現知識を深める。

授業外学習

毎回授業の冒頭に、確認小テストがありますので、復習をかねて家で勉強してきてください。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別



32

オリエンテーション

授業計画

授業の概要と、今学期の目標確認。

Unit 1 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 2 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 3 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 4 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 5 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 6 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Review 1 ここまでの到達度確認テストを行う。

Unit 7 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 8 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 9 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 10 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 11 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 12 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Review 2 到達度確認テスト、および、振り返りシートの作成。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

英語というと、どうしても試験・テストというイメージが強く付きまといます。しかし、英語自体は意思疎通の道具として大変優秀です。授業を通
じて、英語は「味方」という感覚を少しでも持ってもらえると嬉しいです。

講義名 英語ⅣＢ（展開コース）（看護①）

1110802単位数 1 担当教員 渡　寛法

201ENG204

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



日本語には英語から取り入れられた言葉（外来語）がたくさんあり、なかには日本オリジナルの（日本でしか通じない）和製英語も数多く見られま
す。英語でコミュニケーションをするうえで、英語と和製英語の区別を知っておく必要があります。本授業では、和製英語ともとの英語の意味を比
較することで、英語への理解を深めます。授業では教科書の読解、問題演習に加え、ペアでの音読活動を行い、英語力を総合的に鍛えます。
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『ネイティブが気になる日本人の英語』 Mark Thompson／谷岡敏博英宝社
978-4-269-66035-9

講義名 英語ⅣＡ（展開コース）（看護②）

1110811単位数 1 担当教員 渡　寛法

201ENG203

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40
到達目標（１）に関しては、期末試験で評価します（40％）。

60
到達目標（２）に関しては、授業中の音読活動やペア、グループワークによって評価し（30％）、到達目標（３）に関
しては、各回の小テストで評価します（30％）。

出欠状況は毎回確認します。授業を４回欠席した場合、成績評価はされませんので注意してください。また、30分以上の遅刻は欠席扱いとなります
。

（１）英語と和製英語の違いを理解し、伝わる英語を使うことができる。
（２）300ワード程度の英文を正確にかつスムーズに音読できる。
（３）TOEICレベルの語彙や表現知識を深める。

授業外学習

毎回授業の冒頭に、確認小テストがありますので、復習をかねて家で勉強してきてください。

教科書

初回授業には時間を測れるストップウォッチ（スマートフォンでも計測機能があればOK）を持ってきてください。

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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オリエンテーション

授業計画

自己紹介、授業の進め方についての説明、ワークシートの記入。

Unit １ テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 2 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 3 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 4 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 5 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 6 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 7 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 8 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 9 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 10 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 11 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 12 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 13 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 14 テキストの問題演習と音読活動を行う。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

英語学習の基本は音読です。まずは教科書にでてくる英文をスラスラ声に出して読めるようにトレーニングしていきましょう！

講義名 英語ⅣＡ（展開コース）（看護②）

1110811単位数 1 担当教員 渡　寛法

201ENG203

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



本授業では、会話に焦点を当てた教材をもとに、英語による意思疎通の能力向上を目指します。会話力を伸ばすためには、どう話をスタートさせ、
展開・発展させ、終了するか、一連の流れを頭に入れておくことが重要です。そこで授業では、毎回のユニットで取り上げられるコミュニケーショ
ン・ストラテジーを学ぶとともに、音読やシャドーイングなどで英語を声に出して練習し、ペアやグループワークを通して実践的な活動も行います
。会話力アップに向けて、英語の表現や文法だけでなく、英語を聞いて即座に反応できる瞬発力も鍛えていきます。
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『英語コミュニケーション・ストラテジー』 達川奎三／Joe Lauer／山本五郎
　著

英宝社
978-4-269-44016-6

講義名 英語ⅣＢ（展開コース）（看護②）

1110812単位数 1 担当教員 渡　寛法

201ENG204

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40
到達目標（１）に関しては、到達度確認テスト、および期末試験で評価します（40％）。

60
到達目標（２）に関しては、授業中の音読活動やペア、グループワークによって評価し（30％）、到達目標（３）に関
しては、各回の小テストで評価します（30％）。

出欠状況は毎回確認します。授業を４回欠席した場合、成績評価はされませんので注意してください。また、30分以上の遅刻は欠席扱いとなります
。

（１）英語による効果的な意思疎通の方法（ストラテジー）を理解する。
（２）まとまりのある会話文を正確にかつスムーズに音読できる。
（３）英語による意思疎通をスムーズに行うための語彙や表現知識を深める。

授業外学習

毎回授業の冒頭に、確認小テストがありますので、復習をかねて家で勉強してきてください。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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オリエンテーション

授業計画

授業の概要と、今学期の目標確認。

Unit 1 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 2 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 3 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 4 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 5 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 6 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Review 1 ここまでの到達度確認テストを行う。

Unit 7 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 8 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 9 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 10 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 11 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Unit 12 テキストの問題演習と音読活動を行う。

Review 2 到達度確認テスト、および、振り返りシートの作成。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

英語というと、どうしても試験・テストというイメージが強く付きまといます。しかし、英語自体は意思疎通の道具として大変優秀です。授業を通
じて、英語は「味方」という感覚を少しでも持ってもらえると嬉しいです。

講義名 英語ⅣＢ（展開コース）（看護②）

1110812単位数 1 担当教員 渡　寛法

201ENG204

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



Students will gain confidence and ability in applying English language skills in enjoyable and educational communicative activities
such as card games and TV comedy skits. Students write a one-page essay or story. The teacher meets each student individually and
gives advice about grammar and how to write interesting sentences. Students next read aloud their essay or story and the teacher
corrects any pronunciation problems. Finally, students read aloud their essays to the teacher and the teacher gives grades for
writing and speaking.
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講義名 英語ⅣＡ（展開コース）（看護③）

1110821単位数 1 担当教員 Walter Klinger

201ENG203

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
Picture Test (4 pictures, each 25%). Each Speaking Objective is worth 25%. Students meet with the teacher
one-by-one and describe what is happening in four Action English pictures that we studied in the class.

50
25% Mid-term Speaking test. Each Speaking Objective is worth 25% of the total grade for the Speaking test.
25% Mid-term Writing test. Writing Objectives 1 & 3 are worth 25% and Writing Objective 3 is worth 50% of
the total grade for the Writing test.

Students will be able talk about activities encountered in everyday life using familiar grammatical constructions, and write about
them fairly cohesively and logically.

授業外学習

宿題 Homework: One hour a week. Write and read aloud your story/essay (4 hours). Practice saying the Action English Pictures (4
hours). Read a movie textbook (7 hours).

教科書

handouts

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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Q & A Spring card game.

授業計画

Listen for information needed to answer questions. For homework: Students start to write a
one-page self-introduction.

3 Questions Board Game.Talk about 3 topics as you move around the game board. Teacher checks that students have
begun to write their self-introductions.

Saturday Night Live:
Cheeseburger Shop.

Say and act the dialogue from a comedy TV show skit. Students show self-introduction
writing to Teacher.

Saturday Night Live: Hospital
Visit, France 1944.

Say and act the dialogue from TV show skits. Teacher continues checking self-introduction
writing and speaking.

Action English Pictures #1 & 2.Describe everyday events and actions in detail. Teacher continues checking self-
introduction writing and speaking.

Action English Pictures #3 & 4.Describe everyday events and actions in detail. Teacher continues checking self-
introduction writing and speaking.

Never Ending Story: SpeakingMake a story about everyday events using picture cards. Teacher continues checking self-
introduction writing and speaking.

Never Ending Story: WritingWrite a story about everyday events using picture cards. Teacher checks Students’
writing.

Mid-Term Test Students read aloud their self-introduction to Teacher, who gives grades for speaking and
writing, based on the Writing and Speaking Rubrics.

Final Answer game.Ask and answer questions in a quiz game.

A-Z Alphabet game.Think of words in categories.

What Animal Am I?Describe animals and their environments.

Charades. Act out vocabulary in a gestures game. (Picture Test for some students)

English movie: Read the scenario textbook at home before the class. (Picture Test for some students)

English movie: Read the scenario textbook at home before the class. (Picture Test for some students)

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅣＡ（展開コース）（看護③）

1110821単位数 1 担当教員 Walter Klinger

201ENG203

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



Students will gain confidence and ability in applying English language skills in enjoyable and educational communicative activities
such as card games and TV comedy skits. Students write a one-page essay or story. The teacher meets each student individually and
gives advice about grammar and how to write interesting sentences. Students next read aloud their essay or story and the teacher
corrects any pronunciation problems. Finally, students read aloud their essays to the teacher and the teacher gives grades for
writing and speaking.
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講義名 英語ⅣＢ（展開コース）（看護③）

1110822単位数 1 担当教員 Walter Klinger

201ENG204

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
Final Test: Storyline and Question Spiral. Show and read your writing to the teacher. Same grading as mid-
term test.

50
25% Mid-term Speaking test. Each Speaking Objective is worth 25% of the total grade for the Speaking test.
25% Mid-term Writing test. Writing Objectives 1 & 3 are worth 25% and Writing Objective 3 is worth 50% of
the total grade for the Writing test.

Students will be able talk about activities encountered in everyday life using familiar grammatical constructions, and write about
them fairly cohesively and logically.

授業外学習

宿題 Homework: One hour per week. Write and read aloud your summer holiday essay (4 hours). Write and read aloud your Storyline and
Question Spiral topics (4 hours) for the Final Test. Read a movie textbook from the library (7 hours).

教科書

handouts

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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4 of a Kind card game.

授業計画

Make your original answers to everyday questions. For homework: Students start to write a
one-page story or essay

Have You Ever grid game: Play.Discover what things your classmates have done. Teacher checks that students have begun to
write their stories/essays.

Have You Ever grid game:
Discuss.

Talk about the topics with partners. Teacher looks at Students' stories/essays, gives
advice.

Monty Python: Argument Lesson.Say and act the dialogue from a comedy TV show skit. Teacher continues advising and
correcting stories/essays.

Monty Python: Cheese Shop &
Lion Tamer.

Say and act the dialogue from TV show skits. Teacher continues advising and correcting
stories/essays.

Dirty Fork, Grannies, The Mind,
Dead Parrot, Spam.

Say and act the dialogue from TV show skits. Students read aloud their essays to Teacher.

Storyline Cards: Speaking.Talk about your childhood and school days using picture cards. Teacher continues to
correct essays.

Storyline Cards: Writing.Write about the topics. This writing will be used for the Final Test. Teacher checks
Students' writing.

Mid-Term Test Students read aloud their summer holiday stories to Teacher. Teacher gives grades for
speaking and writing, based on the Writing and Speaking Rubrics.

Christmas songs.Read, say, and listen.

Question Spiral Board:
Speaking.

Talk about topics as you move around the board.

Question Spiral Board: Writing.Write questions and answers for the topics on the board. This writing will be used for the
Final Test.

Top Ten game. Ask and answer questions about things in categories.

What's My Hobby or Sport?Describe and guess activities. Final Test for some students.

My Neighbor Totoro.With English audio and subtitles. Final Test for some students.

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 英語ⅣＢ（展開コース）（看護③）

1110822単位数 1 担当教員 Walter Klinger

201ENG204

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



　大学生活をしていく上で情報リテラシーを習得しておくことは必須である．そこで，当授業では高年次で開講される講義や演習及び実習に必要と
されるスキルを習得するとともに情報倫理・情報セキュリティについても学ぶ．情報の取捨選択，文献検索，論理思考，文章構成，表計算，プレゼ
ンテーションなどの基本的手法を習得するためにコンピュータを用いた実習形式で授業を進めていく．
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講義名 情報リテラシー（情報倫理を含む）(看護a)

1130070単位数 2 担当教員 中川　雅央※

101INF102

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

0

100

0

レポート課題100%で評価する．内訳は次の通りである．
到達目標の(1)は30%，(2)は70%で評価する．

(1) 情報倫理の理解と行動ができ，メールやウェブなどの情報技術を活用して図書・文献や学術情報の取捨選択ができる．
(2) 情報技術を活用して，種々の情報を加工・文章化・可視化・表現・発表することができる．

授業外学習

Word，Excel，PowerPoint の操作方法については各自で習得しておくこと．

教科書

参考書

必要に応じて担当教員から講義資料を配布する．

前提学力等

情報検索，メールコミュニケーション，文書作成，表計算などの基本的なコンピュータ操作ができること．

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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情報から知の構築へ

授業計画

この授業のガイダンスおよびコンピュータシステムの説明

大学生としてのメールの基礎 大学生として身に付けておくべきメールコミュニケーションの基礎

情報倫理とセキュリティ 安全で安心なネット社会とするための重要ポイント

図書館活用法 図書や雑誌の書誌情報とその活用方法

情報倫理と著作権 自分の情報と他人の情報の取り扱い方と著作権法

アカデミック・ライティング(1)感想文とレポート・論文の違いは何か，アカデミック・ライティングの文章構成法を学ぶ

アカデミック・ライティング(2)アウトラインの骨組みにパラグラフ・ライティングで肉付けをしていく

表計算のセル参照と計算式 表計算のセル参照（相対参照と絶対参照）と計算するための式の書き方

表計算のワークシート関数 表計算のワークシート関数とその組み合わせ方

論理演算と条件分岐による情報処
理

AND，OR，NOTの論理演算とIF関数による条件分岐を使うことで異なる情報処理ができる

データビジュアライゼーション(1)質的データがもつ特徴を的確に表現する情報可視化

データビジュアライゼーション(2)量的データがもつ特徴を的確に表現する情報可視化

プレゼンテーション(1) プレゼンテーションのストーリーからスライドを作成する

プレゼンテーション(2) 実際にスライドを用いて情報を伝える側と受ける側のあり方を考える

情報リテラシー総括 この授業を通して考えた情報倫理と情報リテラシーについてのまとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

実習形式の授業であるため，授業中に示す演習問題を自ら解いて理解を深めてください．
学生諸君からの授業内容に関する発言を歓迎します．遠慮なく気軽に質問してください．

講義名 情報リテラシー（情報倫理を含む）(看護a)

1130070単位数 2 担当教員 中川　雅央※

101INF102

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



　大学生活をしていく上で情報リテラシーを習得しておくことは必須である．そこで，当授業では高年次で開講される講義や演習及び実習に必要と
されるスキルを習得するとともに情報倫理・情報セキュリティについても学ぶ．情報の取捨選択，文献検索，論理思考，文章構成，表計算，プレゼ
ンテーションなどの基本的手法を習得するためにコンピュータを用いた実習形式で授業を進めていく．
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講義名 情報リテラシー（情報倫理を含む）(看護b)

1130080単位数 2 担当教員 中川　雅央※

101INF102

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

0

100

0

レポート課題100%で評価する．内訳は次の通りである．
到達目標の(1)は30%，(2)は70%で評価する．

(1) 情報倫理の理解と行動ができ，メールやウェブなどの情報技術を活用して図書・文献や学術情報の取捨選択ができる．
(2) 情報技術を活用して，種々の情報を加工・文章化・可視化・表現・発表することができる．

授業外学習

Word，Excel，PowerPoint の操作方法については各自で習得しておくこと．

教科書

参考書

必要に応じて担当教員から講義資料を配布する．

前提学力等

情報検索，メールコミュニケーション，文書作成，表計算などの基本的なコンピュータ操作ができること．

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別



44

情報から知の構築へ

授業計画

この授業のガイダンスおよびコンピュータシステムの説明

大学生としてのメールの基礎 大学生として身に付けておくべきメールコミュニケーションの基礎

情報倫理とセキュリティ 安全で安心なネット社会とするための重要ポイント

図書館活用法 図書や雑誌の書誌情報とその活用方法

情報倫理と著作権 自分の情報と他人の情報の取り扱い方と著作権法

アカデミック・ライティング(1)感想文とレポート・論文の違いは何か，アカデミック・ライティングの文章構成法を学ぶ

アカデミック・ライティング(2)アウトラインの骨組みにパラグラフ・ライティングで肉付けをしていく

表計算のセル参照と計算式 表計算のセル参照（相対参照と絶対参照）と計算するための式の書き方

表計算のワークシート関数 表計算のワークシート関数とその組み合わせ方

論理演算と条件分岐による情報処
理

AND，OR，NOTの論理演算とIF関数による条件分岐を使うことで異なる情報処理ができる

データビジュアライゼーション(1)質的データがもつ特徴を的確に表現する情報可視化

データビジュアライゼーション(2)量的データがもつ特徴を的確に表現する情報可視化

プレゼンテーション(1) プレゼンテーションのストーリーからスライドを作成する

プレゼンテーション(2) 実際にスライドを用いて情報を伝える側と受ける側のあり方を考える

情報リテラシー総括 この授業を通して考えた情報倫理と情報リテラシーについてのまとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

実習形式の授業であるため，授業中に示す演習問題を自ら解いて理解を深めてください．
学生諸君からの授業内容に関する発言を歓迎します．遠慮なく気軽に質問してください．

講義名 情報リテラシー（情報倫理を含む）(看護b)

1130080単位数 2 担当教員 中川　雅央※

101INF102

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



　わたしたちの暮らしの中で様々な形で利用されている情報を科学的に捉えるための方法とは何か，その基本的方法論を学ぶ．特に高年次での講義
や演習及び実習で必要となる統計処理の手法を中心とした内容で，レポート作成や研究活動に必要となる基本的な統計的手法について，コンピュー
タを用いた実習形式で授業を進める．
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最新 保健学講座6 疫学／保健統計 丸井英二 編 メヂカルフレンド社
978-4-8392-2184-3

講義名 情報科学概論（看護a）

1130180単位数 2 担当教員 中川　雅央※

101INF101

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
課題レポート100%で評価する。内訳は次の通りである。
到達目標の(1)は20%、(2)は40%、(3)は40%で評価する。

(1) 得られたデータを要約して基本統計量を記述することができる。
(2) 得られたデータから母集団の母数推定および仮説検定ができる。
(3) 2変量データの相関分析および単回帰分析ができる。

授業外学習

授業で示す実習課題を通して統計学に関する予習復習をすることで理解をより深めてください．

教科書

参考書

前提学力等

Excelなど表計算アプリによる情報処理ができること。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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母集団と標本調査

授業計画

母集団と標本という考え方および標本抽出法

データの整理と可視化 度数分布表によるデータの整理とヒストグラム等での可視化

代表値と散布度(1) データの中心位置を記述する代表値としての平均，中央値，最頻値

代表値と散布度(2) データのバラツｊキ尺度を記述する散布度としての分散，標準偏差

正規分布(1) 平均と分散の２つの母数をもつ代表的かつ中心的な確率分布

正規分布(2) 標準化変換によるzスコアと正規分布に基づく確率の計算方法

母数推定(1) 母集団を表現するための母数の意味と点推定

母数推定(2) データ全体の姿を確認できる確率紙を用いた母数の推定

信頼区間 信頼度という推定精度の情報を与える区間推定

仮説検定(1) 統計的仮説検定の基本的な考え方とパラメトリックな検定

仮説検定(2) カイ二乗分布とノンパラメトリックな検定

2変量データと散布図 2変量データの関係を示す指標である共分散，相関係数，および散布図による可視化

相関分析 相関係数の有意性の検定および信頼区間の推定

回帰分析 原因と結果を線形モデルで説明する回帰直線の推定と予測

総括 情報科学概論の総括

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

実習形式の授業であるため，授業中に示す演習問題を自ら解いて理解を深めてください．
学生諸君からの講義内容に関する発言を歓迎します．遠慮なく気軽に質問してください．

講義名 情報科学概論（看護a）

1130180単位数 2 担当教員 中川　雅央※

101INF101

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



　わたしたちの暮らしの中で様々な形で利用されている情報を科学的に捉えるための方法とは何か，その基本的方法論を学ぶ．特に高年次での講義
や演習及び実習で必要となる統計処理の手法を中心とした内容で，レポート作成や研究活動に必要となる基本的な統計的手法について，コンピュー
タを用いた実習形式で授業を進める．
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最新 保健学講座6 疫学／保健統計 丸井英二 編 メヂカルフレンド社
978-4-8392-2184-3

講義名 情報科学概論（看護b）

1130190単位数 2 担当教員 中川　雅央※

101INF101

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
課題レポート100%で評価する。内訳は次の通りである。
到達目標の(1)は20%、(2)は40%、(3)は40%で評価する。

(1) 得られたデータを要約して基本統計量を記述することができる。
(2) 得られたデータから母集団の母数推定および仮説検定ができる。
(3) 2変量データの相関分析および単回帰分析ができる。

授業外学習

授業で示す実習課題を通して統計学に関する予習復習をすることで理解をより深めてください．

教科書

参考書

前提学力等

Excelなど表計算アプリによる情報処理ができること。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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母集団と標本調査

授業計画

母集団と標本という考え方および標本抽出法

データの整理と可視化 度数分布表によるデータの整理とヒストグラム等での可視化

代表値と散布度(1) データの中心位置を記述する代表値としての平均，中央値，最頻値

代表値と散布度(2) データのバラツｊキ尺度を記述する散布度としての分散，標準偏差

正規分布(1) 平均と分散の２つの母数をもつ代表的かつ中心的な確率分布

正規分布(2) 標準化変換によるzスコアと正規分布に基づく確率の計算方法

母数推定(1) 母集団を表現するための母数の意味と点推定

母数推定(2) データ全体の姿を確認できる確率紙を用いた母数の推定

信頼区間 信頼度という推定精度の情報を与える区間推定

仮説検定(1) 統計的仮説検定の基本的な考え方とパラメトリックな検定

仮説検定(2) カイ二乗分布とノンパラメトリックな検定

2変量データと散布図 2変量データの関係を示す指標である共分散，相関係数，および散布図による可視化

相関分析 相関係数の有意性の検定および信頼区間の推定

回帰分析 原因と結果を線形モデルで説明する回帰直線の推定と予測

総括 情報科学概論の総括

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

実習形式の授業であるため，授業中に示す演習問題を自ら解いて理解を深めてください．
学生諸君からの講義内容に関する発言を歓迎します．遠慮なく気軽に質問してください．

講義名 情報科学概論（看護b）

1130190単位数 2 担当教員 中川　雅央※

101INF101

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



　この講義は、学生自らが「人間」を探求し、新しい視点を発想・発見することを支援する。これは、対話型の少人数教育の機会を増やし、個々の
学生の質や能力、理解度に応じた学習を支援するものである。
　授業形態は各学部により異なるが、学部毎に１年生を少人数グループ（５～６名）に分け、担当教員が割り当てられる。
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講義名 人間探求学（人間看護）

1150340単位数 2 担当教員

学科教員／甘佐　京子／荒川　千登世／
伊丹　君和／板谷　裕美／伊藤　あゆみ／
糸島　陽子／大脇　万起子／川端　智子／
川端　愛野／喜多下　真里／窪田　好恵／
河野　益美／古株　ひろみ／越山　雅文／
小林　孝子／大門　裕子／濱野　裕華／
馬場　文／平田　弘美／古川　洋子／101HUM101

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

20

80

①取り上げたテーマに関して、図書情報センター等を利用し必要な文献等を探すことができる。引用文献・参考文献等
を明示し、自らの意見と区別して論じることができている。
②根拠に基づき、論理的な説明ができている。③誤字・脱字がなく、章や段落が明確で読みやすい文章となっている。

①プレゼンテーション作成に向けて、主体的・積極的に学び取り組む姿勢がみられる。②発表では、聴衆・受け手の関
心・注意を引いてアピールすることができている。③スライド画面の構成や、文字、図表が明瞭で工夫されている。④
根拠に基づき、論理的な説明ができている。⑤他者の考えを理解し尊重した上で、的確に質問に答えることができてい

＊なお、出欠および遅刻/早退は減点方式とし、1回欠席で－8点、遅刻/早退は－4点とする。

（1）自ら探求したテーマについて、論理的にレポートできる
（2）探求したことや自らの考えについて、プレゼンテーションによって他者にわかりやすく説明することができる　＊残り（3）は追加情報に掲載

授業外学習

教科書

適宜紹介、または資料配布�

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

授業計画

・大学で学ぶことの意義付け、人生における位置付け等について考えさせる機会とする

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・大学で学ぶことの意義付け、人生における位置付け等について考えさせる機会とする

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・高校の教育課程から大学の教育課程にスムーズに移行できるようにする（受け身的な教育→自発的
に学ぶ姿勢）

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・高校の教育課程から大学の教育課程にスムーズに移行できるようにする（受け身的な教育→自発的
に学ぶ姿勢）

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・教員や他の学生のものの見方、考え方に直接触れ、触発される機会を提供する

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・和文作文法について理解を深める

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・和文作文法について理解を深める

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・教育の原点である人間と人間のふれあいの機会をつくる

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・人権感覚を磨く

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・取り上げたテーマについて、自ら探求しレポートにまとめる

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・取り上げたテーマについて、自ら探求しレポートにまとめる

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・ディスカッションによって、他者の考えを尊重・傾聴した上で意見交換する

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・探求したことについて、プレゼンテーションによって他者にわかりやすく伝える

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・探求したことについて、プレゼンテーションによって他者にわかりやすく伝える

各教員が、以下のことをねらいと
して独自のプログラムを工夫す

・ディスカッションによって、他者の考えを尊重・傾聴した上で意見交換する�

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 人間探求学（人間看護）

1150340単位数 2 担当教員

学科教員／甘佐　京子／荒川　千登世／
伊丹　君和／板谷　裕美／伊藤　あゆみ／
糸島　陽子／大脇　万起子／川端　智子／
川端　愛野／喜多下　真里／窪田　好恵／
河野　益美／古株　ひろみ／越山　雅文／
小林　孝子／大門　裕子／濱野　裕華／
馬場　文／平田　弘美／古川　洋子／101HUM101

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



この講義では、母性看護に関連する諸概念、人の性と生殖のメカニズムとその意義、母性保健の動向や母子保健施策について理解し、母性看護の役
割や機能を学びます。
女性のライフサイクル各期における母性の特徴とそれに対応した看護を学習します。
女性のセクシャリティとリプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する主要な健康課題の特徴とそれに対応した看護を学んでいきます。
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母性看護学〔１〕 森　恵美　ほか 医学書院
978－4－260－02188－3

講義名 育成看護論/

1500010単位数 2 担当教員 古川　洋子／板谷　裕美
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
定期試験と観察法として授業終了後のレスポンスペーパーで評価を行う。
目標１～５、各２０％とする。

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（１）．母性看護に関連する諸概念と母性看護の役割が理解できる。
（２）．母性を取り巻く環境、母子保健の動向と施策が理解できる。
（３）．女性のライフステージやライフサイクル各期における母性の特徴とそれに対応した看護が理解できる。
（４）．セクシャリティとリプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する主要な健康課題の特徴とそれに対応した看護が理解できる。
（５）．人の性と生殖のメカニズムとその意義が理解できる。

授業外学習

教科書

母性看護学〔2〕 森　恵美　ほか 医学書院
978－4－260－02179－1

参考書

参考書等は、講義の中で適宜伝えていきます。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期後半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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母性看護の基盤となる概念

授業計画

母性の概念、母性・父性、家族の形成と母性看護の視座、母性の発達：「母性」とは「母性意識とは
」文化・社会的発達達、おやになるということとは

母性看護の対象を取り巻く社会の
変遷と現状

母子保健の歴史、人口動態統計にみる母子保健(母性保健を中心に）

ライフステージ各期の看護 女性のライフステージと母性の発達・成熟・継承

ライフサイクル各期の看護 女性のライフサイクルと健康

思春期における健康課題と看護　 思春期の健康と教育、地域における性教育とその実際

セクシャリティとリプロダクティ
ブヘルス／ライツ

人工妊娠中絶と看護、喫煙と女性の健康　

セクシャリティとリプロダクティ
ブヘルス／ライツ

性暴力やDVと看護、子ども虐待（親を中心に）と看護

人間の性と生殖のメカニズム 生殖器の形態と機能、女性生殖器の解剖と生理、月経の周期、妊娠の成立

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 育成看護論/

1500010単位数 2 担当教員 古川　洋子／板谷　裕美
講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期後半 講義授業種別



この講義では、妊娠・分娩・産褥・新生児期の周産期を中心とした, 各期の身体的・心理的・社会的特徴を理解し, 母子とその家族のウエルネスに
向けた看護を展開していく上で必要とされる基礎的知識を学習していきます。
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母性看護学〔2〕 森　恵美　ほか 医学書院
978－4－260－02179－1

講義名 育成看護論演習Ⅰ/

1500045単位数 1 担当教員 古川　洋子／越山　雅文／渡邊　友美子
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
定期試験と講義終了後のレスポンスペーパーで総合的に評価する。
目標１～５、各２０％の配分、合計１００％とする。

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない。

（１）．妊娠期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴が理解できる。
（２）．分娩期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴が理解できる。
（３）．産褥期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴が理解できる。
（４）．新生児期にある対象の生理的変化と適応過程が理解できる。
（５）．周産期にある対象のに起こりやすい異常と看護が理解できる。

授業外学習

教科書

母性看護学〔1〕 森　恵美　ほか 医学書院
978－4－260－02188－3

参考書

適宜講義中に紹介します。

前提学力等

履修要件は、育成看護論、あるいは母性看護学概論を履修していること

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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妊娠期における看護１

授業計画

妊婦の身体的・心理的・社会的特性、妊娠期に受ける健康診査、健康教育や母子保健サービスについ
て学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

妊娠期における看護２ 在胎週数に伴う胎児の特性と発育、妊婦と胎児の健康状態についてアセスメントのポイントを学ぶ

妊娠期における看護３ 妊娠週数に応じた身体の変化、正常からの逸脱徴候、妊娠経過に影響を及ぼす身体因子の有無、身体
の変化に応じた妊婦のセルフケア行動について学ぶ

分娩期における看護１ 分娩の三要素と分娩経過、分娩期にある胎児の特性（分娩動画教材の試聴）について学ぶ

分娩期における看護２ 産婦の身体的・心理的・社会的特性をふまえた産婦とその家族へのアセスメントのポイントと看護を
学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

産褥期における看護１ 褥婦の退行性変化とセルフケアに向けてのアセスメントのポイントと看護を学ぶ

産褥期における看護２ 褥婦の進行性変化とセルフケアに向けてのアセスメントのポイントと看護を学ぶ

産褥期における看護３ 母子とその家族の心理的･社会的特徴をふまえたアセスメントのポイントと看護を学ぶ（セルフケア
と生活パターン、母親への適応過程、愛着形成、父親の心理変化、社会的支援など）

新生児期における看護１ 新生児期の特性と子宮外生活への適応促進のためのフィジカルアセスメントを学ぶ１（出生直後の新
生児の看護と成熟徴候）

新生児期における看護２ 新生児期の特性と子宮外生活への適応促進のためのフィジカルアセスメントを学ぶ２（呼吸、循環、
栄養、排泄、皮膚、環境、清潔など）

新生児期における看護３ ハイリスク新生児のアセスメントのポイントと看護を学ぶ（低出生体重児の看護、高ビリルビン血症
児の看護など）

周産期の異常と看護１ 切迫早産妊婦への看護、妊娠高血圧妊婦の看護、帝王切開を受ける産婦の看護を学ぶ

周産期の異常と看護２ 乳房トラブルを持つ産褥婦の看護、児に健康上の問題がある産褥婦の看護、児をなくした産褥婦と家
族の看護を学ぶ

周産期の疾患１ 遺伝相談／不妊治療／精神障害合併妊婦

周産期の疾患２ 妊娠の異常／分娩期の異常／産褥の異常／新生児の異常

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 育成看護論演習Ⅰ/

1500045単位数 1 担当教員 古川　洋子／越山　雅文／渡邊　友美子
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



周産期において正常な経過における母子および家族の特徴を理解した上で、看護過程の展開を実施し、基礎的な看護技術について学ぶ。
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系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学各論
母性看護学②

森恵美　他 医学書院 ９７８-４-２６０-
０１３７４-１

講義名 育成看護論演習Ⅱ/

1500047単位数 1 担当教員 渡邊　友美子／板谷　裕美／濱野　裕華／
堀内　遥子／未定＊講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
（1）（2）については、定期試験にて評価する。

35

15

（２）（3）については、妊娠期・産褥期の看護過程の記録にて評価する。

（4）については、レスポンスペーパーの記載にて評価する。

上記の合計を100点満点で採点し、60点以上を合格とする。
3分の1以上の欠席した場合は評価対象外とする。

(1)　周産期において正常な経過にある母子および家族の身体的・心理的・社会的特徴を理解し、それらを関連付けて説明することができる。
(2)　周産期にある母子および家族の看護目標・看護の方向性を説明できる。
(3)　周産期にある母子および家族の看護過程の展開を実施し、看護計画を立案することができる。
(4)　周産期にある母子への基本的な看護技術が習得できる。

授業外学習

育成看護論、育成看護論演習Ⅰの内容を復習する。
授業内容は教科書等を用いて予習・復習する。

教科書

ウェルネスから見た母性看護過程 佐世正勝 医学書院 ９７８-４-２６０-
０１５３６-９

参考書

必要時,プリントを配布する。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別



56

オリエンテーション

授業計画

授業計画の説明。
周産期における看護過程に必要な情報・アセスメントの方法・看護診断の視点を学ぶ。

妊娠期における看護(講義) 妊娠期の看護診断の視点について学ぶ。
妊娠期の身体的および母親役割獲得過程を含む妊婦の心理社会的特徴（家族を含む）を学ぶ。

妊娠期における看護過程(講義・演
習)

出産・育児の準備を整えるための、妊婦およびその家族に対する看護について学ぶ。
事例を用いて、妊娠期の看護過程を実施し、発表する。事例に対する看護計画を立案する。

妊娠期における看護技術①(演習)レオポルド触診法、ドップラーによる胎児心音聴取、腹囲・子宮底測定の技術を習得する。

妊娠期における看護技術②(演習)レオポルド触診法、ドップラーによる胎児心音聴取、腹囲・子宮底測定の技術を習得する。

分娩期における看護(講義) 分娩の経過・機序等の産婦の身体的・心理的特徴およびその家族の特徴を学ぶ。
分娩が胎児に与える影響や、胎児の健康状態を把握するための看護について学ぶ。

産褥期における看護(講義) 産褥期の看護診断の視点について学ぶ。
正常な産褥の経過、褥婦の身体的特徴、および心理・社会的特徴を学ぶ。

産褥期における看護(講義) 母子の健康を保持増進するための看護や、健全な母子関係および家族関係の確立のための看護につい
て学ぶ。

新生児期における看護(講義) 新生児期の看護過程に必要な情報・アセスメント・看護診断・看護計画について学ぶ。

産褥・新生児期における看護過程
①（演習）

事例を用いて、産褥・新生児期の看護過程をグループで実施する。

産褥・新生児期における看護過程
②（演習）

事例を用いて、産褥・新生児期の看護過程をグループで実施する。

産褥・新生児期における看護過程
③（演習）

グループで展開した看護過程を発表する。

産褥・新生児期における看護過程
④（演習）

グループで展開した看護過程を発表する。

産褥・新生児期における看護技術
①（演習）

子宮底の触診、乳房の観察、授乳方法、新生児の観察、沐浴技術の方法を学ぶ。

産褥・新生児期における看護技術
②（演習）

子宮底の触診、乳房の観察、授乳方法、新生児の観察方法を習得する。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

予習復習をしっかりとしてください。

講義名 育成看護論演習Ⅱ/

1500047単位数 1 担当教員 渡邊　友美子／板谷　裕美／濱野　裕華／
堀内　遥子／未定＊講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



周産期における女性と子どもおよび家族の身体的、心理的、社会的特徴を総合的に理解し、母性看護が実践できる能力を養うことを目的に実習を行
う。
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講義名 育成看護論実習/

1500051単位数 2 担当教員 古川　洋子／板谷　裕美／濱野　裕華／
堀内　遥子／未定＊／渡邊　友美子講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
実習到達目標達成状況で評価する。
到達目標（１）実習記録、面接法24％、（２）実習記録、観察法40％、（３）実習記録、面接法15％、（４）実習記録
、観察法21％

育成看護論実習実習要項の評価及び評価基準の項を参照すること。

（１）対象とのかかわりを通して、周産期における対象の特性を総合的に理解できる
（２）対象の看護上の問題および課題を明確にし、看護援助を実践することができる
（３）生命の神秘・尊厳について理解を深め、周産期間後の役割・機能について学ぶことができる
（４）看護者の一員として責任ある行動をとり、主体性と協調性を持って実習に取り組むことができる

授業外学習

教科書

母性看護過程(第2版）

母性看護技術（第２版）

新生児学入門（第4版）

佐世正勝／石村由利子編集

石村由利子編集

仁志田博司 医学書院

医学書院

医学書院
978－4－260－02563－9

978－4－260－02499－0

978－4－260－01433－5

参考書

授業で使用した資料や参考図書等

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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学内実習

授業計画

実習オリエンテーション、看護技術確認

院内実習 院内実習

院内実習 院内実習

院内実習 院内実習

院内実習 院内実習

院内実習 院内実習

院内実習 院内実習

院内実習 院内実習

学内実習 実習記録まとめ、事例検討資料作成、実習に関する教員との面接

学内実習 事例検討会、実習に関する教員との面接,
実習記録まとめ、実習記録の提出

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

担当者から一言

各自、実習時期を確認し、事前に準備をすすめてください。準備に当たり、質問や疑問は担当教員へ問い合わせください。寒い時期の実習です。体
調管理を行なってください。

講義名 育成看護論実習/

1500051単位数 2 担当教員 古川　洋子／板谷　裕美／濱野　裕華／
堀内　遥子／未定＊／渡邊　友美子講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



母性看護に関連する諸概念、人の性と生殖のメカニズムとその意義、母性保健の動向や母子保健施策について理解し、母性看護の役割や機能を学ぶ
。また、女性のライフサイクル各期における母性の特徴とそれに対応した看護を学習する。女性のセクシャリティとリプロダクティブ・ヘルス／ラ
イツに関する主要な健康課題の特徴と看護を学ぶ。
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母性看護学〔１〕 森　恵美　ほか 医学書院
978－8－260－02188－3

講義名 母性看護学概論

1500061単位数 1 担当教員 古川　洋子／板谷　裕美

141NUR227-C

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
定期試験と講義終了後のレスポンスペーパーにて総合的に評価する。
到達目標（１）20％、（2）20％、（3）20％、（4）20％、（5）20％

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（１）．母性看護に関連する諸概念と母性看護の役割が理解できる。
（２）．母性を取り巻く環境、母子保健の動向と施策が理解できる。
（３）．女性のライフステージやライフサイクル各期における母性の特徴とそれに対応した看護が理解できる。
（４）．セクシャリティとリプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する主要な健康課題の特徴とそれに対応した看護が理解できる。
（５）．人の性と生殖のメカニズムとその意義が理解できる。

授業外学習

教科書

母性看護学〔2〕 森　恵美　ほか 医学書院
978－4－260－0219－1

参考書

講義中適宜紹介します

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期後半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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母性看護の基盤となる概念

授業計画

母性の概念、母性・父性、家族の形成と母性看護の視座、母性の発達：「母性」とは「母性意識とは
」文化・社会的発達達、おやになるということとは

母性看護の対象を取り巻く社会の
変遷と現状

母子保健の歴史、人口動態統計にみる母子保健(母性保健を中心に）
【板谷】

ライフステージ各期の看護 女性のライフステージと母性の発達・成熟・継承
【板谷】

ライフサイクル各期の看護 女性のライフサイクルと健康
【板谷】

思春期における健康課題と看護 思春期の健康と教育、地域における性教育とその実際
【斉藤Mw＆古川】

セクシャリティとリプロダクティ
ブヘルス／ライツ

人工妊娠中絶と看護、喫煙と女性の健康
【古川】

セクシャリティとリプロダクティ
ブヘルス／ライツ

性暴力やDVと看護、子ども虐待（親を中心に）と看護
【古川】

人間の性と生殖のメカニズム 生殖器の形態と機能、女性生殖器の解剖と生理、月経の周期、妊娠の成立
【古川】

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

母性・女性の健康を取り巻く、国内外の関連ニュースについて注目してほしい。
本授業が、自己の母性性・父性性について考える機会になることを期待します。

講義名 母性看護学概論

1500061単位数 1 担当教員 古川　洋子／板谷　裕美

141NUR227-C

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期後半 講義授業種別



妊娠・分娩・産褥・新生児期の周産期を中心とした, 各期の身体的・心理的・社会的特徴を理解し, 母子とその家族のウエルネスに向けた看護を展
開していく上で必要とされる基礎的知識を学習する。
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母性看護学各論 森恵美他 医学書院
978－4－260－01374－1

講義名 母性看護学

1500062単位数 2 担当教員 古川　洋子／越山　雅文／堀内　遥子

241NUR228

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
到達目標1（20％）
到達目標2（20％）
到達目標3（20％）

1/3以上欠席した場合は評価対象外とする。

１．妊娠期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴が理解できる。
２．分娩期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴が理解できる。
３．産褥期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴が理解できる。
４．新生児期にある対象の生理的変化と適応過程が理解できる。
５．周産期にある対象のに起こりやすい異常と看護が理解できる。

授業外学習

「体の仕組みと機能Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の女性生殖器の形態と機能、母性看護学概論を事前学習しておくこと。

教科書

系統看護学講座　専門分野　 母性看護学[1]  母性看護学概論第1１版（医学書院） 第1回目の講義までに準備しておくこと

参考書

授業中に適時紹介する

前提学力等

母性看護学概論を履修していることが望ましい

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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妊娠期における看護1

授業計画

妊婦の身体的・心理的・社会的特性、妊娠期に受ける健康診査、健康教育や母子保健サービスについ
て学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

妊娠期における看護2 在胎週数に伴う胎児の特性と発育、妊婦と胎児の健康状態についてアセスメントのポイントを学ぶ

妊娠期における看護3 妊娠週数に応じた身体の変化、正常からの逸脱徴候、妊娠経過に影響を及ぼす身体因子の有無、身体
の変化に応じた妊婦のセルフケア行動について学ぶ

分娩期における看護１ 分娩の三要素と分娩経過、分娩期にある胎児の特性（分娩動画教材の視聴）について学ぶ

分娩期における看護２ 産婦の身体的・心理的・社会的特性をふまえた産婦とその家族へのアセスメントのポイントと看護を
学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

産褥期における看護１ 褥婦の退行性変化とセルフケアに向けてのアセスメントのポイントと看護を学ぶ

産褥期における看護２ 褥婦の進行性変化とセルフケアに向けてのアセスメントのポイントと看護を学ぶ

産褥期における看護３ 母子とその家族の心理的･社会的特徴をふまえたアセスメントのポイントと看護を学ぶ（セルフケア
と生活パターン、母親への適応過程、愛着形成、父親の心理変化、社会的支援など）

新生児期における看護１ 新生児期の特性と子宮外生活への適応促進のためのフィジカルアセスメントを学ぶ１（出生直後の新
生児の看護と成熟徴候）

新生児期における看護２ 新生児期の特性と子宮外生活への適応促進のためのフィジカルアセスメントを学ぶ２（呼吸、循環、
栄養、排泄、皮膚、環境、清潔など）

新生児期における看護３ ハイリスク新生児のアセスメントのポイントと看護を学ぶ（低出生体重児の看護、高ビリルビン血症
児の看護など）

周産期の異常と看護１ 切迫早産妊婦への看護、妊娠高血圧妊婦の看護、帝王切開を受ける産婦の看護を学ぶ

周産期の異常と看護２ 乳房トラブルを持つ産褥婦の看護、児に健康上の問題がある産褥婦の看護、児をなくした産褥婦と家
族の看護を学ぶ

周産期の疾患１ 遺伝相談／不妊治療／精神障害合併妊婦

周産期の疾患２ 妊娠の異常／分娩期の異常／産褥の異常／新生児の異常

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 母性看護学

1500062単位数 2 担当教員 古川　洋子／越山　雅文／堀内　遥子

241NUR228

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



　疫学は、命や健康を守るための理論を構築するために必須の学問体系である。しかし、日本の看護学教育の中では概して軽視される傾向にあった
。それが日本の医療現場の疲弊にもつながっているとも指摘されている。そこで、まず事象を正確に、広い視野からみる技術、そのデータを歪みな
く分析する技術、そして、得られた知見を実際に応用しその結果を検証する技術など、疫学の基礎を学ぶ。講義では、疫学がどのように現場で応用
され、社会に役立っているかをできるだけ身近な例をもとに演習的に学ぶ。
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標準保健学講座別巻２　疫学・保健統計学 牧本清子　他 医学書院
978-4-260-00751-1

講義名 疫学

1500080単位数 2 担当教員 未定＊

241NUR325

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
用語の意味を理解し、データを分析し読み取る能力

30
テーマに沿った演習課題について適切に処理し、まとめる能力

(1)疫学的研究方法（横断研究・縦断研究・症例対照研究・介入研究）について理解し、学　
　　術論文をcriticalに読む力を身につける。
(2)疫学の導き出した健康に関する多くのエビデンスを知り、人々の命や健康に役立てる礎
　　をつくる。
(3)保健統計の用語などの意味や重要性などを理解する。
(4)多様な医療統計技法に触れ、科学的論考につながる視点をもつ。

授業外学習

なるべく分からないままで講義を終わらないで、講義中に質問して解決すること。疫学は暗記する学問ではなく考える学問であるので、講義中にし
っかり考えれるように予習、復習をすすめる。

教科書

初回授業に必ず持参すること。

参考書

前提学力等

統計の用語について基礎知識を有することが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

授業種別
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疫学の概念

授業計画

疫学の歴史的な事例から疫学の意義や目的を学ぶ

集団の健康状態の把握 健康状態を把握する指標（有病率、罹患率、リスク、死亡率）について学び、標準化して比較する方
法を学ぶ

疫学的研究方法Ⅰ 疫学研究の種類について学ぶ
１．観察研究

疫学的研究方法Ⅱ １．観察研究
　　２）分析疫学　

疫学的研究方法Ⅲ ２．介入研究
　　　　　デザインの種類

疫学的研究方法Ⅳ 疫学研究における
　　1)信頼性と妥当性

疾病の予防とスクリーニング 1.予防の3段階
2.スクリーニング検査の評価

感染症の疫学 1.感染症の基礎
2.主な感染症と法律

主な疾患の疫学 1.心疾患
2.脳血管疾患

保健統計学Ⅰ 1.情報を整理する
2.情報の特徴（代表値、散布度）を知る

保健統計学Ⅱ 1.割合の比較
　　　クロス集計とχ2検定

保健統計学Ⅲ 2.平均値の比較
　　　対応のある２群の比較

人口統計の基礎 人口動態統計と人口静態統計

保健医療分野における情報の管理
・活用

まとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 疫学

1500080単位数 2 担当教員 未定＊

241NUR325

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 授業種別



エンドオブライフにある人々の全人的苦痛と家族（重要他者）が抱える苦悩を知り、エンドオブライフケアを展開するために必要な基本的知識・技
術・態度を習得する。また、エンドオブライフケアを学ぶ中で、自己の死生観について考え、死に逝く人々とその家族に向き合える基本的態度を養
う。
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講義名 エンドオブライフケア演習

1500081単位数 1 担当教員 糸島　陽子／伊藤　あゆみ

341NUR303

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60％
到達目標（１）60％

20％

20％

到達目標（２）10％
到達目標（３）10％

技術演習

到達目標（２）10％

（１）エンドオブライフにある人々と家族（重要他者）に対する苦痛緩和のための基本的な看護が理解できる。
（２）エンドオブライフにある人々と家族（重要他者）に対する深い洞察力、悲嘆などの感情に寄り添う態度を養うことができる。
（３）エンドオブライフケアを実践するチーム医療、多職種と協働する姿勢、エンドオブライフケアを実践する医療者の役割と責任を理解できる。

授業外学習

教科書

NANDA-I 看護診断　定義と分類　2015-2017

ゴードンの機能的健康パターンに基づく　看護
過程と看護診断

江川隆子のかみくだき看護診断

T.ヘザー・ハードマン，上鶴重美

江川隆子

江川隆子 日総研出版

ヌーヴェルヒロカワ

医学書院
978-4-260-02088-6

978-4-86174-033-6

978-4-7760-1517-8

参考書

前提学力等

成人臨床看護学を履修していること

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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人生の最期を迎える人への看護

授業計画

第１回・第２回では、「ハービー安らかに」を視聴して、人生の最期を迎える人の看護について考え
る。

終末期医療の現状と課題 緩和ケア医から、最新の終末期医療の現状と課題について講義を受け、終末期医療について考える。

エンドオブライフケアの現状と課
題

緩和ケア認定看護師から、最新のエンドオブライフケアの現状と課題について講義を受け、エンドオ
ブライフケアについて考える。

看護過程の展開① 第５回～第８回事例の看護過程の展開をとおして、全人的苦痛を包括的にアセスメントする。

看護過程の展開② 事例の看護過程（アセスメント～看護問題関連図）の展開ををとおして、援助の優先順位、看護の方
向性について考える。

看護過程の展開③ 事例の看護過程（看護問題関連図～看護計画立案）の展開をとおして、具体的な援助方法について考
える。

コミュニケーション演習 第8回・第9回では、ロールプレイをとおして、エンドオブライフにある患者、および家族とのコミュ
ニケーションについて考える。

エンゼルケア演習 第10回・第11回では、死亡確認からエンゼルメイクまでのロールプレイをとおして、看取りケアにつ
いて考える。

看護過程の展開④ 第12回・第13回では、各事例の看護計画を発表し、エンドオブライフケアの実際を考える。

看護過程の展開⑤

看護過程の展開⑥ 各グループの事例をもとに、安全で安楽な援助について考える。

エンドオブライフケアを実践する
看護師の役割と責任

エンドオブライフケアを実践する看護師の役割と責任について考え、エンドオブライフケア実習に向
けて自己の課題を見出し取り組む準備をする。

回数 タイトル 概要

第1回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第10回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 エンドオブライフケア演習

1500081単位数 1 担当教員 糸島　陽子／伊藤　あゆみ

341NUR303

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



エンドオブライフにある人々の身体的・精神的・社会的・霊的特徴、および、その家族（重要他者）の特徴を統合的に理解して、エンドオブライフ
ケアを実践するために必要な基本的知識・技術・態度を習得する。また、エンドオブライフにある人々とその家族との出会いをとおして、人間の尊
厳、QOL、生と死について洞察し、自己の死生観と看護観（感）を養う。
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講義名 エンドオブライフケア実習

1500082単位数 2 担当教員 伊藤　あゆみ／生田　宴里／糸島　陽子／
喜多下　真里／大門　裕子／中川　美和

341NUR306

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100%
到達目標について、下記項目から総合的に評価する。

1）実習記録

成績評価の詳細は、「エンドオブライフケア実習評価表」を参照すること。
単位認定には、すべての到達目標で「レベル２（可）」以上を必要とする。

（１）エンドオブライフにある患者とその家族(重要他者)を，全人的に理解できる。
（２）エンドオブライフにある患者とその家族(重要他者)の意思を尊重した援助的人間関係を樹立できる。
（３）エンドオブライフにある患者とその家族(重要他者)の「苦痛」に関連した主観的・客観的情報を，論理的・科学的にアセスメントし，個別的
な看護計画が立案できる。
（４）受け持ち患者の意思を尊重しながら，安全かつ安楽な方法で苦痛緩和を目指した看護を実施できる。
（５）実施した看護に対し，客観的に評価できる。
（６）エンドオブライフにある患者とその家族(重要他者)の援助をとおして，緩和ケアチームの一員として，連携の重要性が理解でき，チームメン
バーとしての自己の役割・責任にもとづく行動がとれる。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

３年前期までの専門科目（実習を含む）・専門基礎科目における必修科目の単位をすべて修得

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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エンドオブライフケア実習

授業計画

詳細は実習要項を参照すること

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

講義名 エンドオブライフケア実習

1500082単位数 2 担当教員 伊藤　あゆみ／生田　宴里／糸島　陽子／
喜多下　真里／大門　裕子／中川　美和

341NUR306

講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



家族を単に対象者を取り巻く背景として捉えるのではなく、家族機能をシステムとして捉え、個人及びその家族が持っているセルフケア能力を高め
る援助の方法について論じる。
さらに、家族のライフサイクルの段階に応じた発達課題、直面する危機や健康問題に対する援助のあり方を講義およびグループワーク（事例検討、
事例作成・役割演技）を通して学ぶ。
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家族看護学 山崎あけみ・原礼子 南江堂
978-4-524-25708-9

講義名 家族看護学

1500083単位数 2 担当教員 大脇　万起子

441NUR320

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60％
1. 到達目標(1)・(2)（各30％、計60％）に関して実施。

詳細はルーブリック（添付文書）に記載。

15％

25％

1. 到達目標(3)（15％）に関して実施。

詳細はルーブリック（添付文書）に記載。

1. シャトルカード（毎回提出）
　　　到達目標(1)・(2)・(3)（各5％、計15％）に関して実施
2. グループワーク評価

(1)家族看護に関する主な理論やモデルについて理解する。
(2)家族看護過程（アセスメント・診断・計画・方法・評価）に関する基本的な知識を習得する。
(3)患者家族と向き合うための基本的な姿勢・コミュニケーション技術を習得する。

授業外学習

宿題および小試験はありませんが、授業でのグループ学習やレポート作成を円滑にするため、個人およびグループでの予習・復習を積極的にお願い
します。

教科書

初回授業に持参すること

癒しのための家族看護モデル　病いと苦悩，ス
ピリチュアリティ

ビリーフ―家族看護実践の新たなパラダイム

新しい家族看護学　理論・実践・研究

森山 美知子　他　訳

杉下知子　他　訳

法橋尚宏　他 メヂカルフレンド社

日本看護協会出版会

医学書院
978-4260000949

978-4818009165

978-4839213558

参考書

上記以外については、配布プリントの中で紹介する。

前提学力等

特になし。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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家族看護の基本概念１

授業計画

1. オリエンテーション
 1)授業の進め方

家族看護の基本概念２ 1. ライフサイクルからみた各ステージにおける家族の課題と家族看護のニーズ
 1)家族周期と課題

家族看護の基本概念３ 1. 海外の代表的なアセスメントモデル
 1)フリードマン家族アセスメントモデル

家族看護の基本概念４ 1. 日本の代表的なアセスメントモデル
 1)鈴木・渡辺の家族アセスメントモデル

家族看護の基本概念５ 1. 家族看護の基本概念に関するまとめ

家族看護のプロセス１ 1. 家族看護過程１-1
 1)家族アセスメント

家族看護のプロセス２ 1. 家族看護過程１-2
 3)方法

家族看護のプロセス３ 1. 家族看護のプロセスに関するまとめ

家族看護の実践１ 1. 実演学習のための資料作成
　（グループ学習）

家族看護の実践２ 1. 資料に基づくシミュレーション学習の準備
　（グループ学習）

家族看護の実践３ 1. シミュレーション学習の実施
　（グループ学習）

家族看護の実践４ 1. シミュレーション学習の実施
　（グループ学習）

家族看護の実践５ 1. シミュレーション学習の実施
　（グループ学習）

家族看護の実践６ 1. シミュレーション学習における学びの発表
　（グループ学習）

学びの統合と整理 1. 前回発表についての総評
2. 家族看護の事例提供

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

積極的に取り組み、授業を楽しんで頂ければ、それなりの理解と実践力が獲得できるかと思います。質問なども生じた時に気軽になさって下さい。

講義名 家族看護学

1500083単位数 2 担当教員 大脇　万起子

441NUR320

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



人体のしくみと機能に関する知識は看護学を習得するための重要な基礎となる。本講は、人体の構造（解剖学）とその機能（生理学）を統合的に学
ぶことを目的とする。正常な構造と機能の理解は疾患や障害の理解に必須であり、看護を含むすべての医療行為に不可欠である。本講では、人体の
各器官系について、発生と関連づけながら個々の細胞・組織・器官とその機能に関する内容を取り上げ、個々の知識を人体の全体像と関連付けて理
解することを目指す。また、臨床と関連づけて学ぶことにより、生きた解剖生理学の知識が定着するよう講義する。解剖生理学Iでは、１）解剖生理
学の全体像を概説し、続いて２）消化器系、３）呼吸器系、４）循環器系、５）血液について学ぶ。
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系統看護学講座　解剖生理学 坂井建雄・岡田隆夫 医学書院
9784260018265

講義名 体のしくみと機能Ⅰ/

1500100単位数 2 担当教員 安原　治
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
選択問題 25問（2点 X 25 =50)）
記述問題 2問（10点 X 2 = 20）

10

20

正確な記述を重視する

小試験
記述問題 2問（10点 X 2 = 20）
あらかじめ課題を１０題前後提示して、その中から２問を出題する。

（１）細胞、細胞内小器官、組織の構造を説明できる。
（２）各器官系の人体内の位置と構造について、解剖学用語を用いて図示し説明できる。
（３）人体の機能を構造に関連づけて説明できる。

授業外学習

次回講義内容の教科書の通読は少なくとも行うこと。
学期途中にレポート１回の提出を求め、小試験を１回行う。

教科書

参考書

前提学力等

高校生物を理解していることが望ましい

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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解剖生理学概説（１）

授業計画

細胞から組織へ（細胞の構造と機能、組織の分類）

解剖生理学概説（２） 構造からみた人体

解剖生理学概説（３） 機能からみた人体、初期発生の概説

消化器系（１） 口腔・咽頭・食道・胃

消化器系（２） 小腸と大腸

消化器系（３） 肝臓・胆嚢・膵臓

消化器系（４） 消化管の機能、腹膜、消化管の発生

呼吸器系（１） 上気道の構造

呼吸器系（２） 肺の構造

呼吸器系（３） 呼吸の調節

循環器系（１） 心臓の構造

循環器系（２） 心臓の機能

循環器系（３） 末梢循環系（血管とリンパ管）

循環器系（４） 血液循環の調節、血液循環の異常

血液 赤血球・白血球・血小板、血液凝固のしくみ、生体防御に働く白血球

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 体のしくみと機能Ⅰ/

1500100単位数 2 担当教員 安原　治
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



人体のしくみと機能に関する知識は看護学を習得するための重要な基礎となる。本講は、人体の構造（解剖学）とその機能（生理学）を統合的に学
ぶことを目的とする。正常な構造と機能の理解は疾患や障害の理解に必須であり、看護を含むすべての医療行為に不可欠である。本講では、人体の
各器官系について、発生と関連づけながら個々の細胞・組織・器官とその機能に関する内容を取り上げ、個々の知識を人体の全体像と関連付けて理
解することを目指す。また、臨床と関連づけて学ぶことにより、生きた解剖生理学の知識が定着するよう講義する。解剖生理学Iでは、１）解剖生理
学の全体像を概説し、続いて２）消化器系、３）呼吸器系、４）循環器系、５）血液について学ぶ。
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系統看護学講座　解剖生理学 坂井建雄・岡田隆夫 医学書院
9784260018265

講義名 解剖生理学Ⅰ

1500105単位数 2 担当教員 安原　治

141NUR201

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
選択問題 25問（2点 X 25 =50)）
記述問題 2問（10点 X 2 = 20）

10

20

正確な記述を重視する

小試験
記述問題 2問（10点 X 2 = 20）
あらかじめ課題を１０題前後提示して、その中から２問を出題する。

（１）細胞、細胞内小器官、組織の構造を説明できる。
（２）各器官系の人体内の位置と構造について、解剖学用語を用いて図示し説明できる。
（３）人体の機能を構造に関連づけて説明できる。

授業外学習

次回講義内容の教科書の通読は少なくとも行うこと。
学期途中にレポート１回の提出を求め、小試験を１回行う。

教科書

参考書

前提学力等

高校生物を理解していることが望ましい

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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解剖生理学概説（１）

授業計画

細胞から組織へ（細胞の構造と機能、組織の分類）

解剖生理学概説（２） 構造からみた人体

解剖生理学概説（３） 機能からみた人体、初期発生の概説

消化器系（１） 口腔・咽頭・食道・胃

消化器系（２） 小腸と大腸

消化器系（３） 肝臓・胆嚢・膵臓

消化器系（４） 消化管の機能、腹膜、消化管の発生

呼吸器系（１） 上気道の構造

呼吸器系（２） 肺の構造

呼吸器系（３） 呼吸の調節

循環器系（１） 心臓の構造

循環器系（２） 心臓の機能

循環器系（３） 末梢循環系（血管とリンパ管）

循環器系（４） 血液循環の調節、血液循環の異常

血液 赤血球・白血球・血小板、血液凝固のしくみ、生体防御に働く白血球

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 解剖生理学Ⅰ

1500105単位数 2 担当教員 安原　治

141NUR201

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



解剖生理学（I）に引き続き、人体の構造（解剖学）とその機能（生理学）を統合的に学ぶ。本講では、泌尿器系、内分泌系、運動器系、神経系、感
覚器系、生殖器系を取り上げ、外的環境への適応、内的環境の維持調節、生殖のしくみを中心に学ぶ。また、老化、疾患についても触れる。さらに
、解剖見学実習を通して、人体の構造を自らの眼と手で学ぶとともに、献体していただいた故人の崇高な意思を感じ取る。

75

系統看護学講座　解剖生理学 坂井建雄・岡田隆夫 医学書院
9784260018265

講義名 体のしくみと機能Ⅱ/

1500110単位数 2 担当教員 安原　治／越山　雅文
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
選択問題　25問（2点X25 =50）
記述問題　2問（10点X2 =20）

10

20

２回（うち１回は解剖見学レポート）
１回５点

小試験
選択問題　20問（1点X20 =20）

（１）各器官系の人体内の位置と構造について、解剖学用語を用いて図示し説明できる。
（２）人体の機能を構造に関連づけて説明できる。
（３）人体の発生、成長、成熟、老化の概要を説明できる。
（４）解剖見学習を通して、人体の構造を自らの眼と手で学ぶとともに、献体していただいた故人の崇高な意思を感じ取る。

授業外学習

次回講義内容の教科書の通読は少なくとも行うこと。学期中に２回のレポート提出（うち1回は解剖見学実習レポート）を求め、1回の小試験を予定
している。

教科書

カラー神経解剖学 ハル・ブルーメンフェルト 西村書店
978-4890134663

参考書

前提学力等

高校生物を理解していることが望ましい

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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泌尿器系（１）

授業計画

腎臓と尿路

泌尿器系（２） 体液の調節

内分泌系と体温調節（１） 内分泌臓器とホルモン

内分泌系と体温調節（２） ホルモンによる調節、体温調節

運動器（１） 骨格と骨格筋

運動器（２） 上下肢の運動と骨格・筋

運動器（３） 頭頸部の筋、筋収縮のしくみ

神経系（１） 神経系概説

神経系（２） 中枢神経系

神経系（３） 末梢神経系

神経系（４） 神経伝導路、高次脳機能

感覚器系（１） 目の構造と視覚のしくみ

感覚器系（２） 聴覚・味覚・嗅覚・体性感覚

生殖器系（１） 男性生殖器（越山）

生殖器系（２） 女性生殖器（越山）

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

2018年１月初旬に解剖実習（見学）（滋賀医大）の予定

講義名 体のしくみと機能Ⅱ/

1500110単位数 2 担当教員 安原　治／越山　雅文
講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



解剖生理学（I）に引き続き、人体の構造（解剖学）とその機能（生理学）を統合的に学ぶ。本講では、泌尿器系、内分泌系、運動器系、神経系、感
覚器系、生殖器系を取り上げ、外的環境への適応、内的環境の維持調節、生殖のしくみを中心に学ぶ。また、老化、疾患についても触れる。さらに
、解剖見学実習を通して、人体の構造を自らの眼と手で学ぶとともに、献体していただいた故人の崇高な意思を感じ取る。
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系統看護学講座　解剖生理学 坂井建雄・岡田隆夫 医学書院
9784260018265

講義名 解剖生理学Ⅱ

1500115単位数 2 担当教員 安原　治／越山　雅文

141NUR202

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
選択問題　25問（2点X25 =50）
記述問題　2問（10点X2 =20）

10

20

２回（うち１回は解剖見学レポート）
１回５点

小試験
選択問題　20問（1点X20 =20）

（１）各器官系の人体内の位置と構造について、解剖学用語を用いて図示し説明できる。
（２）人体の機能を構造に関連づけて説明できる。
（３）人体の発生、成長、成熟、老化の概要を説明できる。
（４）解剖見学習を通して、人体の構造を自らの眼と手で学ぶとともに、献体していただいた故人の崇高な意思を感じ取る。

授業外学習

次回講義内容の教科書の通読は少なくとも行うこと。学期中に２回のレポート提出（うち1回は解剖見学実習レポート）を求め、1回の小試験を予定
している。

教科書

カラー神経解剖学 ハル・ブルーメンフェルト 西村書店
978-4890134663

参考書

前提学力等

高校生物を理解していることが望ましい

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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泌尿器系（１）

授業計画

腎臓と尿路

泌尿器系（２） 体液の調節

内分泌系と体温調節（１） 内分泌臓器とホルモン

内分泌系と体温調節（２） ホルモンによる調節、体温調節

運動器（１） 骨格と骨格筋

運動器（２） 上下肢の運動と骨格・筋

運動器（３） 頭頸部の筋、筋収縮のしくみ

神経系（１） 神経系概説

神経系（２） 中枢神経系

神経系（３） 末梢神経系

神経系（４） 神経伝導路、高次脳機能

感覚器系（１） 目の構造と視覚のしくみ

感覚器系（２） 聴覚・味覚・嗅覚・体性感覚

生殖器系（１） 男性生殖器（越山）

生殖器系（２） 女性生殖器（越山）

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

2018年１月初旬に解剖実習（見学）（滋賀医大）の予定

講義名 解剖生理学Ⅱ

1500115単位数 2 担当教員 安原　治／越山　雅文

141NUR202

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



生化学は、生命を体内の化学物質の変化と流れ（これを「物質代謝」という）、として理解し研究する分野です。皆さんも「物質代謝」を見る目で
人間を理解し、健康や病気を「物質代謝」の変化として理解することを目指してください。
最初に体を作る化学物質（生体分子）の形と性質を学びます。次にそれを維持するのに必要な、代謝経路とその調節を学びます。まず生体分子の合
成と分解に中心的な役割を持つ酵素を学んだ後、エネルギーの担い手ATP、糖質、脂質、アミノ酸、ヌクレオチドの合成と分解について学びます。遺
伝子の複製と発現、タンパク質の合成と調節についても学習します。ホルモンや増殖因子などについても紹介します。講義は教科書に沿って重要な
ポイントを中心に説明する形式でおこないます。患者さんから質問された時答えられる、身についた知識が目標です。予習復習が絶対に必要です。
授業内容は進行状況に応じて変更することもあります。
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生化学―人体の構造と機能〈2〉 (系統看護学
講座 専門基礎分野)

三輪 一智 医学書院
978-4260018364

講義名 体のしくみと機能Ⅲ/

1500120単位数 2 担当教員 若林　保良※
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
筆記テストを行います。再試験はおこないません。

(1)食品の持つカロリーには血糖を上昇させるものとそうでないものがある。(2)ビタミンDやナイアシンは人体で作ることのできるビタミンである。
(3)プロスタグランジンは発熱や頭痛の原因物質である。(4)抗がん剤にはヌクレオチドや核酸の合成を邪魔するものが多い。(5)善玉コレステロール
と悪玉コレステロールの役割を患者に説明できる。(6)運動しないと太るのはなぜ。(7)両親媒性物質が細胞の形を作る。(8)酵素活性の調節の仕方を
説明できる。(9)ビタミンの役割を説明できる。(10)ケトン体の合成が増えるのはどの様な時か。
などを患者さんに説明できるようになります。

授業外学習

講義が始まる前に、教科書か下記参考書のどれかに短時間で良いので目を通してみて、どの様な用語が出てくるのか調べておいて下さい。参考書は
いずれも初学者に好評です。

教科書

生協に発注してありますので、初回授業には必ず持参して下さい。

亀田講義ナマ中継 生化学 (わかりすぎてヤバ
い!)

これだけ！生化学

亀田 和久

稲垣賢二　監修 秀和システム

講談社
978-4061562547

978-4798042268

参考書

前提学力等

原子、分子、電子、化学結合、酸化と還元、細胞の構造など、高校の化学や生物の教科書の最初の2,3ページに書かれている基本的な事項について
は必ず自習しておいて下さい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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生化学の考え方の紹介。化学物質
と細胞構造の基礎

授業計画

化学物質の基礎と性質。細胞の構造の基礎。すべての細胞に共通した機能と代謝における役割分担の
ための機能： 原子、分子、電子、化学結合、親水性、疎水性、細胞膜、ミトコンドリア、DNAなど。

糖質の化学と代謝：糖質の分類 グルコースは脳と赤血球に必須の栄養素； アルコールは糖質ではない； 血中グルコースを血糖とい
う。

糖質の化学と代謝:解糖経路 100m 走ったら血液が酸性になるのはなぜ； 酸化還元の補酵素NAD とNADH； 代謝経路の両方向通行
と一方通行、その違いと役割は； 自由エネルギー； 高エネルギー化合物とは。

TCA 回路と電子伝達系 栄養素の持つエネルギーは原子を結合する電子として取り出され、NADHの電子に集められる。そのエ
ネルギーでATP が作られる； ATP は体内共通のエネルギー貨幣； 食べ物が燃えてできる水を代謝水

脂質の化学と代謝: 脂質の分類 脂質は油に溶ける栄養素； 脂質は細胞の形を作るのに必要； リポタンパクは水と油を共存させる役
割を担う； 善玉・悪玉コレステロールとは？； 両親媒性物質とは。

脂質の化学と代謝：脂肪酸とコレ
ステロールの合成と分解

必須脂肪酸はなぜ必要； ケトン体とは何のこと； 過食で蓄積するのはどの脂質； コレステロール
から作られる重要な物質は； コレステロール値は低い程良いのか。

タンパク質・アミノ酸の化学 タンパクを構成するアミノ酸は２０種類ある； 必須アミノ酸と非必須アミノ酸； アミノ酸が2つ以
上繋がるとペプチドという； タンパク質は４つの構造を持つ。

タンパク質・アミノ酸の代謝 タンパク質に含まれる有毒物質アンモニアの処理方法は； 尿素回路の調整は； アミノ酸から作られ
る重要な物質、アドレナリンなど； 神経伝達物質とアミン類。

物質代謝の担い手「酵素」 酵素はタンパク質です； 酵素は化学反応の触媒です； 酵素の力を酵素活性という； 酵素反応は６
種類； 酵素を助ける補酵素はビタミンから作られる； 酵素活性の調節には酵素の性質の調節と酵素

糖質・脂質・アミノ酸代謝の相互
のつながり

食事直後と食間、夜間の血糖調節は同じでしょうか； ストレス、病気、手術などで代謝はどう変化
する； 代謝の流れは種々の臓器で役割分担されている。

エイコサノイド・サイトカイン・
NSAIDs・活性酸素など

様々な病気の症状発現に関係する化学物質の紹介； それらの症状を治療するのに用いられる薬の説
明； 心筋梗塞や臓器移植後の活性酸素の発生。

栄養学、病態栄養学としての生化
学

糖尿病とケトアシドーシス； 末梢循環不全によるアシドーシス； 母乳と牛乳の長所と短所； ミネ
ラルを巡る話題。

ヌクレオチドの合成と分解、特に
痛風との関係

ATP が分解すると痛風の原因の尿酸になる； プリン体と高尿酸血症； ヌクレオチドには旨味成分と
なるものがある； 抗ガン剤にはヌクレオチドの合成を邪魔するものが多い。

遺伝子の発現の仕組みと抗生物質
・抗がん剤

遺伝子・ゲノムとは； DNA からDNA を作ることを複製； DNA からmRNA を作ることを転写； mRNA
の情報にしたがってペプチドを作ることを翻訳という； 抗生物質や抗がん剤の作用の仕組み。

ホルモンの種類と役割 ホルモンにはペプチドホルモン、ステロイドホルモン、アミンホルモンがある； ステロイドホルモ
ンや脂溶性ビタミンは転写を調節する； ペプチドホルモンはタンパク質のリン酸化と脱りん酸化に

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

授業のあった日の内に必ず復習をして下さい。復習しないと何も頭に残りません。せっかくの機会なので生化学を理解して医療の実践に生かしまし
ょう。

講義名 体のしくみと機能Ⅲ/

1500120単位数 2 担当教員 若林　保良※
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期前半 講義授業種別



看護師という職業は、その専門性の高さから、日本だけでなく海外でも活躍の場が広がっている。また、社会の国際化に伴って、日本国内でも今後
ますます看護英語が重要になっていくものと思われる。本講義では、これまでに学んできた英語と看護学の知識を基盤にして、入院から退院まで、
看護現場で用いられる臨床看護英語の基礎を学ぶとともに、海外留学体験の講義、米国大学生との交流、映画、国際模擬学会などを通じて看護英語
の実際に触れる。
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講義名 看護英語

1500121単位数 1 担当教員 安原　治／大脇　万起子／平田　弘美

441NUR328

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

30

770

プレゼンテーション用のパワーポイント資料の提出を求める。

１）JCMU交流会でのグループプレゼンテーションやグループディスカッションを評価する　(40)
２）「英語で問診」に関するミニテストを行う (30)

（１）看護に必要な基礎的な英語医学用語を修得する。
（２）実際の医療現場における会話（CD, DVD）や米国大学生との交歓会などを通して、生きた英語表現を学ぶ。
（３）海外留学体験の講義や模擬国際学会を通して、国際的な活動に目を向け、視野を広げる。

授業外学習

教科書

医学英単語

Cambridge English for Nursing

富田りか

V. Allum, P. McGarrCambridge Univ. Press

シナジー
978-4-916166-21-0

978-0-521-14133-8

参考書

必要に応じてプリントを配布する

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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ガイダンス

授業計画

講義概要、課題の説明（安原）

海外留学の勧め アメリカ留学の実際と、看護学修士課程について学ぶ（平田）

JCMU交流会（１） 短期滞在中のアメリカ・ミシガン州の大学生と交流し、アメリカの学生生活や医療について学ぶ（平
田）

JCMU交流会（２） 短期滞在中のアメリカ・ミシガン州の大学生と交流し、アメリカの学生生活や医療について学ぶ（平
田）

英語で問診：Case Study (1)視聴により学ぶ（大脇）

英語で問診：Case Study (2)視聴により学ぶ（大脇）

映画で学ぶ医学看護英語 映画を通して基礎看護表現を復習する（安原）

国際模擬学会 英語でプレゼンテーション

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 看護英語

1500121単位数 1 担当教員 安原　治／大脇　万起子／平田　弘美

441NUR328

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



ＥＢＮ（Evidence Based Nursing）の考え方に基づく看護介入の方法を抽出し、アウトカム設定の考え方や評価方法について、看護診断過程の視点
から考察する。また、看護活動のみならず保健師・助産師活動においても生かせる新たな看護介入方法の研究・開発について展望する。
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看護のエビデンス 川島みどり、黒田裕子 中山書店
4-51-21-01941-2

講義名 看護介入とアウトカム/

1500122単位数 1 担当教員 横井　和美
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60％

40％
ディスカッション、プレゼンテーションの参加状況

（１）看護介入におけるエビデンスの必要性について理解できる。
（２）看護アウトカムの測定に使用される尺度の利点と限界について検討することができる。

授業外学習

教科書

看護アウトカムの測定 井部俊子　監修 エンゼビア・ジャパン
4-86034-879-6

参考書

前提学力等

各論実習を履修した4年時以降の履修が望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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看護技術の言語化とエビデンス

授業計画

看護技術のエビデンスの必要性について、体験した実習から学習を深めていく課題を見出す。

看護技術の言語化とエビデンス 看護学実習で実践した看護技術のエビデンスを探索する

クリニカルパスと看護 リニカルパスの理解とクリニカルパスにおける看護のあり方を考える

クリニカルパスと看護 学生の関心領域のクリニカルパスとその看護について理解を深める

看護アウトカムの測定 看護アウトカムの測定の視点を理解する。
活用される測定尺度の種類と使用の限界①

看護アウトカムの測定 活用される測定尺度の種類と使用の限界②

看護アウトカムの測定 体験した看護に活用できる尺度を検討する
看護診断を活用した実習記録からの分析

看護介入のエビデンス 看護介入のエビデンスを高める方策を考える

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 看護介入とアウトカム/

1500122単位数 1 担当教員 横井　和美
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



生化学は、生命を体内の化学物質の変化と流れ（これを「物質代謝」という）、として理解し研究する分野です。皆さんも「物質代謝」を見る目で
人間を理解し、健康や病気を「物質代謝」の変化として理解することを目指してください。
最初に体を作る化学物質（生体分子）の形と性質を学びます。次にそれを維持するのに必要な、代謝経路とその調節を学びます。まず生体分子の合
成と分解に中心的な役割を持つ酵素を学んだ後、エネルギーの担い手ATP、糖質、脂質、アミノ酸、ヌクレオチドの合成と分解について学びます。遺
伝子の複製と発現、タンパク質の合成と調節についても学習します。ホルモンや増殖因子などについても紹介します。講義は教科書に沿って重要な
ポイントを中心に説明する形式でおこないます。患者さんから質問された時答えられる、身についた知識が目標です。予習復習が絶対に必要です。
授業内容は進行状況に応じて変更することもあります。
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生化学―人体の構造と機能〈2〉 (系統看護学
講座 専門基礎分野)

三輪 一智 医学書院
978-4260018364

講義名 生化学

1500125単位数 2 担当教員 若林　保良※

141NUR203

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
筆記テストを行います。再試験はおこないません。

(1)食品の持つカロリーには血糖を上昇させるものとそうでないものがある。(2)ビタミンDやナイアシンは人体で作ることのできるビタミンである。
(3)プロスタグランジンは発熱や頭痛の原因物質である。(4)抗がん剤にはヌクレオチドや核酸の合成を邪魔するものが多い。(5)善玉コレステロール
と悪玉コレステロールの役割を患者に説明できる。(6)運動しないと太るのはなぜ。(7)両親媒性物質が細胞の形を作る。(8)酵素活性の調節の仕方を
説明できる。(9)ビタミンの役割を説明できる。(10)ケトン体の合成が増えるのはどの様な時か。
などを患者さんに説明できるようになります。

授業外学習

講義が始まる前に、教科書か下記参考書のどれかに短時間で良いので目を通してみて、どの様な用語が出てくるのか調べておいて下さい。参考書は
いずれも初学者に好評です。

教科書

生協に発注してありますので、初回授業には必ず持参して下さい。

亀田講義ナマ中継 生化学 (わかりすぎてヤバ
い!)

これだけ！生化学

亀田 和久

稲垣賢二　監修 秀和システム

講談社
978-4061562547

978-4798042268

参考書

前提学力等

原子、分子、電子、化学結合、酸化と還元、細胞の構造など、高校の化学や生物の教科書の最初の2,3ページに書かれている基本的な事項について
は必ず自習しておいて下さい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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生化学の考え方の紹介。化学物質
と細胞構造の基礎

授業計画

化学物質の基礎と性質。細胞の構造の基礎。すべての細胞に共通した機能と代謝における役割分担の
ための機能： 原子、分子、電子、化学結合、親水性、疎水性、細胞膜、ミトコンドリア、DNAなど。

糖質の化学と代謝：糖質の分類 グルコースは脳と赤血球に必須の栄養素； アルコールは糖質ではない； 血中グルコースを血糖とい
う。

糖質の化学と代謝:解糖経路 100m 走ったら血液が酸性になるのはなぜ； 酸化還元の補酵素NAD とNADH； 代謝経路の両方向通行
と一方通行、その違いと役割は； 自由エネルギー； 高エネルギー化合物とは。

TCA 回路と電子伝達系 栄養素の持つエネルギーは原子を結合する電子として取り出され、NADHの電子に集められる。そのエ
ネルギーでATP が作られる； ATP は体内共通のエネルギー貨幣； 食べ物が燃えてできる水を代謝水

脂質の化学と代謝: 脂質の分類 脂質は油に溶ける栄養素； 脂質は細胞の形を作るのに必要； リポタンパクは水と油を共存させる役
割を担う； 善玉・悪玉コレステロールとは？； 両親媒性物質とは。

脂質の化学と代謝：脂肪酸とコレ
ステロールの合成と分解

必須脂肪酸はなぜ必要； ケトン体とは何のこと； 過食で蓄積するのはどの脂質； コレステロール
から作られる重要な物質は； コレステロール値は低い程良いのか。

タンパク質・アミノ酸の化学 タンパクを構成するアミノ酸は２０種類ある； 必須アミノ酸と非必須アミノ酸； アミノ酸が2つ以
上繋がるとペプチドという； タンパク質は４つの構造を持つ。

タンパク質・アミノ酸の代謝 タンパク質に含まれる有毒物質アンモニアの処理方法は； 尿素回路の調整は； アミノ酸から作られ
る重要な物質、アドレナリンなど； 神経伝達物質とアミン類。

物質代謝の担い手「酵素」 酵素はタンパク質です； 酵素は化学反応の触媒です； 酵素の力を酵素活性という； 酵素反応は６
種類； 酵素を助ける補酵素はビタミンから作られる； 酵素活性の調節には酵素の性質の調節と酵素

糖質・脂質・アミノ酸代謝の相互
のつながり

食事直後と食間、夜間の血糖調節は同じでしょうか； ストレス、病気、手術などで代謝はどう変化
する； 代謝の流れは種々の臓器で役割分担されている。

エイコサノイド・サイトカイン・
NSAIDs・活性酸素など

様々な病気の症状発現に関係する化学物質の紹介； それらの症状を治療するのに用いられる薬の説
明； 心筋梗塞や臓器移植後の活性酸素の発生。

栄養学、病態栄養学としての生化
学

糖尿病とケトアシドーシス； 末梢循環不全によるアシドーシス； 母乳と牛乳の長所と短所； ミネ
ラルを巡る話題。

ヌクレオチドの合成と分解、特に
痛風との関係

ATP が分解すると痛風の原因の尿酸になる； プリン体と高尿酸血症； ヌクレオチドには旨味成分と
なるものがある； 抗ガン剤にはヌクレオチドの合成を邪魔するものが多い。

遺伝子の発現の仕組みと抗生物質
・抗がん剤

遺伝子・ゲノムとは； DNA からDNA を作ることを複製； DNA からmRNA を作ることを転写； mRNA
の情報にしたがってペプチドを作ることを翻訳という； 抗生物質や抗がん剤の作用の仕組み。

ホルモンの種類と役割 ホルモンにはペプチドホルモン、ステロイドホルモン、アミンホルモンがある； ステロイドホルモ
ンや脂溶性ビタミンは転写を調節する； ペプチドホルモンはタンパク質のリン酸化と脱りん酸化に

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

授業のあった日の内に必ず復習をして下さい。復習しないと何も頭に残りません。せっかくの機会なので生化学を理解して医療の実践に生かしまし
ょう。

講義名 生化学

1500125単位数 2 担当教員 若林　保良※

141NUR203

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期前半 講義授業種別



看護の対象者に質の高いサービスを提供できるマネジメント能力は、すべての看護者に要求されることを認識し、良いチームワークで看護ができる
よう、看護者が持てる能力や技術を十分活用（人的資源）することの必要性について概説する。また、物的資源、財的資源を有効活用していく過程
（ケアの質的評価を含む）についても学ぶ。看護の対象者に質の高いケアを提供するとともに安全を保証するための組織・体制や看護専門職の機能
・役割が十分発揮できるようにする看護管理の役割について考察する。
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看護管理 村島さい子他編 メディカ出版

講義名 看護管理論/

1500140単位数 2 担当教員 窪田　好恵／米田　照美
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60％

40％

到達目標　(1)(5)についてレポート課題を課す。

到達目標　(2)(3)(4)についてグループワークの提出課題を課す。

・遅刻　3回で4点を減点する。
・欠席１回で８点を減ずる。
・3分の1以上の欠席は評価対象とならない。

(1)�現代の保健医療福祉サービスを取り巻く現状をふまえて、看護管理を学ぶ意義を説明できる。
(2)�看護管理の対象、組織とマネジメントについて記述できる。
(3)�よりよいケアを行うための管理の機能としての看護サービスやケアの変革について説明できる。
(4)�看護管理のスキルとしての人間関係構築やリーダーシップについて説明できる。
(5)�病院の組織と人材育成、看護と経営について述べることができる。

授業外学習

教科書

参考書

・授業時に資料配布

前提学力等

・3年次後期の専門科目の必修科目をすべて習得していること
・各論実習の単位をすべて修得していること

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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看護管理とは

授業計画

授業ガイダンス
看護管理を学ぶ意義

看護管理過程 看護管理における組織とマネジメント
看護管理の対象とその実践範囲

看護の質保証と看護管理 看護管理のスキル　グループワーク
人間関係構築

看護管理のスキル 看護管理のスキル　グループワーク
人間関係構築

看護管理のスキル グループワーク発表

看護管理のスキル グループワーク発表

看護倫理 患者の権利擁護と看護倫理

看護管理のスキル 看護の質保証と看護管理
リスクマネジメント・・KYT演習

看護管理のスキル 看護の質保証と看護管理
リスクマネジメント・・KYT演習

看護管理のスキル 看護の質保証と看護管理
リスクマネジメント・・多重業務

看護と経営 看護管理と経営
人材育成

組織と経営 看護活動の場
災害看護活動・・災害看護、救急現場で働くナースの看護実践

保健医療福祉の動向
看護に関する法律と制度

看護活動の場
福祉と協働する看護活動・・医療と福祉が協働する場で働くナースの看護実践

統合実習にむけて 統合実習で学ぶ看護管理

まとめ 看護に関する法律と制度・看護と法令・看護と行政組織。看護と専門機関や職能団体など、現在の保
健医療福祉サービスを取り巻く現状を通して、看護管理を学ぶ意義を考える

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

・統合実習を履修するための前提となっています。必ず履修してください。

講義名 看護管理論/

1500140単位数 2 担当教員 窪田　好恵／米田　照美
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



医療の高度化・専門化が進む現代において看護の役割拡大や質の向上が求められる中、さまざまな角度から看護の役割を深く見つめ、自分を分析し
て自分の進むべき道を考える。看護学の学びをもとに、自己の人間形成とキャリア・職業観の育成、進路の選択・決定ができる能力を培う。
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講義名 看護キャリアデザイン論

1500142単位数 1 担当教員 横井　和美

441NUR327

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50％

50％
グループ発表からの課題レポート30％
課題発表　20％

(1)看護のキャリアデザインが求められる背景について理解できる。
(2)多面的な看護の役割から自己のキャリアデザインを描くことができる。

授業外学習

教科書

看護師のキャリア論 勝原裕美子 ライフサポート社
978-4-904084-01-4

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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看護のキャリアデザイン論を学ぶ
目的

授業計画

キャリアの考え方、キャリア・アンカー、プロフェッションフッドについて理解する

看護を行う社会人としての基礎力 グループワーク：看護を行う社会について議論する

看護を行う社会人としての基礎力 グループワーク：看護を行う社会で活躍するために必要となる力を議論する

看護を行う社会人としての基礎力 グループワークの発表

質の高い看護実践をめざす看護専
門職の活動

先輩のキャリア・デザイン

質の高い看護実践をめざす看護専
門職の活動

先輩のキャリア・デザイン

看護専門職のキャリアを高める方
法

日本における認定看護師や専門看護師の現状

自己の看護キャリアデザインを描
く

課題レポートの作成

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 看護キャリアデザイン論

1500142単位数 1 担当教員 横井　和美

441NUR327

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



臨床において看護職・保健職は、看護学生や後輩看護師など後進への育成に携わる機会が多い。また、将来、教育研究機関において、看護教育者と
して活躍することもある。実際の講義・演習・実習など看護教育の実践の場に参加する中で、体験を通して看護教育の基礎的能力を育む。また、後
輩学生への指導を通して看護実践力および指導力を培うことを目指す。
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講義名 看護教育と実践

1500143単位数 1 担当教員 米田　照美／伊丹　君和／川端　愛野／
関　恵子

441NUR329

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

なし

100％
1）技術演習での参加、看護教育実践内容　80％
2)指導した経験の振り返りと学びの共有　20％

１）演習の参加状況、後輩への指導状況をみて、段階的に評価する。　

１）看護基礎教育における授業方法・授業教材・授業評価の基礎的知識について、看護教育の実践の場で後輩学生への指導を通して、理解し指導力
を培うことができる。
２) 看護教育の実践の場で後輩学生への指導を通して得た学びを共有することが出来る。
３）看護教育者として望ましい身だしなみ・態度・言動で看護教育の実践の場に参加できる。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

3年次までの専門基礎科目、専門科目における必修科目をすべて修得していることが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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ガイダンス

授業計画

演習の概要について説明する

後輩の看護学演習への参加および
指導の実施

後輩の演習等に参加し、担当教員の指導・相談のもと後輩への指導を実践する。

後輩の看護学演習への参加および
指導の実施

後輩の演習等に参加し、担当教員の指導・相談のもと後輩への指導を実践する。

後輩の看護学演習への参加および
指導の実施

後輩の演習等に参加し、担当教員の指導・相談のもと後輩への指導を実践する。

後輩の看護学演習への参加および
指導の実施

後輩の演習等に参加し、担当教員の指導・相談のもと後輩への指導を実践する。

後輩の看護学演習への参加および
指導の実施

後輩の演習等に参加し、担当教員の指導・相談のもと後輩への指導を実践する。

看護技術の指導の実施 担当教員の指導・相談のもと後輩への看護技術の指導を実践する。

看護技術の指導の実施 担当教員の指導・相談のもと後輩への看護技術の指導を実践する。

看護技術の指導の実施 担当教員の指導・相談のもと後輩への看護技術の指導を実践する。

看護技術の指導の実施 担当教員の指導・相談のもと後輩への看護技術の指導を実践する。

看護技術の指導の実施 担当教員の指導・相談のもと後輩への看護技術の指導を実践する。

看護技術の指導の実施 担当教員の指導・相談のもと後輩への看護技術の指導を実践する。

1年生実習オリエンテーションでの
看護技術指導

後輩の演習等に参加し、担当教員の指導・相談のもと後輩への指導を実践する。

2年生実習オリエンテーションでの
看護技術指導

後輩の演習等に参加し、担当教員の指導・相談のもと後輩への指導を実践する。

まとめ 後輩への指導経験を通して学んだことを話し合い共通する

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

教えることで主体的に学び、自身の知識・技術は定着化します。3年間の経験を生かしながら、後輩看護学生のよきモデルとなるよう自覚と責任を
持って指導者として適切な態度で後輩学生へ関わｌっていこう。また、後輩学生ヘの指導を通して看護教育の基本的な知識や関心・興味を深めても

講義名 看護教育と実践

1500143単位数 1 担当教員 米田　照美／伊丹　君和／川端　愛野／
関　恵子

441NUR329

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 演習授業種別



看護における新たな知識、知見を生み出し、実践・教育・健康政策の変化をもたらす「看護研究」への理解を深めるとともに、学士力の向上を目指
す。看護（卒業）研究への導入を円滑に行うため、研究を実施するにあたって必要な手法を、研究の流れに沿って解説する。
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系統看護学講座　別巻看護研究.東京．2017.坂下令子 医学書院

講義名 看護研究の基礎/

1500144単位数 2 担当教員 古株　ひろみ／糸島　陽子／小林　孝子／
牧野　耕次

341NUR236

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70

30

3分の1以上欠席した場合は評価の対象としない

１．看護研究の目的と意義が理解できる。
２．国内外における文献検討の意義を理解し、文献検索を行うことができる。
３．研究課題の組み立て、研究方法の手法（量的・質的）が理解できる。
４．論文の書き方が理解できる。
５．研究倫理を踏まえて、研究計画書を作成する方法が理解できる。
６．論文のクリティークの意義と方法を理解し、行うことができる。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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看護研究の概要　1

授業計画

・講義のｵﾘｴﾝﾃ-ｼｮﾝ　　・看護における研究の役割、
・研究疑問とは

看護研究の概要　2 ・文献検索と文献検討の意義
・研究計画書について

研究の倫理 ・研究における基本的な倫理原則を紹介し、自由意思の尊重、インフォームド・コンセント、個人情
報の保護、プライバシーの尊重など、看護研究における倫理的配慮について考える。

文献検索　 ・文献検索の方法を学ぶ

看護研究方法論　１ ・量的研究について学ぶ

看護研究方法論　２ ・量的研究について学ぶ

看護研究方法論　３ ・質的研究について学ぶ

看護研究方法論　４ ・質的研究について学ぶ

研究成果の発表 ・研究結果の書き方について
・学会発表について

論文のクリティーク ・看護論文についてクリティークした内容をディスカッションにて学を深める

論文のクリティーク　 ・看護論文についてクリティークした内容をグループディスカッションにて学を深める

論文のクリティーク　 ・看護論文についてクリティークした内容をグループディスカッションにて学を深める

論文のクリティーク　 ・看護論文についてクリティークした内容をグループディスカッションにて学を深める

論文のクリティーク　 ・看護論文についてクリティークした内容をグループディスカッションにて学を深める

論文のクリティークのプレゼンテ
ーション　

・それぞれのクリティークした内容をまとめ、プレゼンテーションし学びを共有する

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 看護研究の基礎/

1500144単位数 2 担当教員 古株　ひろみ／糸島　陽子／小林　孝子／
牧野　耕次

341NUR236

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



授業概要：社会現象や時事問題および国内外のニュースの中で、看護師・助産師・保健師などの看護職および医療・福祉に関連した様々な話題を取
り上げ、その現象の意味や要因を考え、看護に対する視野を広めるとともに知見を深める。講義はグループワーク、プレゼンテーション、ディスカ
ッションを中心に展開する。自らが興味を持つ事象を、実習体験などを通して論じ、積極的に意見交換を行える場として活用する。
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講義名 看護トピックス

1500161単位数 1 担当教員 甘佐　京子

441NUR326

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60

40

最終講義を受け、自分自身が今一番注目するテーマについて、レポートを提出する
「わが国(滋賀県)における医療・看護・福祉の現状と課題
副題○○に焦点を当てて」

グループワーク・プレゼンテーション20%
　グループの相互評価・プレゼンは参加者による評価

参加型の授業なので、3回以上無断欠席の場合評価の対象としない

(1)看護職および医療・福祉に関連した様々な話題を取り上げ、その現象の意味や要因を考え、看護に対する視野を広めるとともに知見を深めること
ができる。
(２)グループワークにおいて、自分たちのテーマについて聴衆にわかりやすくプレゼンテーションができる。
(３)それぞれのテーマにおいて、自己の意見を発言し積極的にディスカッションに参加できる。

授業外学習

教科書

教科書は特になし。

参考書

今までの全ての教科書が参考図書となる

前提学力等

医療・看護・福祉に関して幅広く興味関心をもっていること。できれば、臨地実習等を経験している4年時以降の履修が望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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オリエンテーション

授業計画

看護に関するトピックスについて何を取り上げていくか各自で意見を出し合いながらを検討し、グル
ープわけを行う。

発表およびディスカッション 本日のテーマに関する発表および、それに関するディスカッション

発表およびディスカッション 本日のテーマに関する発表および、それに関するディスカッション

発表およびディスカッション 本日のテーマに関する発表および、それに関するディスカッション

発表およびディスカッション 本日のテーマに関する発表および、それに関するディスカッション

発表およびディスカッション 本日のテーマに関する発表および、それに関するディスカッション

発表およびディスカッション 本日のテーマに関する発表および、それに関するディスカッション

滋賀県内の医療看護トピックス(外
部講師)

重県内の医療看護に従事する専門職者から、県内の医療看護福祉に関する現状について講義を受ける
参考：Ｈ27年度県内の自殺対策について

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

世界・日本・地域(滋賀県)。ものの見方、場所によって様々な医療・看護・福祉の問題が存在します。鳥の目で見て捉えた問題・虫の目で見て捉え
た問題。どちらの見方も重要です。あなたが見つけた問題・課題についてみんなで意見を交わし深めていきましょう。

講義名 看護トピックス

1500161単位数 1 担当教員 甘佐　京子

441NUR326

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



臨地実習などにおける自らの看護経験を振り返り、いずれかの看護理論を援用して、「人間」「健康」「環境」「看護」の観点で整理して理解を深
める。また、自らの人間観や看護観とそれを形成してきた諸経験について省察し、これからの看護実践について「人が人として生きることを支える
看護」の視点で展開する。
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講義名 看護理論（看護学部）

1500162単位数 2 担当教員 米田　照美

241NUR218

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40％

60％

到達目標　（３）について、レポート課題を課す。

到達目標　（１）（２）について、グループワークの発表･提出課題を課す。

遅刻　3回で４点を減点する。
3分の1以上の欠席は評価対象とならならない。
レスポンスペーパーの内容により加点する。

（１）�理論家の略歴や理論の背景を理解した上で、看護のメタパラダイムである「人間」「健康」「環境」「看護」および理論の概要が説明でき
る。
（２）�特定の現象または概念に焦点をあてた中範囲理論の概要について理解し、事例展開できる。
（３）　学習プロセスを通して、自身の人間観・看護観を基礎づけ、実践した看護について看護理論を援用した考察ができる。

授業外学習

教科書

看護実践に活かす中範囲理論

看護理論ー看護理論20の理解と実践への応用

看護における理論構築の方法　

野川道子

筒井真優美編集

Lorraine　Olszewski　Walker・
Kay　Coalson　Avant；

医学書院

南江堂

メディカルフレンド社
978-4-8392-1612-2

978-4-524-24729

参考書

＜参考書＞

前提学力等

・基礎看護学実習Ⅱを修了していること

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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看護理論とは

授業計画

・授業のガイダンス
・看護とは・健康とは・人間とは環境とは

看護理論（大理論）の理解 ・看護理論　課題演習　グループワーク

看護理論（大理論）の理解と事例
検討

・看護理論　課題演習　グループワーク

看護理論（大理論）の理解と事例
検討

・看護理論　課題演習　発表準備

看護理論（大理論）の理解の共有 グループワーク発表
まとめ

看護理論（大理論）の理解の共有 グループワーク発表
まとめ

看護理論と実践 看護理論と実践について事例から理解する

中範囲理論とは 中範囲理論の理解(看護実践と看護理論の理解)

中範囲理論とは 中範囲理論の理解(看護実践と看護理論の理解)
事例展開

中範囲理論の理解と事例検討 ・看護理論　課題演習　グループワーク

中範囲理論の理解と事例検討 ・看護理論　課題演習　グループワーク

中範囲理論の理解と事例検討 ・看護理論　課題演習　発表準備

中範囲理論の理解と共有 グループワーク発表
まとめ

中範囲理論の理解と共有 グループワーク発表
まとめ

看護理論と実践の理解 まとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

・「看護理論は難しいもの」「臨床で使えないもの」というイメージを変えられるような授業にしたいと思います。理論と実践がつながる充実感を
実感できるよう、グループメンバーと十分ディスカッションしてください。

講義名 看護理論（看護学部）

1500162単位数 2 担当教員 米田　照美

241NUR218

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



患者とのコミュニケーションや看護の実際などの学びを通して、病院という環境におかれた患者の生活行動における援助の必要性および看護の役割
と責務について考察、看護を学ぶ上での自己の学習課題を明確にする。
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講義名 基礎看護学実習Ⅰ

1500163単位数 1 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／窪田　好恵／
関　恵子／米田　照美

141NUR219

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

78%

22%

目標に沿って評価する
（１）目標・評価用紙  10%
（２）実習記録1,3  24%

（５）カンファレンスでのディスカッション　10%
（６）身だしなみ・態度  12%

実習での言動や実施する基礎看護技術、実習記録の内容によって、実習目標毎に５段階評価（かなりできる、できる、普通、あまりできない、でき
ない）し、点数化する（100点満点）。

(1)受持患者およびその家族の意思を尊重して接することができる。
(2)自己のコミュニケーションの分析や看護場面の見学などを通して、看護におけるコミュニケーションの意義について考察できる。
(3)病院という環境におかれた患者の生活行動を理解し、療養環境を整える援助を試みる中で、看護者としての援助の必要性を考える。
(4)実習病院の全体像および看護部の理念、病棟の構造と機能、看護の実際について把握し、ヘルスケアチームの中での看護者の役割と責務について
考察できる。
(5)自己の健康管理も含め、学習者として、医療チームおよびグループの一員としての自覚と責任・協調性をもち、行動することができる。
(6)看護学生として望ましい身だしなみと態度で実習に参加できる。
(7)実習での学びをもとに、今後、看護を学んでいく上での自己の学習課題を明確にして記述できる。

授業外学習

前期授業で学んだことについて復習した上で、実習に臨むこと。

教科書

参考書

適宜、必要な知識・技術・情報を得る。

前提学力等

他者とのコミュニケーション力、看護技術力を磨いておくこと。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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実習要項に詳細記載

授業計画

実習内容など詳細は実習要項を参照のこと

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

初めての病院実習です。
百聞は一見に如かず。

講義名 基礎看護学実習Ⅰ

1500163単位数 1 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／窪田　好恵／
関　恵子／米田　照美

141NUR219

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期実習 実習授業種別



病院で療養生活を送る受持患者を全人的に捉え、看護過程のプロセスに沿って看護実践を試みる中で、看護への理解を深める。看護実践にあたって
は、患者の個別性に応じ、安全性、安楽性、自立・自律性を考慮した上で、科学的根拠に基づいて行う。
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講義名 基礎看護学実習Ⅱ

1500164単位数 2 担当教員 米田　照美／伊丹　君和／川端　愛野／
窪田　好恵／関　恵子

241NUR220

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

84%

16%

・目標・評価用紙  6%
・実習記録72%
（フェイス・シート、データベース、データの解釈、情報の統合・分析、看護計画、看護記録、サマリー）

・カンファレンスでのディスカッション　6%、
・身だしなみ、態度 10%

実習での言動や実施する基礎看護技術、実習記録の内容によって、実習目標毎に５段階評価（かなりできる、できる、普通、あまりできない、でき
ない）し、点数化する（100点満点）。

(1)受持患者およびその家族の意思を尊重し、適切な人間関係を形成できる。
(2)受持患者の発達課題を理解し、その家族も含めて現在おかれている状況や思いについて考察できる。
(3)療養生活を送る受持患者を全人的に捉えた上で健康上の問題（看護診断）を抽出し、生活行動の援助を中心に計画・実施し評価できる。
(4)自己の健康管理も含め、学習者として、医療チームおよびグループの一員としての自覚と責任・協調性をもち、行動することができる。
(5)看護学生として望ましい身だしなみと態度で実習に参加できる。
(6)実習での学びをもとに、今後、看護を学んでいく上での自己の学習課題を明確にして記述できる。

授業外学習

これまでに学んだ基礎知識・技術について全て復習した上で、実習に臨むこと。

教科書

参考書

適宜、必要な知識・技術・情報を得る。

前提学力等

他者とのコミュニケーション力、看護技術力、思考力を磨いておくこと。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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実習要項に詳細記載

授業計画

実習内容など詳細は実習要項を参照のこと

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

初めて、受持患者さんへの看護援助を実践させていただく病院実習です。
これまでに学んできたこと、力を120%発揮できるよう・・

講義名 基礎看護学実習Ⅱ

1500164単位数 2 担当教員 米田　照美／伊丹　君和／川端　愛野／
窪田　好恵／関　恵子

241NUR220

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期実習 実習授業種別



人間は、生命を維持し、その人らしい人生を実現しようと日々生活行動を繰り返し行っている。しかし、ひとたび健康が脅かされたり自力で生活行
動を維持できなくなったときに、生活行動を援助することは看護の専門性の第一義的な役割である。その過程において、対象との良好な人間関係を
形成するために必要なコミュニケーション技術について学ぶ。また、生活行動および生活の場となる環境について看護の視点から考察し、病院とい
う場で生活する患者の療養環境を整える看護技術を習得する。
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看護の基本となるもの

看護覚え書

実践看護技術学習支援テキスト　基礎看護学

ヴァージニア・ヘンダーソン（湯
槇ます他訳

フロレンス・ナイチンゲール（湯
槇ます他訳）

川島みどり 日本看護協会出版会

現代社

日本看護協会出版会

講義名 基礎看護技術Ⅰ

1500165単位数 1 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／関　恵子／
米田　照美

141NUR214

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50

50

・プロセスレコード10％
・療養環境を整える援助技術について20%：
　安全性、安楽性、自立・自律性10%、根拠と手順10%

・健康な「生活行動」について10%：
　グループワークによる資料化と発表
・技術チェック21％（前半6％、後半15%）および自己練習9％（通常練習5％、ボディメカニクス練習4％）

＊本科目は８月の基礎看護学実習Ⅰの前提科目となる。
＊本授業単位が不可の場合は実習に行くことができません。
＊本演習に出席することが大前提となる

(1)対象との良好な人間関係を形成するために必要なコミュニケーション技術の基礎を理解し、プロセスレコードを作成することができる。
(2)人がその人らしく生きていく上で重要な生活行動をとりあげ、その意味やメカニズム、行動の成り立ち等についてグループワークによって追究し
、作成した資料等をもとに他者に説明できる。
(3)看護技術を行う上で基礎となる知識を習得できる。
(4)看護者として望ましい身だしなみや態度・言動について考え、実践できる。
(5)病院という場で生活する患者の「療養環境を整える」ための基礎となる看護技術について自主的に練習を重ね、看護技術の習得ができる。
(6)実施する看護技術について、安全性、安楽性、自立・自律性および根拠を追究した上でその方法をワーク用紙にまとめることができる。
(7)対象となる人の生活行動および生活の場となる環境をとらえ、科学的思考をもとに看護の視点から考察できる。

授業外学習

　本授業では、実習室は大部屋の病室と考えて使用していく（清潔に身だしなみを整えた上で演習を行う）。
＊したがって、皆さんも清潔な身だしなみに整えた上で実習室を使用しましょう。

教科書

生活行動援助の技術

看護技術の現在

川島みどり

川島みどり 勁草書房

看護の科学社

参考書

適宜、授業中に資料も配布する

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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導入

授業計画

看護技術とは何か、本演習のガイダンス

コミュニケーションの基本 対象との良好な人間関係を形成するために必要なコミュニケーション技術について、プロセスレコー
ドを用いて具体的に考える

生活行動とは何か 健康な「生活行動」の探求－さまざまな視点から、健康な「生活行動」の詳細やメカニズムなどにつ
いてまとめ、考察する（グループワーク）

健康な「生活行動」について
（１）

健康な「生活行動」について発表・共有（１）

健康な「生活行動」について
（２）

健康な「生活行動」について発表・共有（２）

健康な「生活行動」について
（３）

健康な「生活行動」について発表・共有（３）

「生活行動」を援助することの基
本

人間の基本的ニーズの充足と「生活行動」との関係について、ヘンダーソンの「看護の基本となるも
の」を通して考える

人間の健康な生活と「環境」との
関連性について考える

生活の場としての「療養環境」について、ナイチンゲールの「看護覚え書」も参考に考える（温・湿
度、換気、採光、臭気、騒音、プライバシーの保護を含む）

「生活行動」を援助する上で基本
となる身だしなみと手洗い

「生活行動」を援助する上で基本となる身だしなみと手洗いについて学ぶ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（こ

療養環境を整える援助技術（１） 療養環境を整える援助技術の基本としての「ベッドメーキング」について考える

療養環境を整える援助技術（２） 安全性、安楽性、自立・自律性を考慮した「リネン交換」について考える

療養環境を整える援助技術（３） 療養環境を整える援助技術の基本としての「環境整備」について考える　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→実施す

「生活行動」を援助する上で基本
となる技術(ボディメカニクスの基

「生活行動」を援助する上で基本となる「ボディメカニクス」の活用について実際に学ぶ　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→「療

「生活行動」を援助する（１） 病院という場で生活する患者を看護の視点からとらえるための「アセスメント」の方法について、具
体的に考える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→対象となる人の

「生活行動」を援助する（２） まとめ　～実習に向けて～

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

看護の基本中の基本となる演習です。
みんなで思考・試行しながら、いっしょに学んでいきましょう。

講義名 基礎看護技術Ⅰ

1500165単位数 1 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／関　恵子／
米田　照美

141NUR214

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



人間の生活行動で基本となる「動く」「食べる」「排泄する」「身支度を整える」「入浴する」「眠る」ことの意義やメカニズム、基礎的知識を学
んだ上で、生活行動に援助が必要となった人への看護技術の基本を習得していく。また、その学習過程の中で、看護技術を行う上で重要となる安全
性、安楽性、自立・自律性および根拠を追究し、技術化への原理となる思考プロセスを学ぶ。
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実践看護技術学習支援テキスト　基礎看護学 川島みどり 日本看護協会出版会

講義名 基礎看護技術Ⅱ

1500166単位数 2 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／関　恵子／
米田　照美

141NUR215

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40%

60%

・各援助技術の課題ワーク40%：
　 安全性、安楽性、自立・自律性16%、根拠と手順24%

・小テスト10％
・技術チェック45％および自己練習５％
　＊詳細は、演習時に配布説明する

＊本科目は基礎看護技術Ⅲ・Ⅳ、基礎看護学実習Ⅱの前提科目となる。
＊本授業単位が不可の場合は実習に行くことができません。
＊本演習に出席することが大前提となる

(1)看護技術を行う上で基礎となる知識を習得できる。
(2)看護者として望ましい身だしなみや態度・言動について考え、実践できる。
(3)病院という場で生活する患者の「療養環境を整える」こと、および「動く」「食べる」「排泄する」「身支度を整える」「入浴する」「眠る」と
いう生活行動を援助するための基礎となる看護技術について自主的に練習を重ね、技術習得ができる。
(4)実施する看護技術について、安全性、安楽性、自立・自律性を阻害する因子および対応策についてワーク用紙にまとめることができる。
(5)実施する看護技術について、より良い方法を試行錯誤・創造し、かつ科学的根拠を追究した上で、客観的かつ具体的にワーク用紙にまとめること
ができる。
(6)学習者としてグループの一員としての自覚と責任・強調性を持ち、行動することができる。

授業外学習

　本授業では、実習室は大部屋の病室と考えて使用していく（清潔に身だしなみを整えた上で演習を行う）。
＊したがって、皆さんも清潔な身だしなみに整えた上で実習室を使用しましょう。

教科書

考える基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ

看護実践の根拠を問う

坪井良子他

小松浩子他 南江堂

廣川書店

参考書

適宜、授業中に資料も配布する。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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動くことの援助技術

授業計画

「動く」ことと身体・生活行動との関わり、体位変換、安楽な体位の工夫（褥創の予防）

環境を整える・動くことの援助技
術

臥床患者のシーツ交換

動くことの援助技術 車椅子・ストレッチャーによる移乗・移動

身支度を整える援助技術 臥床患者の寝衣交換

入浴すること（清潔と安楽）の援
助技術

入浴することの援助の意義、臥床患者の全身清拭（パジャマの更衣含む）１

入浴すること（清潔と安楽）の援
助技術

臥床患者の全身清拭（パジャマの更衣含む）２

入浴すること（清潔と安楽）の援
助技術

臥床患者の全身清拭（パジャマの更衣含む）３

入浴すること（清潔と安楽）の援
助技術

臥床患者の手浴・足浴

入浴すること（清潔と安楽）の援
助技術

臥床患者の洗髪 　１（洗髪車、洗髪器、洗髪台など）

入浴すること（清潔と安楽）の援
助技術

臥床患者の洗髪　 ２

食べることの援助技術 臥床患者の食事の援助、口腔ケア

排泄することの援助技術 排泄のアセスメント、自然排尿・排便の援助（尿器・便器、ポータブルトイレを用いて）

主要症状を示す患者の看護 消化・排泄障害を持つ患者の看護　
　＊オムツ交換、浣腸、腹部マッサージ

治療・処置を受けている患者の看
護

創傷処置を必要とする患者の看護
　＊包帯法

眠ることの援助技術 睡眠の援助、心地よさを追求した援助（リラクゼーション）

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

看護の基本中の基本となる演習です。
みんなで思考・試行しながら、いっしょに学んでいきましょう。

講義名 基礎看護技術Ⅱ

1500166単位数 2 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／関　恵子／
米田　照美

141NUR215

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



看護とは、健康問題に対する人間の反応を診断し、あらゆる健康のレベルにおいて、その人らしくより健康に生活できるよう支援することといえる
。看護過程は、対象が健康な生活を送るにあたって障害となっているさまざまな健康問題を解決するために、個や集団に適用される手段・方法であ
り、看護アセスメントの基礎となる技術である。ゴードンの機能的健康パターンの枠組みに沿って具体的に事例展開を演習形式に進めながら、技術
習得することを目ざす。
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看護診断ハンドブック カルペニート(新道幸恵ほか訳) 医学書院

講義名 基礎看護技術Ⅲ

1500167単位数 1 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／関　恵子

241NUR216

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

80%

20%

・練習事例アセスメント10％
・事例展開60%
・サマリー10%

・小テスト10％（看護診断の代表例）
・グループワークによる資料化と発表 10％
・演習時の不適切な言動や他者への迷惑行為－２点／回、無断遅刻・早退－４点／回、無断欠席－８点／回

＊本科目は９月の基礎看護学実習Ⅱの前提科目となる。
＊本授業単位が不可の場合は実習に行くことができません。
＊本演習に出席することが大前提となる。

(1)看護過程を看護の方法論として捉えることができ、看護過程を構成する要素や代表的な看護診断について説明できる。
(2)科学的思考について理解し、練習事例のデータを解釈できる。
(3)ゴードンの機能的健康パターンの枠組みに沿って、事例を用いて看護過程を展開することができる。
(4)グループで立案した計画について、根拠や創意工夫した点も含めてロールプレイングを用いて発表できる。
(5)看護過程における記録、評価、サマリーについて理解し、事例をもとに説明できる。
(6)学習者としてグループの一員としての自覚と責任・強調性を持ち、行動することができる。

授業外学習

＊いかなる欠席の場合も、その授業で出された課題ワークなどは提出する。

教科書

NANDA-Ⅰ　看護診断　定義と分類

ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過
程と看護診断

T．へザー・ハードマン（日本看
護診断学会監訳）

江川隆子 ヌーヴェルヒロカワ

医学書院

参考書

適宜、授業中に資料を配布する。

前提学力等

１年次の専門基礎科目・専門科目における必修科目の単位を全て修得していることが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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看護過程とは何か

授業計画

看護過程ってNANDA？
看護過程の概要について説明する

情報の収集～アセスメントの基本
（１）

看護の視点で対象となる人のアセスメントをどのように行っていくのか？
身近な練習事例を用いて、ともに考えてみる

アセスメントの基本（２） ゴードンの機能的健康パターンを用いて、どのようにその人をとらえていくのか？
入院患者の一例を用いて、考えてみる

アセスメントの基本（３） 看護診断の代表例を知る

事例の理解（１）
情報収集～病態関連図

入院患者の事例を用いて理解していく
（１）その人の患者像をとらえる（フェイスシート、病態関連図を通して）

事例演習（２）
アセスメントの実際

（２）機能的健康パターンの枠組みをもとに、アセスメントする

事例演習（２）
アセスメントの実際（続き）

（２）機能的健康パターンの枠組みをもとに、アセスメントする（続き）

事例演習（３）
情報の統合～看護問題の明確化、

（３）情報の統合～看護問題の明確化、看護診断へ　　
どのように導いていくのか、事例をもとに考える

事例演習（４）
問題の優先度、目標・計画の立案

（４）問題の優先度、目標・計画の立案について、具体例に学びながら、事例をもとに考える

事例演習（４）
事例問題の優先度、目標・計画の

（４）問題の優先度、目標・計画の立案について、個人で考えたものをもとにグループ案を作成する

事例演習（５）
計画の実施に向けての準備

（５）計画の実施に向けて計画の見直し→ロールプレイに向けて準備・練習　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

事例演習（５）
計画の実施（看護技術との統合）

（５）計画の実施 （１）　ロールプレイ方式
　＊根拠や創意工夫した点も示す

事例演習（５）
計画の実施（看護技術との統合）

（５）計画の実施 （２）　ロールプレイ方式
　＊根拠や創意工夫した点も示す

事例演習（６）
看護記録、看護の評価、要約

（６）看護記録、看護の評価、要約（サマリー）について、事例をもとに演習する

まとめ（実習に向けて） 基礎看護学実習Ⅱに向けて学びの振り返り

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

看護の基本中の基本となる演習です。
みんなで思考・試行しながら、いっしょに学んでいきましょう。

講義名 基礎看護技術Ⅲ

1500167単位数 1 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／関　恵子

241NUR216

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



看護を実践するための基礎となる看護技術を習得する。特に、診療に関連する援助の基礎的な技術を習得するとともに、科学的根拠に基づいた安全
性を重視した看護実践能力を養う。また、看護の対象となる人を総合的に捉えるためのフィジカルアセスメントの基礎を学び、看護を行う上で必要
な観察力を養う。さらに、健康障害をもつ対象を理解し、状態に応じた看護技術を適用する方法の基礎的な知識について学ぶ。

109

看護のためのフィジカルアセスメントアドバイ
ス

守田美奈子（監修） インターメディカ

講義名 基礎看護技術Ⅳ

1500168単位数 2 担当教員 米田　照美／伊丹　君和／川端　愛野／
関　恵子

241NUR217

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

30％
定期試験30％

10％

60％

課題レポート10％

(1) 演習時のグループでの取り組み10％、 (2) 小テスト10％(3)実技試験40％、(5)演習時の不適切な身だしなみや他
者への迷惑行為－２点／回、無断遅刻・早退－４点回、無断欠席－８点

＊本演習に出席することが大前提となる（原則として欠席・遅刻は認めない）やむを得ない事情（忌引き、病欠、事故や災害など）の場合は、事前
に連絡を入れる（各担当教員まで）。
＊本科目は８月の基礎看護学実習Ⅱの前提科目となる。

（１）�人を総合的に捉え、看護に反映するための基礎的なフィジカルアセスメントを実践し、記述できる。
（２）�観察技術の基本となるバイタルサイン測定技術について自主的に練習を重ねて習得する。
（３）�看護を行う上での基礎的な観察とコミュニケーションをもとに患者の情報を収集し、観察したことを正常か異常か判断することができる。
（４）グループワークを通して診療の補助の基礎的な看護技術について、安全性、安楽性、自立・自律性および根拠を追求しながら実践できる。
（５）看護者として望ましい身だしなみと態度・言動について考え、実践できる。

授業外学習

＊グループワークについて：授業を効果的に行うために、グループワークを活用していく。看護する上で他者（メンバー）と協力することは重要で
ある。8月の実習に向けて、学生間で互恵的な協力関係を築き、個々が責任を持ち、活発な相互交流を行うことにって学び合える小集団技能を磨け

教科書

テキストは毎回持参すること。第１・２回バイタルサインの測定の演習、実技試験①②、バイタルサイン、フィジカルアセスメンの演習トには、聴

臨床看護の基礎となる新看護学テキスト 日野原重明 日本看護協会出版会

参考書

前提学力等

１）１年次の専門基礎科目、専門科目における必修科目の単位をすべて修得していることが望ましい。
２）履修資格として基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ、基礎看護実習Ⅰを修得していること。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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ガイダンス
 フィジカルアセスメント１

授業計画

・身体診察:問診、視診、触診、打診、聴診、一般状態
・感覚器：「見る」、「聴く」、「嗅ぐ」、「味わう」、「触れる」、「話す」

フィジカルアセスメント２：「生
命の徴候：バイタルサイン１」

・血圧・脈拍の基礎的知識と測定方法を習得する。
・聴診器の使い方、血圧計の使い方。

フィジカルアセスメント３：「生
命を維持する１」

・循環器系のアセスメント：モデル人形を用いた聴診。

フィジカルアセスメント４：「生
命の徴候：バイタルサイン２」

・体温・呼吸の基礎的知識と測定方法を習得する。フローチャートの見方。　
・看護を行う上での基礎的な観察の流れと報告の仕方を習得する。

フィジカルアセスメント５：「生
命を維持する２」

・呼吸器系のアセスメント、モデル人形を用いた聴診
・酸素療法の適応基準（知識のみ）　

フィジカルアセスメント６：「身
体を動かす」「身体を守る」

・「身体を動かす」：歩くこと、関節の動き、筋力、反射の動き
・「身体を守る」：皮膚・爪・頭皮・毛髪、リンパ系、甲状腺

バイタルサイン実技演習１ ・観察技術の基本となるバイタルサイン（体温、脈拍、呼吸、血圧）の正確な測定

感染予防の技術１ ・感染および院内感染発生の要因を理解し、その防御のための基礎知識を習得する。
・感染防御の看護方法について理解する。内科的ガウンテクニック、滅菌手袋装着を習得する。　　

感染予防の技術２　 ・洗浄・消毒・滅菌の基本的な知識、無菌操作の基本的な知識について学ぶ。
・無菌操作の実際：滅菌物の取り扱い、鑷子・鉗子などの取り扱いについて習得する。

排尿困難時の援助
フィジカルアセスメント８「排泄

・排尿困難な患者の援助のひとつである導尿の基本的技術を習得する。
・導尿に必要な無菌操作技術、滅菌手袋の装着を用いて、安全・安楽な導尿の技術を習得する。

薬物療法を受ける人の看護１、検
査を受ける人への看護１

・与薬技術の生体への影響と援助方法を習得する
・検査における看護師の役割と検査時の看護について学ぶ。　

薬物療法を受ける人の看護２：注
射法

・注射実施に伴う危険性、法的責任を理解し、安全な注射法をモデルを用いて習得する（主に皮下・
筋肉注射）。

検査を受ける人の看護２：静脈血
採血法

・静脈血採血法の理解、静脈血採血時に伴う危険性を理解し、安全な静脈血採血法をモデルを用いて
習得する。

患者の日常生活援助時の安全性を
考える

・臨地実習に向けて日常生活援助の中で特に多い移乗・移動介助時の事故を想定した医療事故体験を
通し、リスク回避につながる観察や援助のあり方について考える。

バイタルサイン実技演習２ ・8月の臨地実習を想定し、看護を行う上での基礎的な観察とコミュニケーションをもとに患者の情
報を収集し、観察しことを正常か異常か判断する。また、前記の結果を簡潔に報告する。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

＊臨地実習において日常生活援助を実践する上で基礎となる看護技術が多く、看護過程にも関連しています。演習のみならず、授業外でも自主的に
学習・訓練に取り組まれることを強く望みます。

講義名 基礎看護技術Ⅳ

1500168単位数 2 担当教員 米田　照美／伊丹　君和／川端　愛野／
関　恵子

241NUR217

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



助産学の基本概念、助産実践と助産診断の概要について学修する。
助産師の教育・歴史的変遷について理解し、助産師の役割や社会的責務について考察する。
倫理的行動形成のために必要な基礎的知識（生命倫理を含む）を理解し、自らの助産実践に必要な倫理観が形成できる。
助産活動（諸外国の活動を含む）の発達を概観し、国際社会における母子保健の動向を視野に入れながら、我が国の助産および助産学の現状や将来
展望について探求する。
周産期に関わる母子、家族関係について理解し、支援方法について考察する。

111

助産学概論 我部山キヨ子 医学書院
978420019972

講義名 基礎助産学Ⅰ/

1500171単位数 2 担当教員 板谷　裕美
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50%
（１）助産学の基本概念、助産実践と助産診断について学び、助産専門職に求められる役割について理解できる。
（20%）
（２）倫理的行動形成のために必要な基礎的知識を理解し、自らの助産実践に必要な倫理観が形成できる。（10%）

30%

20%

（２）倫理的行動形成のために必要な基礎的知識を理解し、自らの助産実践に必要な倫理観が形成できる。(10%）
（４）助産活動（諸外国の活動を含む）の発達を概観し、国際社会の動向を視野に入れながら、我が国の助産および助
産学の現状や将来展望について考察できる。 (20%)

（２）倫理的行動形成のために必要な基礎的知識を理解し、自らの助産実践に必要な倫理観が形成できる。(観察法
10%）
（５）周産期に関わる母子、家族関係について理解し、支援方法について意見を述べることができる。(10%）

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない。

（１）助産学の基本概念、関連法規の関連性を学び、助産師の専門職に求められる役割について理解できる。 （20％）
（２）倫理的行動形成のために必要な基礎的知識を理解し、自らの助産実践に必要な倫理観が形成できる。 （30％）
（３）助産師の歴史・教育について説明できる。 （20％）
（４）助産活動（諸外国の活動を含む）の発達を概観し、国際社会の動向を視野に入れながら、我が国の助産および助産学の現状や将来展望につい
て考察できる。 （20％）
（５）周産期に関わる母子、家族関係について理解し、支援方法について意見を述べることができる。（10％）

授業外学習

助産に関連する国内外のニュースに興味関心を高めること。

教科書

参考書

授業中に適宜プリント配布する.

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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4/13(木）5限
助産の概念

授業計画

助産の概念、助産師の定義と業務について学修する。

4/20（木）5限
助産実践と助産診断

助産過程および助産診断学の概要を概説するとともに、助産学を支える理論と研究について学修する
。

4/27（木）5限
助産の歴史と文化1

わが国および西欧における助産の発達過程を学修するとともに、わが国の産育習俗に関する歴史・文
化的背景について学修する。

5/11（木）5限
助産の歴史と文化2

わが国および西欧における助産の発達過程を学修するとともに、わが国の産育習俗に関する歴史・文
化的背景について学修する。

5/18（木）5限
助産師と倫理１

倫理とは何かについて理解し、助産師と職業倫理について、助産師の倫理綱領をもとに学修する。

5/25（木）5限
助産師と倫理２

生命倫理に関する今日的課題と、助産師の役割について学修する。第7回目で行うグループワークに
ついて、事例提供する。

6/1（木）5限
助産師と女性の意思決定支援

女性の意思決定支援について学修し、事例をもとにグループワークを展開する。

6/8（木）5限
助産教育の変遷と現状の課題1

わが国における助産師教育の歴史と変遷について学修し、現状の課題と今後の展望について考察する
。

6/15（木）5限
助産教育の変遷と現状の課題２

諸外国における助産師教育の歴史と変遷について学修する。

6/22（木）5限　　　　　　　　　
　母－子関係、父－子関係、親子

母性・父性、親役割獲得、母-子関係などの心理社会的背景に関する基礎的知識を学修する。
【臨床心理士：奥田先生】

6/29（木）5限
母－子関係、父－子関係、親子関

ドメスティック・バイオレンスや児童虐待などの母－子関係や家族関係をめぐる問題について学修す
る。　　（レポート課題あり）

7/6(木）５限
女性の意思決定支援　

第7回の事例課題に対するグループワークを行う。

7/13(木)4限助産師の国際活動と諸
外国の助産１

助産師の国際的組織活動について、ICMやWHOの役割を中心に学修する。

7/13(木)５限助産師の国際活動と
諸外国の助産２

国際活動の将来展望と課題について、開発途上国への国際協力の現状を中心に学修する。

7/20(木)５限
課題発表・まとめ

第７回、12回の事例課題に対する発表およびディスカッションを行う。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 基礎助産学Ⅰ/

1500171単位数 2 担当教員 板谷　裕美
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



　助産の対象者に対する健康教育に活用できる理論を学び、個人あるいは集団に対する健康教育についてプログラムの立案から評価までの一連の過
程を理解する。
　さらに、女性を生物学的側面のみならず、心理・社会・文化的側面を重視するウイメンズヘルスの視点から捉え、地域における女性のライフサイ
クル全般の健康を支援するための考え方と実践方法を修得する。
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助産学講座４母子の心理・社会学

助産学講座５助産診断技術学Ⅰ

我部山キヨ子

堀内成子 医学書院

医学書院
9784260021869

9784260015837

講義名 基礎助産学Ⅱ/

1500172単位数 2 担当教員 板谷　裕美／濱野　裕華／古川　洋子／
堀内　遥子／未定＊／渡邊　友美子講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
○課題への取り組み状況と成果物（健康教育の指導媒体）40％：目標５
○課題発表とディスカッションの観察法による30％：目標２・３・４・６
○レスポンスペーパー30％：目標１・７

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない。

（1）リプロダクティブヘルス／ライツの概念が説明でき、それらを踏まえた上で国内外における女性の健康の特性について説明できる（10％）
（2）助産の対象への健康教育と活用される理論が説明できる（10％）
（3）健康教育のプロセスおよびその過程で活用される教育技法、評価法を説明できる（10％）
（4）個人あるいは集団を対象とした健康教育の特徴が説明できる（5％）
（5）個を対象とした健康教育の指導計画立案と学習教材の作成ができる（40％）
（6）健康教育者としての助産師に必要な能力について理解できる（5％）
（7）女性のライフサイクルにおける健康課題に関する相談・教育・援助技術が説明できる（思春期・成熟期・更年期・老年期）（20％）

授業外学習

１．本授業の最初に、この科目で何を学びたいか？どのように学びたいか？を確認します。
２・各自の課題について計画的に内容を立案すると同時に、メンバーの課題についても積極的に意見を述べながら、最終的にグループ内で活用でき

教科書

助産学雑誌、ペリネイタルケア等の雑誌を閲覧し、学修に役立てること。

新人看護師、助産師学生、看護師学生のための
マタニティサイクルの実践保健指導　妊娠期

新人看護師、助産師学生、看護師学生のための
マタニティサイクルの実践保健指導　産褥期

鈴木由美

鈴木由美 丸善プラネット　

丸善プラネット　

参考書

授業中に適宜プリントを配布する

前提学力等

３年次までの必修科目、助産師資格取得科目をすべて履修していること

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講授業種別
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4/13(木）3限
リプロダクティブヘルス／ライ

授業計画

助産に関係する概念の復習
リプロダクティブヘルス／ライツの概念を理解し、それらを踏まえた上で国内外における女性の健康

4/13(木）4限
助産の対象への健康教育と活用さ

健康教育とは何か、健康教育の目的、手順、方法および活用される理論について学修する。

4/21(金）1限
健康教育のプロセス：学習ニーズ

健康教育の準備・ニーズアセスメントのポイント、目標設定、企画書、保健指導の６W２Hについて学
修する。

4/21(金）2限
健康教育のプロセス：学習方法の

集団指導と個別指導、Gagne,R.M．の授業設計理論、指導媒体と教材準備で陥りやすい問題点につい
て学修する。

4/27(木）3限
ライフステージにおける女性の健

思春期・青年期に起こりやすい健康問題とその支援について学修する。
レスポンスノート②

4/27(木）4限
ライフステージにおける女性の健

成熟期に起こりやすい健康問題とその支援について学修する。

5/12(金）1限
ライフステージにおける女性の健

成熟期に起こりやすい健康問題とその支援について学修する。
レスポンスノート③

5/12(金）2限
ライフステージにおける女性の健

更年期に起こりやすい健康問題とその支援について学修する。
レスポンスノート④

5/25(木）3限
ライフステージにおける女性の健

老年期に起こりやすい健康問題とその支援について学修する。
レスポンスノート⑤

6/9(金）3限
健康教育模擬実践の事前準備

作成中の指導案について、グループ内で吟味し追加・修正を行う。

6/28（水）1限
健康教育の模擬実践①②

割り当てられた課題の指導案を作成し、それらを用いた模擬指導を実践演習する。

6/28（水）2限
健康教育の模擬実践③④

割り当てられた課題の指導案を作成し、それらを用いた模擬指導を実践演習する。

6/28（水）3限
健康教育の模擬実践⑤⑥

割り当てられた課題の指導案を作成し、それらを用いた模擬指導を実践演習する。

6/28（水）4限
健康教育の模擬実践⑦⑧

割り当てられた課題の指導案を作成し、それらを用いた模擬指導を実践演習する。

6/30（金)2限
健康教育のプロセス：健康教育の

健康教育の評価の視点について学修する。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 基礎助産学Ⅱ/

1500172単位数 2 担当教員 板谷　裕美／濱野　裕華／古川　洋子／
堀内　遥子／未定＊／渡邊　友美子講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講授業種別



臨床における急変時などに的確な臨床看護判断をおこなうための知識や技術について学ぶ。
集中的・緊急的ケアの必要な患者および家族（重要他者）の特性や、クリティカルケアの場の特殊性を理解し、代表的なクリティカルケアを受ける
患者および家族への看護について学ぶ。
ゼミ形式でおこなう。
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講義名 クリティカルケア実践演習

1500181単位数 1 担当教員 荒川　千登世／生田　宴里

441NUR322

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

20％

80％

最終レポート20％

参加状況（ワーク、プレゼン、ディスカッション、見学実習）80％

1）クリティカルケアにおける臨床推論の基本的技法を理解する。
2）集中的・緊急的ケアの必要な患者および家族（重要他者）の特性を理解する。
3）クリティカルケアの場の特殊性を理解する。
4）クリティカルな状況にある対象者の「生活」を支えるということについて考察する。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

「成人クリティカルケア実習」を履修していること（編入生は相当する科目を認定されていること）

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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①クリティカルケアの概要

授業計画

＊オリエンテーション
＊実習での学びや課題についてふりかえる（ディスカッション）

②③クリティカルケアにおける臨
床推論

＊さまざまな場面（事例）について臨床推論を展開する
（ワーク）

②③クリティカルケアにおける臨
床推論

＊さまざまな場面（事例）について臨床推論を展開する
（プレゼン・ディスカッション）

④⑤クリティカルケアのウソorホ
ント？（EBN）

＊クリティカルケアのエビデンスについて考察する
（ワーク）

④⑤クリティカルケアのウソorホ
ント？（EBN）

＊クリティカルケアのエビデンスについて考察する
（プレゼン・ディスカッション）

⑥～⑧クリティカルケアの倫理的
課題

＊ビデオ

⑥～⑧クリティカルケアの倫理的
課題

＊クリティカルケアの倫理的課題（自己決定、終末期、脳死、移植・再生医療、家族の心理、看護師
のストレス、など含む）について考察する

⑥～⑧クリティカルケアの倫理的
課題

＊クリティカルケアの倫理的課題（自己決定、終末期、脳死、移植・再生医療、家族の心理、看護師
のストレス、など含む）について考察する

⑨⑩クリティカルな状況にある対
象者の理解

＊模擬患者のシナリオを作成する（ワーク）

⑨⑩クリティカルな状況にある対
象者の理解

＊模擬患者のシナリオを作成する（プレゼン・ディスカッション）

⑪～⑭ER見学実習 ＊救急部・救命救急センターなどの見学実習をおこなう

⑪～⑭ER見学実習 ＊救急部・救命救急センターなどの見学実習をおこなう

⑪～⑭ER見学実習 ＊救急部・救命救急センターなどの見学実習をおこなう

⑪～⑭ER見学実習 ＊救急部・救命救急センターなどの見学実習をおこなう

⑭⑮クリティカルな状況にある対
象者の「生活」を支えるというこ

＊クリティカルな状況にある対象者の「生活」を支えるということについて考察する
（ワーク・プレゼン・ディスカッション）

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

統合実習期間までに終了するようにスケジュール調整をおこないます。
8人以下の場合、開講しないことがあります。

講義名 クリティカルケア実践演習

1500181単位数 1 担当教員 荒川　千登世／生田　宴里

441NUR322

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



正常の人体の構造と機能はいろいろな侵襲によって傷害され、疾病がおこる。病理学では、病気を起こす原因と、それぞれの原因によって病変が成
立する機序を学ぶ。これによって、各種疾病の基本的な疾患概念を理解することができる。その知識と正しい理解は医療の各分野における基礎とし
て必須である。本講義では、解剖生理学の知識を基盤として、臨床医学・看護学への架け橋となるよう授業する。総論として、細胞損傷、炎症、免
疫、循環障害、代謝障害、腫瘍、先天性異常の７つのカテゴリーについて解説する。各論では、各臓器系の代表的な疾患を取りあげ、疾患の発生機
序と病態について理解を深める。
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系統看護学講座　病理学 大橋健一、他 医学書院
9784260019866

講義名 健康科学Ⅰ/

1500190単位数 2 担当教員 安原　治
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
選択問題・穴埋め問題　25問（2点 X 25 = 50）

50
レポート　5回
（10点 X 5 = 50）

（１）細胞傷害・変性・細胞死の原因を説明できる。
（２）生体への侵襲に対する防御機構について説明できる（炎症・免疫）。
（３）循環障害、代謝障害、先天異常、免疫異常、腫瘍など、主要な病態について説明できる。
（４）各臓器系について、代表的な病気を挙げ、その成立過程と病態を説明できる。

授業外学習

症例課題５題を課し、レポートの提出を求める。

教科書

系統看護学講座　病態生理学 田中越郎 医学書院
9784260009065

参考書

前提学力等

解剖生理学I, IIについて理解していることを前提とする。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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総論（１）

授業計画

細胞の損傷と反応

総論（２） 炎症

総論（３） 免疫病理学

総論（４） 循環障害

総論（５） 代謝障害

総論（６） 腫瘍

総論（７） 発生異常・遺伝子の異常

各論（１）　循環器 心不全、先天性心疾患、虚血性心疾患、心筋症、心膜疾患、心臓弁膜症

各論（２）　呼吸器 肺炎と結核、塵肺、換気障害、肺循環の異常、肺がん、胸膜の疾患

各論（３）　消化管 胃潰瘍、胃がん、炎症性腸疾患、大腸がん

各論（４）　肝臓・胆嚢・膵臓 門脈圧亢進症、肝炎、肝硬変、肝がん、胆石症、膵がん

各論（５）　血液と内分泌 貧血、白血病、血液凝固の異常、内分泌の病気

各論（６）　神経系 脳血管障害、変性疾患、脱髄疾患、プリオン病

各論（７）　運動器と感覚器 運動器の病気、感覚器の病気、皮膚の病気

各論（８）　泌尿生殖器 腎臓の病気、尿路の病気、男性生殖器の病気、女性生殖器の病気（越山）

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 健康科学Ⅰ/

1500190単位数 2 担当教員 安原　治
講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



正常の人体の構造と機能はいろいろな侵襲によって傷害され、疾病がおこる。病理学では、病気を起こす原因と、それぞれの原因によって病変が成
立する機序を学ぶ。これによって、各種疾病の基本的な疾患概念を理解することができる。その知識と正しい理解は医療の各分野における基礎とし
て必須である。本講義では、解剖生理学の知識を基盤として、臨床医学・看護学への架け橋となるよう授業する。総論として、細胞損傷、炎症、免
疫、循環障害、代謝障害、腫瘍、先天性異常の７つのカテゴリーについて解説する。各論では、各臓器系の代表的な疾患を取りあげ、疾患の発生機
序と病態について理解を深める。
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系統看護学講座　病理学 大橋健一、他 医学書院
9784260019866

講義名 病理学

1500195単位数 2 担当教員 安原　治／越山　雅文

141NUR204

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
選択問題・穴埋め問題　25問（2点 X 25 = 50）

50
レポート　5回
（10点 X 5 = 50）

（１）細胞傷害・変性・細胞死の原因を説明できる。
（２）生体への侵襲に対する防御機構について説明できる（炎症・免疫）。
（３）循環障害、代謝障害、先天異常、免疫異常、腫瘍など、主要な病態について説明できる。
（４）各臓器系について、代表的な病気を挙げ、その成立過程と病態を説明できる。

授業外学習

症例課題５題を課し、レポートの提出を求める。

教科書

系統看護学講座　病態生理学 田中越郎 医学書院
9784260009065

参考書

前提学力等

解剖生理学I, IIについて理解していることを前提とする。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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総論（１）

授業計画

細胞の損傷と反応

総論（２） 炎症

総論（３） 免疫病理学

総論（４） 循環障害

総論（５） 代謝障害

総論（６） 腫瘍

総論（７） 発生異常・遺伝子の異常

各論（１）　循環器 心不全、先天性心疾患、虚血性心疾患、心筋症、心膜疾患、心臓弁膜症

各論（２）　呼吸器 肺炎と結核、塵肺、換気障害、肺循環の異常、肺がん、胸膜の疾患

各論（３）　消化管 胃潰瘍、胃がん、炎症性腸疾患、大腸がん

各論（４）　肝臓・胆嚢・膵臓 門脈圧亢進症、肝炎、肝硬変、肝がん、胆石症、膵がん

各論（５）　血液と内分泌 貧血、白血病、血液凝固の異常、内分泌の病気

各論（６）　神経系 脳血管障害、変性疾患、脱髄疾患、プリオン病

各論（７）　運動器と感覚器 運動器の病気、感覚器の病気、皮膚の病気

各論（８）　泌尿生殖器 腎臓の病気、尿路の病気、男性生殖器の病気、女性生殖器の病気（越山）

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 病理学

1500195単位数 2 担当教員 安原　治／越山　雅文

141NUR204

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



　本講義では、医療従事者に必要不可欠な微生物学や免疫学の概要を学習します。全15回の講義のうち、9回目までの講義では、(1) 微生物（細菌や
真菌、原虫、ウイルス）の特徴や構造、(2) 「感染」と呼ばれる現象の実体、(3) 代表的な感染源と感染経路、(4) 宿主の感染防御機構（免疫機構
）、(5) 滅菌と消毒、(6) ワクチンと予防接種など、感染症の治療や予防のために必要な基礎知識を学びます。その後の講義では、臨床上重要な病
原微生物について、その性状や病原性、感染経路、治療と予防の要点を学びます。
　授業は、教科書に書かれている基本的な事項に加え、最近のニュースなどで話題になった感染症関連のトピックを取り上げながら進めていきます
。
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系統看護学講座　微生物学　疾病のなりたちと
回復の促進（４）

南嶋洋一、吉田眞一、永淵正法 医学書院
4260018272

講義名 健康科学Ⅱ/

1500200単位数 2 担当教員 北川　善紀※
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
授業概要や授業計画、到達目標に挙げた項目の全範囲を対象とした試験を行い、評価する。

0

0

（１）４種類の微生物について、それぞれの基本的な性状を理解する。
（２）代表的な感染源と感染経路を覚え、その予防手段を理解する。
（３）微生物感染に対する感染防御機構（免疫）の仕組みを理解する。
（４）医学的な清潔の概念を理解し、清潔と不潔を区別できるようになる。
（５）主な病原微生物の性状や病原性、感染経路、治療法、予防法を理解する。

授業外学習

微生物学に限らず全教科において予習と復習は必須であると考えますが、特に微生物学は覚えるべき用語が多いことなどから、予習と復習を強くお
勧めします。詳しくは、最初の講義の時に説明します。

教科書

授業では毎回、資料としてプリントを配布しますが、教科書を使う場合もありますので講義時には用意してください。

戸田新細菌学 吉田眞一、栁雄介、吉開泰信 南山堂
4525161140

参考書

前提学力等

特にありません。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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微生物と微生物学

授業計画

まず本講義のガイダンスを行います。その後、微生物（細菌と真菌、原虫、ウイルス）の生物学的な
違いを説明します。

細菌の性質 細菌の性質と構造について説明します。また、人間の体内、または体表面に生息する常在細菌の種類
と、それらが引き起こす医学上の問題を説明します。

真菌と原虫の性質 真菌と原虫について、それぞれの性質と構造を説明します。

ウイルスの性質 ウイルスの性質と構造について説明します。また、ウイルスの分類とウイルス特有の増殖法などにつ
いて説明します。

感染と感染症 「感染」という言葉が示す現象の実体を説明します。また、感染から発症、治癒に至るまでの経過を
説明します。

微生物感染に対する宿主生体防御
機構

微生物感染に応答する生体防御機構（免疫）の概要について説明します。

感染源と感染経路 代表的な感染源と感染経路を紹介し、感染症予防のための対応策を説明します。また、感染症法（法
律）の概要を説明します。

滅菌と消毒 医学的な「清潔」の意味を紹介します。また、滅菌と消毒の具体的な方法を説明します。

予防接種と感染症の治療 病原微生物に対するワクチンの役割と、日本で実施されている予防接種制度を紹介します。また、抗
感染症薬と、MRSAなどに代表される薬剤耐性菌について説明します。

細菌学各論（１） 代表的な病原性細菌の性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。この回の講義で
は、主に球菌について説明します。

細菌学各論（２） 代表的な病原性細菌の性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。この回の講義で
は、主に桿菌について説明します。

細菌学各論（３）と真菌学各論、
原虫学各論

代表的な病原性細菌や真菌、原虫の性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。こ
の回の病原性細菌は、主にらせん菌やマイコプラズマなどについて説明します。

ウイルス学各論（１） 代表的な病原性ウイルスの性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。この回の講
義では、主にDNAウイルスについて説明します。

ウイルス学各論（２） 代表的な病原性ウイルスの性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。この回の講
義では、主にRNAウイルスについて説明します。

ウイルス学各論（３） ウイルス性肝炎の原因ウイルスについて、その種類と、それぞれの性状と病原性、感染経路、治療や
予防法について説明します。また、プリオン病についても説明します。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

　微生物学は、医療従事者にとって最も重要な基礎分野の一つで、内科外科問わず、どの診療科でも関わってきます。また現代の日本では、感染症
はあまり注目されていませんが、海外では今なお多くの感染症が蔓延し、そして多くの方々が亡くなっています。将来、海外での医療活動を志す場

講義名 健康科学Ⅱ/

1500200単位数 2 担当教員 北川　善紀※
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期前半 講義授業種別



　本講義では、医療従事者に必要不可欠な微生物学や免疫学の概要を学習します。全15回の講義のうち、9回目までの講義では、(1) 微生物（細菌や
真菌、原虫、ウイルス）の特徴や構造、(2) 「感染」と呼ばれる現象の実体、(3) 代表的な感染源と感染経路、(4) 宿主の感染防御機構（免疫機構
）、(5) 滅菌と消毒、(6) ワクチンと予防接種など、感染症の治療や予防のために必要な基礎知識を学びます。その後の講義では、臨床上重要な病
原微生物について、その性状や病原性、感染経路、治療と予防の要点を学びます。
　授業は、教科書に書かれている基本的な事項に加え、最近のニュースなどで話題になった感染症関連のトピックを取り上げながら進めていきます
。
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系統看護学講座　微生物学　疾病のなりたちと
回復の促進（４）

南嶋洋一、吉田眞一、永淵正法 医学書院
4260018272

講義名 微生物学

1500205単位数 2 担当教員 北川　善紀※

141NUR205

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
授業概要や授業計画、到達目標に挙げた項目の全範囲を対象とした試験を行い、評価する。

0

0

（１）４種類の微生物について、それぞれの基本的な性状を理解する。
（２）代表的な感染源と感染経路を覚え、その予防手段を理解する。
（３）微生物感染に対する感染防御機構（免疫）の仕組みを理解する。
（４）医学的な清潔の概念を理解し、清潔と不潔を区別できるようになる。
（５）主な病原微生物の性状や病原性、感染経路、治療法、予防法を理解する。

授業外学習

微生物学に限らず全教科において予習と復習は必須であると考えますが、特に微生物学は覚えるべき用語が多いことなどから、予習と復習を強くお
勧めします。詳しくは、最初の講義の時に説明します。

教科書

授業では毎回、資料としてプリントを配布しますが、教科書を使う場合もありますので講義時には用意してください。

戸田新細菌学 吉田眞一、栁雄介、吉開泰信 南山堂
4525161140

参考書

前提学力等

特にありません。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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微生物と微生物学

授業計画

まず本講義のガイダンスを行います。その後、微生物（細菌と真菌、原虫、ウイルス）の生物学的な
違いを説明します。

細菌の性質 細菌の性質と構造について説明します。また、人間の体内、または体表面に生息する常在細菌の種類
と、それらが引き起こす医学上の問題を説明します。

真菌と原虫の性質 真菌と原虫について、それぞれの性質と構造を説明します。

ウイルスの性質 ウイルスの性質と構造について説明します。また、ウイルスの分類とウイルス特有の増殖法などにつ
いて説明します。

感染と感染症 「感染」という言葉が示す現象の実体を説明します。また、感染から発症、治癒に至るまでの経過を
説明します。

微生物感染に対する宿主生体防御
機構

微生物感染に応答する生体防御機構（免疫）の概要について説明します。

感染源と感染経路 代表的な感染源と感染経路を紹介し、感染症予防のための対応策を説明します。また、感染症法（法
律）の概要を説明します。

滅菌と消毒 医学的な「清潔」の意味を紹介します。また、滅菌と消毒の具体的な方法を説明します。

予防接種と感染症の治療 病原微生物に対するワクチンの役割と、日本で実施されている予防接種制度を紹介します。また、抗
感染症薬と、MRSAなどに代表される薬剤耐性菌について説明します。

細菌学各論（１） 代表的な病原性細菌の性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。この回の講義で
は、主に球菌について説明します。

細菌学各論（２） 代表的な病原性細菌の性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。この回の講義で
は、主に桿菌について説明します。

細菌学各論（３）と真菌学各論、
原虫学各論

代表的な病原性細菌や真菌、原虫の性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。こ
の回の病原性細菌は、主にらせん菌やマイコプラズマなどについて説明します。

ウイルス学各論（１） 代表的な病原性ウイルスの性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。この回の講
義では、主にDNAウイルスについて説明します。

ウイルス学各論（２） 代表的な病原性ウイルスの性状と病原性、感染経路、治療や予防法について説明します。この回の講
義では、主にRNAウイルスについて説明します。

ウイルス学各論（３） ウイルス性肝炎の原因ウイルスについて、その種類と、それぞれの性状と病原性、感染経路、治療や
予防法について説明します。また、プリオン病についても説明します。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

　微生物学は、医療従事者にとって最も重要な基礎分野の一つで、内科外科問わず、どの診療科でも関わってきます。また現代の日本では、感染症
はあまり注目されていませんが、海外では今なお多くの感染症が蔓延し、そして多くの方々が亡くなっています。将来、海外での医療活動を志す場

講義名 微生物学

1500205単位数 2 担当教員 北川　善紀※

141NUR205

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期前半 講義授業種別



健康教育の基本的知識を理解し、健康教育の目的、方法を学ぶ。行動変容の関係理論を理解するだけでなく、看護の対象のセルフケア能力を高める
必要性を理解し、セルフケア能力を獲得する健康教育方法について事例を用いながら学習する。また、グループを単位とする活動の特徴についても
理解し、ヘルスプロモーション推進に向けた健康教育のあり方についても考える。

125

講義名 健康教育論

1500212単位数 2 担当教員 小島　亜未

441NUR321

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60％
到達目標(1)から(4）について、論述式および穴埋め式等により試験および小テストを行う。（60％）

40％
到達目標（5）について、計画書や発表内容で評価する。（30％）到達目標（6）について、課題への取り組み状況をみ
て評価する。（10％）

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

(1)健康教育についての理念と概念を説明できる。(2)看護職が行う健康教育の目的、方法を説明できる。(3)健康教育における基礎的な理論を説明で
きる。(4)看護職が実施する健康教育のありかたについて述べることができる。(5)対象の持つ健康課題に応じた健康教育が企画、実施、評価できる
(6)グループ活動の意義を理解し、協働して課題に取り組むことができる。

授業外学習

教科書

参考書

授業中にプリント配布する。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別



126

健康教育の理念と概念

授業計画

健康教育の理念と概念について講義する。

健康教育の方法と技術 看護職が行う健康教育の目的、方法について講義する。

健康教育と保健行動(1) 健康教育における基礎的な理論について講義する。

健康教育と保健行動(2) 健康教育における基礎的な理論について講義する。

健康教育と保健行動(3) 健康教育における基礎的な理論について講義する。

健康教育の実際(1)成人保健活動看護職が実施する健康教育のあり方について講義する。

健康教育の実際(2)高齢者保健活動看護職が実施する健康教育のあり方について講義する。

健康教育の企画・実施・評価　 対象の持つ健康課題に応じた健康教育のあり方を、企画立案を通して考える。

健康教育の企画・立案(1)　 企画立案に基づき、グループで実施に向けた準備を行う。

健康教育の企画・立案(2) 企画立案に基づき、グループで実施に向けた準備を行う。

健康教育の企画・立案(3) 企画立案に基づき、グループで実施に向けた準備を行う。

健康教育の企画・立案(4) 企画立案に基づき、グループで実施に向けた準備を行う。

健康教育の発表・評価① グループごとに発表する。

健康教育の発表・評価② グループごとに発表する。

健康教育の評価・まとめ 発表の評価についてと本授業の総まとめを行う。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 健康教育論

1500212単位数 2 担当教員 小島　亜未

441NUR321

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



　公衆衛生とは、全ての人間及びその集団を対象とする活動であり、それ故全ての人間が、より良い状態で生活し、生涯を終えることを追及してい
ることを理解する。また、全ての人の健康状態がどのように時代と共に変化し、守られてきているかを、全ての生活基盤において観察し、それを基
に、疾病予防・健康増進のためにどの様な活動や努力が必要か、生活環境や食物等との関係も含め理解する。
　また、これから先の人口高齢化、多病、多死、人口減少社会に対し、現代に生きる人間が如何に対処すべきかを考える。
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「わかりやすい公衆衛生学」

「ああ、野麦峠」

清水 忠彦 ， 佐藤拓代 (編集)

山本茂実 角川文庫

ヌーヴェルヒロカワ
 978-4-86174-066-4

978-4041433010

講義名 公衆衛生学（看護）

1500213単位数 2 担当教員 草野　文嗣※／小林　孝子

234NUT243,241NUR212

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70

30

①公衆衛生活動が、全ての人間の健全な生活にどのように関わっているかを理解する。
②全ての生活環境、食生活等が、人間の一生に関して如何に大きく関わっているかを理解する。
③現在のわれわれの生活内容、健康状態が、将来の世代に如何なる影響を与えるかを理解し、説明できる。

授業外学習

教科書

「わかりやすい公衆衛生学」は初回授業時に持参すること

参考書

国民衛生の動向（厚生労働統計協会）

前提学力等

人体解剖・生理を習得し、微生物、病理を理解していること。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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公衆衛生とは

授業計画

全ての人間を対象に、より良い健康状態を求める活動であることを知らせる。

人口の現状 人間集団の大きさを示す人口について知る。

人口の変動、高齢化 時代の変化によって、人口構成がどの様に変化し、高齢化したかを知る。

旧い日本の保健衛生 旧来の時代から終戦直後迄の日本人の保健衛生状態とその背景を知る。

戦後から現代までの日本の保健衛
生、平均寿命

タイトルに示した時代の背景と保健衛生状態、平均寿命の変化を知る。

感染症の発生と予防 旧来からの感染症の発生・予防対策を知る。

非感染性疾患 その発症要因と予防策を知る。

母子保健 母子保健の現状と課題を知る。

健康教育とヘルスプロモーション 健康教育と社会環境づくりの方法を知る。

環境保健 自然環境と人の健康との関わりを知る。

公害、公害病 産業活動の不幸な結果としての公害とそれによる健康障害(公害病)の実態を知る。

産業保健、職業病、学校保健 職域学校における健康管理等の理解を深める。

食品衛生 食と健康保持との関係の重要性を知る。含 食中毒。

保健行政 地域保健法を含め、保健行政の現状を理解する。

疾病予防、介護保険制度 生活全般から健診を含め、疾病予防・重症化防止の重要性を理解する。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 公衆衛生学（看護）

1500213単位数 2 担当教員 草野　文嗣※／小林　孝子

234NUT243,241NUR212

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



講義期間の前半は公衆衛生看護の対象と保健活動について、さまざまな方向から理解することを目標とする。
公衆衛生看護の対象は、小児、母子、成人、高齢者などあらゆるライフステージの人々である。さらに、さまざまな健康課題を持つ人々も対象とな
る。これらの対象に行う保健活動について、各ライフステージおよび健康課題ごとに、現在までの保健統計の動向・保健活動の目的・行政における
保健施策体系・法的根拠についてテキストと配布資料をもとに講義を行う。
次いで講義期間の後半は、行政を中心に展開されている保健活動の方法について体系的に理解することを目標とする。公衆衛生看護技術の総体であ
る保健指導の定義と具体的な方法について、テキストと配布資料をもとに講義を行う。
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標準保健師講座２ 公衆衛生看護技術第3版

標準保健師講座３ 対象別公衆衛生看護活動第3
版

中村裕美子　他

中谷芳美　他 医学書院

医学書院
978-4-260-02193-7

978-4-260-01820-3

講義名 公衆衛生看護学Ⅰ

1500214単位数 2 担当教員 馬場　文／川口　恭子

441NUR330

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

65
到達目標(1) : 25％
到達目標(2) : 20％
到達目標(3) : 20％

35
到達目標(1) : 15％
到達目標(2) : 20％
iいずれも、第2回～第11回の授業の予習として課す宿題を評価対象とする。

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない。

(1) ライフサイクル別の保健活動について、保健統計の動向、法的根拠、各保健活動の目的、保健施策体系および施策の内容を述べることができる
。
(2) 健康課題別の保健活動について、保健統計の動向、法的根拠、各保健活動の目的、保健施策体系および施策の内容を述べることができる。
(3) 対象の特性（ライフサイクル・健康課題・個人・家族・集団・組織など）に応じた、保健指導の目的・方法・評価について述べることができる
。

授業外学習

第2回～第11回の授業については、法律・制度・保健統計の動向等に関する内容を、予習課題として事前に指示する。各自で教科書や参考図書を用
いて調べ、予習課題を当該授業までに提出すること。授業はその課題を終えていることを前提にすすめる。

教科書

2年次の公衆衛生看護学概論で購入している「国民衛生の動向」（厚生労働統計協会）を、教科書と合わせて持参すること。（特に初回～第11回）

公衆衛生マニュアル

母子保健マニュアル

柳川洋，中村好一 編集

高野陽　他 南山堂

南山堂
978-4-525-18733-0

978-4-525-18447-6

参考書

各授業においても、参考資料等のプリントを配布する。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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公衆衛生看護の場と特性

授業計画

公衆衛生看護とは、公衆衛生看護学Ⅰのすすめかた

ライフサイクル別活動①母子保健
活動

母子保健の指標と動向、母子保健活動の目的、母子保健施策体系、法的根拠

ライフサイクル別活動②成人保健
活動

成人保健の指標と動向、成人保健活動の目的、成人保健施策体系、法的根拠

ライフサイクル別活動③高齢者保
健活動

高齢者保健の指標と動向、高齢者保健活動の目的、高齢者保健施策体系、法的根拠

ライフサイクル別活動④高齢者保
健活動

高齢者保健の指標と動向、高齢者保健活動の目的、高齢者保健施策体系、法的根拠

健康課題別活動①難病保健活動 難病保健の指標と動向、難病保健活動の目的、難病保健施策体系、法的根拠

健康課題別活動②精神保健活動 精神保健の指標と動向、精神保健活動の目的、精神保健施策体系、法的根拠

健康課題別活動③障害者に対する
保健活動

障害者保健の指標と動向、障害者保健活動の目的、障害者保健施策体系、法的根拠

健康課題別活動④難病保健・精神
保健・障害者に対する保健（総

難病保健・精神保健・障害者に対する保健（総括）―事例を通して―

健康課題別活動④感染症保健活動
(1)

感染症保健の指標と動向、感染症保健活動の目的、感染症保健施策体系、法的根拠

健康課題別活動④感染症保健活動
(2)

結核対策、健康危機管理における感染症対策

方法論別活動①保健指導とは 保健指導の定義、法的根拠、保健指導で用いる技術

方法論別活動②家庭訪問 保健師による家庭訪問の意義と方法・評価、法的根拠

方法論別活動③健康相談・健康診
査

健康相談の目的・対象・方法、健康診査の目的・対象・方法・評価

方法論別活動④グループ支援・地
区組織化活動

グループ支援の目的・対象・方法、地区組織活動の目的・対象・方法・評価

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

法律・制度や保健統計などの解説だけではなく、地域保健活動の現場でどのように運用されているか、保健師の活動とどのように関係しているのか
、具体例をできるだけ多く伝えていきたいと考えています。

講義名 公衆衛生看護学Ⅰ

1500214単位数 2 担当教員 馬場　文／川口　恭子

441NUR330

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



本講義はオムニバス方式で展開し、①社会・環境と公衆衛生看護活動、②学校における学校保健活動、③歯科保健活動、④職域における産業保健活
動　についての基本的考え方を学ぶ。

①社会・環境と公衆衛生看護活動： 社会環境要因に関連した健康課題や健康格差などの今日的課題について学び、まちづくりやヘルスプロモーショ
ンの視点から課題の解決方法と看護職の役割を考察する。　
　
②学校保健活動： 学校における看護職の役割について理解し、今日的問題である生活習慣病の若年化や引きこもり・不登校・いじめ等の学校保健の
課題とその解決のための看護職の基本的役割についても学ぶ。

③歯科保健活動： 歯科保健における課題と活動を学び、看護職の役割を考察する。

④産業保健活動：
産業保健活動の目的は働く人々が労働と健康の調和を図り、心身ともに健康で充実した職業生活が出来るよう支援することである。産業保健活動の
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講義名 公衆衛生看護学Ⅱ

1500215単位数 2 担当教員 小林　孝子／西内　恭子※／馬場　文
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
【社会・環境】【学校保健】【歯科保健】
(1)定期試験（10％）
(2)定期試験（10％）

50
【産業保健】
中間レポート　20％
　労働者の健康課題について、その背景を調べ、産業看護の視点でさらに深めたい知識をリサーチする。

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

【社会・環境】【学校保健】【歯科保健】
(1)公衆衛生看護において社会や環境への働きかけが重要であることを説明することができる。
(2)社会や環境に関連した健康課題について説明することができる。
(3)学校保健における看護職者の役割について述べることができる。
(4)学校保健の課題とその解決方法を考え、述べることができる。
(5)歯科保健の基本的知識を説明することができる。

【産業保健】

授業外学習

【産業保健】集中講義なので予習復習は難しいと思いますが、授業の中のキーワードについて知識を深めてください。

教科書

授業で資料を配布する。

国民衛生の動向

参考書

前提学力等

【産業保健】３年次の実習に出る前が望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期後半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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社会・環境と公衆衛生看護活動(1)

授業計画

地域づくりの視点から

社会・環境と公衆衛生看護活動(2)健康の社会的決定要因

社会・環境と公衆衛生看護活動(3)ソーシャルキャピタル

学校保健活動(1) 学校保健・看護とは
学校保健の対象

学校保健活動(2) 学校保健安全に関する法規
学校保健安全の制度とシステム

学校保健活動(3) 学校保健・看護の現状と健康課題

歯科保健活動(1) 地域における歯科・口腔保健活動の基礎

歯科保健活動(2) 歯科・口腔に関する保健指導の実際

地域保健における産業保健の位置
づけ

オリエンテーションと地域保健における産業保健の位置づけについて教授する。

産業保健の目標（定義） 産業保健のめざすもの、その重要性を歴史的な流れの中で教授する。

産業保健の歴史 産業保健の動向について教授する。

企業と健康 企業における健康の位置づけについて教授する。

労働者の健康問題の動向と現状 各種統計資料から労働者の健康課問題の動向と現状を教授する。

産業保健活動の課題と展望 労働者の健康課題であるストレスと過重労働に焦点をあてながらも幅広い課題について教授する。

労働衛生の基礎知識 産業保健の推進体制と推進活動に係る基礎知識を教授する。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

第7回以降は集中講義になりますので、日時を確認しておくこと。

講義名 公衆衛生看護学Ⅱ

1500215単位数 2 担当教員 小林　孝子／西内　恭子※／馬場　文
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期後半 講義授業種別



地域で生活する人びと（小児・母子・成人・高齢者等）の健康障がいの予防、健康の保持・増進、健康障がいを持つ人びとを対象とする公衆衛生看
護学の概念、意義、基本的理念について学ぶ。またそれらを実践する際の活動の視点、活動の領域、展開方法などの基本的知識について理解する。
さらに日本や諸外国の公衆衛生看護活動の成立基盤や歴史、活動に用いられる主要な公衆衛生学の理論、医療・保健・福祉行政や法制度などを踏ま
えた上で、公衆衛生看護学のあり方や現状と課題、今後の展望について学ぶ。
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「標準保健師講座１ 公衆衛生看護学概論」

「国民衛生の動向」

奥山則子他

厚生労働統計協会

医学書院

講義名 公衆衛生看護学概論

1500216単位数 2 担当教員 小林　孝子

241NUR235-C

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60
(1)定期試験（10％）
(2)定期試験（10％）
(3)定期試験（10％）

13

27

(1)レポート（4％）地域を知ろう
(2)レポート（4％）事例に提供できる保健サービス
(5)レポート（5％）ヘルスプロモーションの実践活動

(1)レスポンスペーパー（2％）グループ討議・発表（2％）
(2)レスポンスペーパー（2％）グループ討議・発表（2％）
(3)小テスト（15％）

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

(1)公衆衛生看護の理念と概念を説明できる。それらの知識を元に、自らの健康観や地域をみる視点について述べることができる。
(2)保健師活動の場と提供するサービスを説明できる。
(3)公衆衛生看護学に関する法律や社会制度およびそれらの関係性について説明できる。
(4)公衆衛生看護の歴史に関して、事象や意義について説明できる。
(5)健康に関する概念と変遷およびプライマリヘルスケア、ヘルスプロモーションについて説明できる。

授業外学習

教科書

教科書は初回授業から持参すること

参考書

参考書は講義中、適宜紹介する

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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公衆衛生看護の理念・概念

授業計画

理念、概念、地域をみる視点、保健師活動の実際、課題提示

地域を知ろう 住んでいる市町村や好きな市町村の紹介、地域の理解

健康を支援するサービス(1) 地域で活動する保健師の姿、活動の場、保健サービス、課題提示

健康を支援するサービス(2) 事例への保健サービスの検討、GWと発表

保健師活動と関連する法令 関連する法令、発表したサービスと根拠法令

公衆衛生看護の変遷(1) 創成期から戦後（保助看法制定頃）まで

公衆衛生看護の変遷(2) 創成期から戦後（保助看法制定頃）まで

公衆衛生看護の変遷(3) 母子保健活動
保健師活動の変遷、現在の活動まで含む　

公衆衛生看護の変遷(4) 成人保健活動
保健師活動の変遷、現在の活動まで含む　

公衆衛生看護の変遷(5) 高齢者保健活動
保健師活動の変遷、現在の活動まで含む　

国際的視点から見る公衆衛生看護
活動

諸外国の公衆衛生看護活動、小テスト（法令）

プライマリヘルスケア，ヘルスプ
ロモーションの概念と活動

プライマリヘルスケアの概念と実践、ヘルスプロモーションの概念と実践、課題提示

健康を支援するまちづくり(1) ヘルスプロモーション実践例のGW

健康を支援するまちづくり(2) ヘルスプロモーションの実践例発表と解説

健康を支援するまちづくり(3) ヘルスプロモーション発表のまとめ、地域診断

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 公衆衛生看護学概論

1500216単位数 2 担当教員 小林　孝子

241NUR235-C

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



国際的視野から看護を展開するには、どのような知識が必要であるかを理解したうえで、諸外国の人々の健康と保健・医療の現状について知り、人
々の健康に影響を及ぼす人口学的、社会経済学的、文化的な要因について考えていきます。また、国際看護の基本概念ならびに世界の健康問題をふ
まえ、異文化の価値観を尊重した看護実践について、事例を通して発展的に考えられるようにします。
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講義名 国際看護学

1500217単位数 1 担当教員 近藤　麻理※／森　恵※

441NUR331

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

0

70

30

到達目標(1)(2)(3)については、小レポート（30％）
到達目標(4)については、課題レポート（40％）

授業時のグループによるディスカッションへの参加度と態度（30％）を総合的に評価する。

100点満点で採点し、60点以上を合格とする。

（1）世界の健康課題について人口動態等から説明することができる。（世界人口動態の復習）
（2）国際機関の役割について理解することができる。（国際機関の名称と役割の予習と復習）
（3）国際看護の基本となる概念や実践活動を理解することができる。（ＰＨＣ、ＭＤＧｓ、人間の安全保障の復習）
（4）国際的看護活動の実際を知り、看護の役割を考えることができる。（対象者理解を深めるための映像や書籍による復習）

授業外学習

教科書

知って考えて実践する国際看護 近藤麻理 医学書院

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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グローバル化と国際機関の役割

授業計画

タイトルに同じ

国際看護や国際的支援活動の基本
となる概念と実践活動

タイトルに同じ

世界の健康課題と貧困・ジェンダ
ー

タイトルに同じ

看護の移動労働と保健政策の展望 タイトルに同じ

国際的看護活動の実際（１） タイトルに同じ

国際的看護活動の実際（２） タイトルに同じ

国際的看護活動から看護の役割を
考える

タイトルに同じ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

担当者から一言

講義名 国際看護学

1500217単位数 1 担当教員 近藤　麻理※／森　恵※

441NUR331

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講義授業種別



現在起こりうる災害、大規模事故や感染症などによる健康危機の発生と対応の必要性を理解する。その上で、危機予防、初動対処、被害者の健康管
理、医療提供、精神保健対策など主要な対策、管理における看護職の役割、基本的な知識と技術を学ぶ。�
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系統看護学講座統合分野 看護の統合と実践〔3
〕災害看護学・国際看護学

日本赤十字社　事業局看護部 医学書院
978-4-260-00908-9

講義名 災害看護学

1500221単位数 1 担当教員 増尾　佳苗※／藤本　理恵※

441NUR332

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

０

5０

50
授業参加度・態度：50％（内訳：授業内課題(意見・感想)20％、グループワーク参加度・共有30％）�

３分の１以上欠席した場合は評価の対象としない。

国内の災害について理解し、その対応と対策について理解できる。�

授業外学習

集中講義となるため、授業内容に関連することについて調べ、自分の考えを説明できるようにしておくこと。�

教科書

災害時のこころのケア 日本赤十字社

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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災害看護の基礎知識

授業計画

災害看護の歴史、災害の種類など基礎知識を知る。

被災者の特性に応じた災害看護の
展開

被災者特性(小児、高齢者、母性、慢性疾患患者、精神疾患患者など)別の災害時看護をグループワー
クを交えて、学びを深める。

こころのケア 被災者は想像を超える体験をされている。その体験から精神的なダメージが大きい。その方々の関わ
りについて理解を深める。

災害サイクルに応じた災害現場別
の災害看護

災害サイクル（超急性期、急性期、回復期・復興期、静穏期)別の災害時看護を学ぶ。

トリアージ 災害現場における系統的アプローチであるCSCATTTについて理解を深め、医療が関わるTTT(トリアー
ジ・治療・搬送)について実際の体験を交えて理解を深める。

包帯法・遺体修復 三角巾を活用し、生活の中でできる包帯法を実施する。また、ハンカチでできる遊びを提案する。遺
体修復については、日航機墜落事故を取り上げる。

トリアージ・救護所活動(机上訓練
)

グループに分かれて、災害発災から救護所活動について机上訓練を行う。

まとめ� 第7回目の机上訓練を終えて、グループで学びを共有し、災害看護について自身が今からできること
を見出す。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

注）受講人数が40名を超えた場合は、人数を調整いたします

講義名 災害看護学

1500221単位数 1 担当教員 増尾　佳苗※／藤本　理恵※

441NUR332

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講義授業種別



在宅療養の場面や状況、終末期等のさまざまな事例を通して、療養者およびその家族の生活の継続・拡大・QOLの向上といった目標を達成するために
必要な支援を学ぶ。また、多職種・他機関等、多種多様なチームでの支援とその中での看護職の役割を理解する。これらを統合して、課題達成のた
めに必要な看護過程の展開について演習を通して学びを深める。さらに、グループワークを通しマネジメント能力、チームケア能力を養う。
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《系統看護学講座　統合分野》　在宅看護論 医学書院
978-4-260-02762-5

講義名 在宅看護学演習

1500222単位数 1 担当教員 森本　安紀／河野　益美

341NUR316

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50

20

30

レポート10%
課題10％

グループワーク演習30%

１）3分の１以上欠席した場合は、評価の対象としない。
２）期日に間に合わなかった、提出物は評価の対象としない。

(1)在宅療養者と家族を生活者として理解し、そのセルフケアの能力の強化・維持と、QOLの向上を目指した看護を考えることができる。
(2)在宅療養者と家族らの生活のとらえ方、コミュニケーション・指導技術・看護技術の創意工夫等の能力を高めることができる。
(3)グループワークに積極的に参加し、計画的・自主的に学習を進めることができる。

授業外学習

教科書

2回生で使用した教科書を継続して使用する。

参考書

授業内で随時提示する。

前提学力等

在宅看護学概論・在宅看護援助論の履修が望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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在宅看護技術（生活支援１）

授業計画

在宅における生活支援の援助ポイントを学ぶ

在宅看護技術（生活支援２） 在宅における生活支援の援助ポイントを学ぶ

在宅看護技術（ライン類の管理な
どの医療的ケア）

在宅における医療的ケアの実際について知り、胃ろう・気管切開・中心静脈栄養・ストーマなどの管
理を学ぶ

在宅看護技術（褥瘡） 在宅における褥瘡の看護について学ぶ

在宅看護技術（認知症看護） 在宅における認知症看護について学ぶ

在宅看護技術（終末期看護） 在宅における終末期看護について学ぶ

在宅看護技術（精神・難病看護） 在宅における精神看護・難病看護について学ぶ

在宅で生活する難病患者の現状 在宅で療養するということについて実際の話をから考える

在宅看護技術（小児） 在宅における小児看護について学ぶ

事例演習（１） 看護過程事例のアセスメントと目標設定

事例演習（２） 計画立案

事例演習（３） 計画実施演習

事例演習（４） 計画実施演習

事例演習（５） 発表・評価（６グループ）

事例演習（６） 発表・評価（６グループ）

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 在宅看護学演習

1500222単位数 1 担当教員 森本　安紀／河野　益美

341NUR316

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



在宅看護の歴史や在宅看護が必要とされる社会的背景を踏まえ、在宅看護の概念、わが国の在宅ケア・在宅看護に関連する制度やシステムについて
教授する。さらに、健康障害を持ちながら在宅で生活する人々と、その家族の生活の質の向上を目指した看護を実践するために必要な基本的な考え
方と基礎知識を教授する。
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《系統看護学講座　統合分野》　在宅看護論 医学書院
978-4-260-02762-5

講義名 在宅看護学概論

1500223単位数 1 担当教員 河野　益美／森本　安紀

241NUR231-C

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

80
筆記試験

20
課題レポート・講義中の提出物

（１）到達目標に対する達成度は本試験結果および課題レポートの内容で評価する。
（２）課題レポートは指示された期日を過ぎた場合は未提出として取り扱う。

１，在宅看護の対象・目的・機能を理解し、説明することができる。
２．生活の場である在宅での看護について理解し、説明することができる。
３．訪問看護を含む在宅ケアシステムについて理解し、説明することができる。
４．在宅療養を支える制度と社会資源を理解し、説明することができる。
５．社会資源の活用における看護職の役割について理解し、説明することができる。

授業外学習

事前学習については講義初日のオリエンテーションで示す

教科書

参考書

適宜紹介

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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日本の在宅看護の変遷と社会背景
（１）

授業計画

・在宅看護の歴史
・在宅看護の社会背景

日本の在宅看護の変遷と社会背景
（２）

・在宅看護、活動の実際を知る〈DVD視聴〉

在宅看護の目的 ・在宅看護が目指すもの
・在宅看護の対象と活動の場

在宅看護の対象者 ・在宅看護の対象者
 （年齢との関係、多い疾患、障がいの状態）

在宅療養を支える看護 ・訪問看護制度
・在宅看護に関する法体系（介護保険、医療保険）

在宅ケアのケアマネジメントと関
係機関・関係職種の連携

・継続看護と退院調整
・看護職との連携

在宅ケアを支える制度と社会資源 ・在宅資源の活用
・他職種との連携・協働

在宅看護における倫理的諸問題 ・在宅看護の倫理的諸問題

試験

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

担当者から一言

講義名 在宅看護学概論

1500223単位数 1 担当教員 河野　益美／森本　安紀

241NUR231-C

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



在宅における看護職の役割・機能を理解して、継続看護の重要性を理解する。在宅で療養をする対象者及びその家族への生活支援に関する看護活動
の知識・技術について学ぶとともに、療養する人々を取り巻く家族の課題を理解する。療養者及びその家族が生活を継続・拡大できることを目標に
した、自立生活の確立などQOLの向上のために必要な在宅看護の看護展開を学び、在宅看護の実践能力を養う。
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《系統看護学講座　統合分野》　在宅看護論 医学書院
978-4-260-02762-5

講義名 在宅看護援助論/

1500224単位数 2 担当教員 河野　益美／森本　安紀
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60
定期試験

40
レポート・グループワークなどの課題

１）3分の１以上欠席した場合は、評価の対象としない。
２）期日に間に合わなかった提出物は、評価の対象としない。

(1)在宅看護における継続看護の必要性について説明できる。
(2)社会資源を活用したケアマネジメントについて理解出来る
(3)在宅看護における家族看護の必要性について説明できる。
(4)在宅看護における看護過程の展開方法が理解できる。

授業外学習

教科書

２回生前期で使用した教科書を継続して使用する

参考書

授業内で随時提示する

前提学力等

在宅看護学概論の履修が望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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在宅看護の機能と役割

授業計画

在宅看護概論の復習
在宅看護における看護展開の考え方

訪問看護ステーションの機能と役
割

訪問看護ステーションの現状
訪問看護師の役割

在宅看護における安全性 在宅看護におけるリスクの特徴
リスクマネジメントの考え方

退院指導と継続看護 療養者のための看護師の連携の重要性
継続看護とは

社会資源活用とケアマネジメント ケアマネジメントとは
社会資源とは

地域包括ケアシステムとケアマネ
ジメントの実際

地域包括ケアシステムとは
地域包括支援センターの役割

在宅看護における家族看護と理論
（１）

在宅看護の対象者としての家族
理論を用いた家族のとらえ方

在宅看護における家族看護と理論
（２）

理論を用いた家族のとらえ方

在宅看護における家族看護と理論
（３）

介護者としての家族の実際
訪問看護師が行う家族への支援の実際

在宅看護の看護過程（１） 在宅看護での看護展開について
ICFとは

在宅看護の看護過程（２） 在宅でのアセスメントとは
在宅看護の目標の立て方

在宅看護における生活のアセスメ
ント

在宅看護における生活のアセスメントとその意義

在宅看護における看護過程の事例
展開（１）

在宅看護過程の事例展開
在宅療養者の関連図

在宅看護における看護過程の事例
展開（２）

在宅看護過程の事例展開
在宅療養安定期

在宅看護における看護過程の事例
展開（３）

在宅看護過程の事例展開
在宅療養移行期

テスト

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 在宅看護援助論/

1500224単位数 2 担当教員 河野　益美／森本　安紀
講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



訪問看護ステーションの活動の実際を通し、在宅療養者とその家族の健康上の問題を理解し、生活の場に応じた看護の役割と方法について学ぶ。ま
た、訪問看護ステーションの活動の実際を通し、チーム医療及び他機関・多職種と協働する看護の役割を理解する。
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講義名 在宅看護学実習

1500225単位数 2 担当教員 森本　安紀／川口　恭子／河野　益美／
小島　亜未／馬場　文

341NUR317

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

10

90

レポート課題

実習への取り組み、日々の記録物

１）在宅療養者および家族の生活上の健康課題を理解できる。
２）療養者をとりまく生活環境を把握し，在宅看護の役割と方法を理解できる。
３）在宅生活に応じた療養者と家族の看護過程の展開ができる。
４）継続看護における訪問看護ステーションの役割を理解できる。
５）社会資源の活用方法と多職種との連携・調整を理解できる。
６）実習生として適切な態度と責任のある言動で実習に臨むことができる。
７）地域の特性を踏まえ今後の在宅看護のあり方について述べることができる。

授業外学習

１）訪問看護ステーションに関係する法律・制度について学習する。
２）訪問看護ステーションの機能・役割・活動について学習する。

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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実習初日オリエンテーション

授業計画

実習初日に実習にむけてのオリエンテーションを実施する。

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

講義名 在宅看護学実習

1500225単位数 2 担当教員 森本　安紀／川口　恭子／河野　益美／
小島　亜未／馬場　文

341NUR317

講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



在宅における看護職の役割・機能を理解して、継続看護の重要性を理解する。在宅で療養をする対象者及びその家族への生活支援に関する看護活動
の知識・技術について学ぶとともに、療養する人々を取り巻く家族の課題を理解する。療養者及びその家族が生活を継続・拡大できることを目標に
した、自立生活の確立などQOLの向上のために必要な在宅看護の看護展開を学び、在宅看護の実践能力を養う。
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《系統看護学講座　統合分野》　在宅看護論 医学書院
978-4-260-02762-5

講義名 在宅看護学

1500226単位数 2 担当教員 河野　益美／森本　安紀

241NUR232

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60
定期試験

40
レポート・課題・グループワークの成果など

１）3分の１以上欠席した場合は、評価の対象としない。
２）期日に間に合わなかった提出物は、評価の対象としない。

(1)在宅看護における継続看護の必要性について説明できる。
(2)社会資源を活用したケアマネジメントについて理解出来る
(3)在宅看護における家族看護の必要性について説明できる。
(4)在宅看護における看護過程の展開方法が理解できる。

授業外学習

教科書

２回生前期で使用した教科書を継続して使用する

参考書

授業内で随時提示する

前提学力等

在宅看護学概論の履修が望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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在宅看護の機能と役割

授業計画

在宅看護概論の復習
在宅看護における看護展開の考え方

訪問看護ステーションの機能と役
割

訪問看護ステーションの現状
訪問看護師の役割

在宅看護における安全性 在宅看護におけるリスクの特徴
リスクマネジメントの考え方

退院指導と継続看護 療養者のための看護師の連携の重要性
継続看護とは

社会資源活用とケアマネジメント ケアマネジメントとは
社会資源とは

地域包括ケアシステムとケアマネ
ジメントの実際

地域包括ケアシステムとは
地域包括支援センターの役割

在宅看護における家族看護と理論
（１）

在宅看護の対象者としての家族
理論を用いた家族のとらえ方

在宅看護における家族看護と理論
（２）

理論を用いた家族のとらえ方

在宅看護における家族看護と理論
（３）

介護者としての家族の実際
訪問看護師が行う家族への支援の実際

在宅看護の看護過程（１） 在宅看護での看護展開について
ICFとは

在宅看護の看護過程（２） 在宅でのアセスメントとは
在宅看護の目標の立て方

在宅看護における生活のアセスメ
ント

在宅看護における生活のアセスメントとその意義

在宅看護における看護過程の事例
展開（１）

在宅看護過程の事例展開
在宅療養者の関連図

在宅看護における看護過程の事例
展開（２）

在宅看護過程の事例展開
在宅療養安定期

在宅看護における看護過程の事例
展開（３）

在宅看護過程の事例展開
在宅療養移行期

テスト

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 在宅看護学

1500226単位数 2 担当教員 河野　益美／森本　安紀

241NUR232

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



人体のしくみは神経系，内分泌系，循環・免疫系の縦糸と各臓器別の横糸によって織りなされている．この人体の正常構造と機能を理解した上で，
循環器疾患，消化管疾患，肝臓・胆嚢・膵臓疾患，内分泌・代謝性疾患，腎・尿路疾患，脳神経疾患の病態生理，症状，検査と治療法の基礎知識を
学び，看護に必要な病気の理解を深める．
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成人看護学〔２〕～〔８〕、〔10〕、〔11〕 医学書院

講義名 疾病論Ⅰ

1500311単位数 2 担当教員 横井　和美／荒川　千登世／糸島　陽子／
金子　隆昭※／髙橋　完※

241NUR207

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50

50

各担当教員の配点の合計を総合点数とする

（１）臓器別に主要疾患の成り立ち（原因）と症状・徴候が説明できる。
（２）臓器別に主要疾患の診断法および治療法が説明できる。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

１回生時の授業科目「体のしくみと機能ⅠおよびⅡ」を履修・理解していること．

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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疾病論の総論

授業計画

看護を行う上で病気を理解する意義、
病気の原因と全身性の症状・徴候からのフィジカルアセスメントの意義

呼吸器系疾患・検査・治療① かぜ症候群、肺炎、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患、肺結核、呼吸リハビリテーション、気胸、肺が
ん、外科的治療（気管カニューレ、胸腔ドレナージ、肺切除術）

呼吸器系疾患・検査・治療② かぜ症候群、肺炎、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患、肺結核、呼吸リハビリテーション、気胸、肺が
ん、外科的治療（気管カニューレ、胸腔ドレナージ、肺切除術）

循環器系疾患・検査・治療① 高血圧、虚血性心疾患、心不全（SGC・インターベーション）弁膜症、心膜炎、先天性心疾患、動静
脈疾患、洞不全症候群（ペースメーカー・ECGの見方）等の診断（検査）・治療

循環器系疾患・検査・治療② 高血圧、虚血性心疾患、心不全（SGC・インターベーション）弁膜症、心膜炎、先天性心疾患、動静
脈疾患、洞不全症候群（ペースメーカー・ECGの見方）等の診断（検査）・治療

消化器系疾患・検査・治療① 食道疾患（胃食道逆流症、アカラシア等）、胃炎、消化性潰瘍、過敏性腸症候群、大腸がん等、消化
管の検査、治療

消化器系疾患・検査・治療② 食道疾患（胃食道逆流症、アカラシア等）、胃炎、消化性潰瘍、過敏性腸症候群、大腸がん等、消化
管の検査、治療

消化器系疾患・検査・治療③ 肝炎、肝硬変、胆石症、膵炎の症状と治療

代謝系疾患・検査・治療① 糖尿病の定義，病型，診断，合併症（急性，慢性），治療．

運動器系疾患・検査・治療① 変形性股関節症、変形性膝関節症・骨折・脊柱管狭窄症、脊髄損傷等の症状と治療

運動器系疾患・検査・治療② 理学療法、作業療法

外科的治療：麻酔学① 麻酔の定義、麻酔の歴史、麻酔の作用機序と理論、各種麻酔法（全身麻酔、脊髄くも膜下麻酔、硬膜
外麻酔、局所麻酔）

外科的治療：麻酔学② 術前評価と麻酔計画、周術期の管理（循環、呼吸、代謝、体温、ｉｎ-outバランス、鎮痛など）、ペ
インクリニック

外科的治療：脳神経外科① 頭部外傷、脳腫瘍、脳血管障害（クモ膜下出血等）の外科的治療、脳ドレナージ

外科的治療：脳神経外科② 頭部外傷、脳腫瘍、脳血管障害（クモ膜下出血等）の外科的治療、脳ドレナージ

定期試験 各担当から出題

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 疾病論Ⅰ

1500311単位数 2 担当教員 横井　和美／荒川　千登世／糸島　陽子／
金子　隆昭※／髙橋　完※

241NUR207

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



子どもの権利と、代表的な発達理論を踏まえ、子ども（胎児期から新生児期を含む）の成長発達の概念と成長発達過程について理解し、健全な成長
発達を促進する援助技術力を育成する。小児看護の役割や意義について教授する。
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小児看護学① 濱中喜代 メジカルフレンド社

講義名 小児看護学概論

1500321単位数 1 担当教員 古株　ひろみ／川端　智子／玉川　あゆみ

141NUR225-C

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
ループリック参照

30
ルーブリック参照

授業時間数の３分の１以上欠席した者は評価対象にしないこととする

①成長発達の特徴・共通性・影響因子が理解できる
②発達に関する諸理論について理解できる
③小児各期の身体・運動・心理・社会的発達とその評価方法が理解できる
④年齢に応じた遊びや生活援助について説明できる
⑤子どもの権利が理解できる

授業外学習

教科書

テキストは初回授業から持参すること

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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小児看護の特徴と役割

授業計画

看護の対象となる子どもは常に成長発達する存在であること、しかし、それには大人の支援が必要で
あること。そのためには、子ども観をしっかり持つことへの理解を深める。

子どもの権利と看護 子どもの権利の重要性と権利を重んじた援助のあり方を教授する。発達に関する理論について教授す
る。

胎児・新生児期～乳児期前期 胎児から新生時期の機能的発達と新生児期および乳児期前期の発達を踏まえて栄養・睡眠及び健康増
進のための援助方法が理解できるよう教授する。

乳児期後期及び幼児期前期の成長
発達と看護　

乳児期後期および幼児期前期の発達を踏まえて栄養・睡眠・清潔・排泄・活動　健康増進のための援
助方法が理解できるよう教授する。

幼児期後期の成長発達と看護 幼児期後期の発達を踏まえて栄養・睡眠・清潔・排泄・活動　健康増進のための援助方法が理解でき
るよう教授する。

学童期・思春期の成長発達と看護 学童期・思春期の身体・運動・心理・社会的発達が理解できるよう教授する。滋賀県の就学に関する
現状を教授する。

成長発達を促す援助 成長発達の評価方法とそれに伴う課題について教授する。

子どもと家族の成長発達を促す援
助

家族システム、家族の発達など家族の存在を踏まえた子どもの発達について理解できるよう教授する
。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 小児看護学概論

1500321単位数 1 担当教員 古株　ひろみ／川端　智子／玉川　あゆみ

141NUR225-C

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期前半 講義授業種別



小児期の主な健康障害を理解し、生活上の問題、看護援助の方法、小児期の主な疾患
 とその病態生理、健康障害が子どもの成長発達や生活およびその家族に及ぼす影響に
ついて理解し、健康障害に応じた看護過程を実践する上で必要な基本的知識を学ぶ。
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小児看護学②

小児看護学①

濱中喜代

濱中喜代 メディカルフレンド

メディカルフレンド

講義名 小児臨床看護学/

1500322単位数 2 担当教員 古株　ひろみ／川端　智子／玉川　あゆみ
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70

5

25

胎児循環と新生児循環などのレポート

小テスト（毎回実施）

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（１）小児期の主な疾患とその病態生理が理解できる
（２）健康障害が子どもの成長発達や生活およびその家族に及ぼす影響について説明で　　きる
（３）健康を障害された子どもとその家族のQOLを高める看護ケアが説明できる

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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健康障害や入院が子どもと家族に
及ぼす影響と看護

授業計画

健康障害や入院・治療などによる子どもへのストレスについて理解を深める。インフォームド・アセ
ントの必要性についての理解も深める。

よく見る症状の観察と看護（１） 下痢、嘔吐、発熱の機序とその観察点や看護援助についての理解を深める。また、感染症などによる
発疹の種類や対応について理解を深める

よく見る症状の観察と看護（２） 脱水・痛みの機序とその観察点や看護援助について理解を深める

予防接種・感染症と看護　 予防接種の種類と接種時期や注意点などについて理解を深める。小児に必要な感染予防方法について
理解を深める

骨・関節疾患と看護 小児に特有の疾患である先天性股関節脱臼、ペルテス病、側湾症などの疾患および治療法や看護につ
いて理解を深める

腎・泌尿器・内分泌疾患と看護 子どもに多い腎疾患の機序や観察点及び治療や看護について理解を深める。Ⅰ型糖尿病についての治
療や看護について理解を深める。

血液疾患・アレルギー疾患と看護 小児期で発見される血友病などの血液疾患の治療法や看護について理解を深める。食物アレルギーや
アトピーなどの小児期における変化やそれらに対する看護について理解を深める

呼吸器疾患と看護 上気道感染症および下気道感染症について、発達段階に応じた観察点や看護について理解を深める

神経・筋疾患と看護 てんかんおよび脳性まひなどの疾患の理解および観察点や看護について理解を深める

循環器疾患・消化器疾患と看護 循環器および消化器疾患での小児特有の疾患についてその症状の機序や観察点及び看護について理解
を深める

虐待と看護 虐待の現状と看護職としての役割について理解を深める

小児の救急看護 NICU退院後の子どもの在宅療養の現状と課題について理解を深める

病気を持つ子どもと家族への看護
（１）

手術を受ける子どもとその家族への看護について理解を深める。また、プレパレーションについて学
ぶ。

病気を持つ子どもと家族への看護
（２）

障害がある子どもとその家族への看護について理解を深める

成人への移行過程における看護
まとめ

成人移行期への看護のあり方について理解を深める
小児に特徴的な疾患および看護の重要な点について再度理解を深める。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 小児臨床看護学/

1500322単位数 2 担当教員 古株　ひろみ／川端　智子／玉川　あゆみ
講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



小児看護学概論、小児臨床看護学を踏まえて、様々な健康レベルや成長発達に応じた援助方法や技術 について学ぶ。また健康障害がどのように子ど
もの成長発達や家族に影響するのかを事例を通して理解し、小児看護実践を行うために必要な知識・技術・倫理観を習得する。
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小児看護学概論　小児保健

健康障害をもつ小児の看護

小児看護技術

濱中喜代

濱中喜代

添田啓子 メヂカルフレンド社

メヂカルフレンド社

メヂカルフレンド社
978-4-8392-3285-6

978-4-8392-3286-3

講義名 小児臨床看護学演習/

1500323単位数 1 担当教員 玉川　あゆみ／川端　智子／古株　ひろみ
講義コード

978-4-8392-1593-4

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40
到達目標の(2)について評価する。

60
到達目標(1)は看護過程個人ワーク15点、看護過程グループワーク（プレゼンテーションを含む）5点で評価する。
到達目標（2）は技術演習レポート15点で評価する。
到達目標（3）は保育園・幼稚園見学実習レポート（プレゼンテーションを含む）15点で評価する。

欠席－8点/回、遅刻、早退は-4点/回、演習時の不適切な身だしなみや他者への迷惑行為－2点/回減点とする。
だだし、授業時間数の３分の１以上欠席した者は評価対象にしない(ただし3分の１以内でも、保育園・幼稚園見学を欠席した者は評価対象にしない)
。

(1)事例を通して子どもを対象とした看護過程の展開ができる。
(2)小児看護における援助技術を習得できる。
(3)健康な子どもと活動を共にし、子どもの援助について発達段階をふまえた説明ができる。
(4)小児看護においてよく遭遇する倫理的な問題について解決方法を具体的に述べることができる。

授業外学習

技術演習のレポート・看護過程の展開などの課題有り

教科書

参考書

前提学力等

専門基礎科目など基礎的知識
小児看護学概論、小児臨床看護学を履修していることが望ましい

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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健康障害がある子どもを対象とし
た看護過程の展開 ①

授業計画

小児看護学実習で受け持つ特徴的な事例を基に、ペルテス病や軟骨異栄養症などの整形外科疾患の理
解および看護について学ぶ。

NICU看護 ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟメンタルケアなどNICUの看護について学ぶ。

健康障害がある子どもを対象とし
た看護過程の展開 ②

看護過程を展開する事例について学び、個人で看護過程を展開する。

小児看護技術演習①
健康障害がある子どもを対象とし

演習グループと看護過程展開グループとに分かれて講義を行う。
演習グループは小児の吸引・経管栄養法・移動/移乗・安全の技術について学ぶ。

小児看護技術演習②
健康障害がある子どもを対象とし

演習グループと看護過程展開グループとに分かれて講義を行う。
演習グループは小児の吸引・経管栄養法・移動/移乗・安全の技術について学ぶ。

小児看護技術演習①
健康障害がある子どもを対象とし

演習グループと看護過程展開グループとに分かれて講義を行う。
演習グループは小児の吸引・経管栄養法・移動/移乗・安全の技術について学ぶ。

小児看護技術演習②
健康障害がある子どもを対象とし

演習グループと看護過程展開グループとに分かれて講義を行う。
演習グループは小児の吸引・経管栄養法・移動/移乗・安全の技術について学ぶ。

保育園・幼稚園見学実習 幼稚園および保育園の見学を通して年齢ごとの発達の特徴や生活について学ぶ。

保育園・幼稚園見学実習 幼稚園および保育園の見学を通して年齢ごとの発達の特徴や生活について学ぶ。

保育園・幼稚園見学実習 幼稚園および保育園の見学を通して年齢ごとの発達の特徴や生活について学ぶ。

健康障害がある子どもを対象とし
た看護過程の発表①

グループで展開した看護過程をプレゼンテーションし、討論することで学びを深める。

健康障害がある子どもを対象とし
た看護過程の発表②

グループで展開した看護過程をプレゼンテーションし、討論することで学びを深める。

発達障害児看護 発達障害児に関する理解および具体的看護援助について学ぶ。

保育園・幼稚園見学実習での学び
の発表

幼稚園および保育園の見学を通して年齢ごとの発達の特徴や生活について学んだことをグループ毎に
プレゼンテーションし、学びを深める。

子どもの権利と個人情報の保護 小児看護における子どもの権利と個人情報保護について学ぶ。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

小児看護学概論、小児臨床看護学の修得

講義名 小児臨床看護学演習/

1500323単位数 1 担当教員 玉川　あゆみ／川端　智子／古株　ひろみ
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



入院中の子どもの疾患・治療・成長発達・生活・家族の状態を総合的に理解し、子どもと家族のニーズをふまえ、個別性に応じた計画的な看護実践
が展開できる基礎的な能力を養う。
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小児看護学概論

健康障害をもつ小児の看護

小児看護技術

濱中喜代

濱中喜代

添田啓子 メヂカルフレンド社

メヂカルフレンド社

メヂカルフレンド社
978-4-8392-3285-6

978-4-8392-3286-3

講義名 小児臨床看護学実習/

1500324単位数 2 担当教員 玉川　あゆみ／川端　智子／古株　ひろみ
講義コード

978-4-8392-1593-4

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
到達目標は実習記録、ケアやカンファレンスの内容、面談などから実習期間を通し実習評価項目に基づき総合的に評価
する。評価比率は（1）：14％、（2）：6％、（3）：24％、(4)：16％、（5）：16％、（6）：24％である。100点満点
で採点し、60点以上を合格とする。

遅刻・早退は－7点/回、欠席-14点/回とする。
学校感染症による出席停止の場合は追実習を実施する。

（1）患児の成長発達に応じたコミュニケーションや遊びができる。
（2）小児期の健康障害が、家族に及ぼす影響を理解できる。
（3）看護ニーズに関する情報を系統的に収集し、理論的根拠に基づいたアセスメント・
　　診断・計画立案ができる。
（4）患児の個別性に応じた安全なケアを実施し、計画の評価・修正ができる。
（5）患児とその家族の人権を尊重し、個人情報・プライバシーを保護できる。
（6）看護者として主体性と協調性を持った意欲的な実習への取り組みができる。

授業外学習

子どもの身体的および心理・社会的発達、認知・言語的発達
子どもに特徴的な症状や疾患と看護

教科書

参考書

前提学力等

履修資格となる修得科目の学習内容が習得できている

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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オリエンテーション

授業計画

実習要項参照
（1）実習場所：小児保健医療センターＡＢＣ病棟

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

講義名 小児臨床看護学実習/

1500324単位数 2 担当教員 玉川　あゆみ／川端　智子／古株　ひろみ
講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



人体のしくみは神経系，内分泌系，循環・免疫系の縦糸と各臓器別の横糸によって織りなされている．この人体の正常構造と機能を理解した上で，
循環器疾患，消化管疾患，肝臓・胆嚢・膵臓疾患，内分泌・代謝性疾患，腎・尿路疾患，脳神経疾患の病態生理，症状，検査と治療法の基礎知識を
学び，看護に必要な病気の理解を深める．

159

成人看護学〔２〕～〔８〕、〔10〕、〔11〕 医学書院

講義名 疾病論Ⅱ

1500325単位数 2 担当教員 横井　和美／荒川　千登世／古株　ひろみ／
越山　雅文／未定＊／安原　治

241NUR208

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50

50

各担当者の配点の合計を総合点数とする

（１）臓器別に主要疾患の成り立ち（原因）と症状・徴候が説明できる。
（２）臓器別に主要疾患の診断法および治療法が説明できる。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

１回生時の授業科目「体のしくみと機能ⅠおよびⅡ」を履修・理解していること．

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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脳・神経系疾患・検査・治療①

授業計画

症状から診断へ：神経診断学（症候学、診察法、検査法）

脳・神経系疾患・検査・治療② 末梢神経疾患、神経筋疾患、筋疾患、神経系の感染症、脱髄疾患、機能性疾患（頭痛、てんかん）、
内科疾患に伴う神経症状

脳・神経系疾患・検査・治療③ 変性疾患：認知症を中心に（アルツハイマー病、血管性認知症、レビー小体病、前頭側頭型認知症、
パーキンソン病、脊髄小脳変性症、ALS　etc.）

代謝系疾患・検査・治療② 脂質異常症、メタボリックシンドローム、高尿酸血症、骨粗鬆症
下垂体の疾患、甲状腺の疾患

腎・泌尿器系疾患・検査・治療① ネフローゼ症候群、腎炎、腎不全の症状と治療

腎・泌尿器系疾患・検査・治療② 透析治療（血液透析、腹膜透析）

腎・泌尿器系疾患・検査・治療③ 外科的な治療を有する腎臓疾患、尿管疾患、膀胱疾患、尿道疾患

免疫系疾患・検査・治療① アレルギー・膠原病疾患・検査・治療
アレルギー性鼻炎、薬物アレルギー、アトピー性皮膚炎、アナフィラキシー、蕁麻疹、接触性皮膚

免疫系疾患・検査・治療② 自己免疫疾患（SLE,関節リウマチ等）、AIDS

血液・造血器系疾患・検査・治療
①

貧血、白血病、血友病、悪性リンパ腫、敗血症等の検査、治療

血液・造血器系疾患・検査・治療
②

貧血、白血病、血友病、悪性リンパ腫、敗血症等の検査、治療

悪性腫瘍：総論 癌の総説、診断、手術療法、化学療法、放射線療法、緩和医療

悪性腫瘍：各論① 胃癌、肝臓癌、大腸癌

悪性腫瘍：各論② 肺癌、乳癌、子宮癌

移植医療 移植治療の基礎的知識

定期試験 各担当者から出題

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 疾病論Ⅱ

1500325単位数 2 担当教員 横井　和美／荒川　千登世／古株　ひろみ／
越山　雅文／未定＊／安原　治

241NUR208

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



＜前半4回＞　
女性の性ステロイドホルモンの調整機構を理解した上で、その異常を学ぶ。
更年期の病態生理を学ぶ。
女性の膣・外陰・子宮・卵巣のそれぞれの臓器における疾患の病態を理解した上で、診断や治療を学ぶ。
新生児における代表的な疾患の病態を理解した上で、診断と治療を学ぶ。
＜後半4回＞
精神医学が対象としている代表的な疾患の病因、病理、疫学および、代表的な精神科治療の概要について学ぶ。
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成人看護学９　女性生殖器

新生児学入門

精神看護学Ⅱ

末岡浩　他

仁志田　博司

川野雅資　編 ヌーベル廣川

医学書院

医学書院
978-4-260-02184-5

978-4-260-01433-5

講義名 疾病論Ⅲ

1500326単位数 1 担当教員 越山　雅文／甘佐　京子

241NUR209

講義コード

978-4-86174-065-7

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
婦人科疾患＆新生児疾患：１００％（60点以上）

精神疾患に関しては、小テストを3回実施(小テスト60％定期テスト30％)

成績は、得点率を婦人科疾患50％、精神疾患50％とし、双方合わせて100点満点に換算して最終得点を出します。

<前半>
（１）成人女性の性ホルモンの調整機構が説明できる。
（２）月経異常の病態生理が説明できる。
（３）婦人科疾患の病態生理と診断、治療を説明できる。
（4）新生児の特徴を理解し説明できる。新生児の代表的疾患に関して、病態生理の説明と診断、管
　　理ができる。
<後半>
(1)代表的な精神疾患の病因、病理について説明できる。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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婦人科疾患

授業計画

１）性周期とホルモン、その異常と病態生理
２）月経異常

婦人科疾患 ６）子宮筋腫
７）子宮頚部異形成

婦人科疾患 １０）子宮内膜症
１１）卵巣良性腫瘍

新生児疾患 １）新生児の管理
２）合併症妊娠母体産児

精神疾患の理解① 1)精神物質作用による精神および行動の障害(F1)
      (アルコール依存症・薬物依存)

精神疾患の理解② 3)気分障害(F3) 　(双極性障害(躁うつ病)、うつ病)
4)神経性障害ストレス関連障害（F4）およ身体表現性障害(F5)

精神疾患の理解③ 5)生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群(F5)
摂食障害

精神科における治療の概要 1)生物学的側面からの治療：薬物療法とは
2)心理学的側面からの治療：精神療法とは

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 疾病論Ⅲ

1500326単位数 1 担当教員 越山　雅文／甘佐　京子

241NUR209

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期前半 講義授業種別



精神保健(mental health)の概念を理解し、心の機能や働きについて学習する。また、ライフサイクルに応じた精神社会的発達をベースに、発達年齢
における心の健康問題についても学習する。さらに、様々な生活の場において生じる心の健康問題や、それに対する予防や社会的な施策についても
学びを深める。特に、生活の場については、滋賀県における心の健康問題の現状や、それに対する取り組み状況についても情報として提供していく
。
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精神看護学Ⅰ

精神看護学Ⅱ 南江堂

南江堂

講義名 精神保健論

1500327単位数 2 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次

141NUR211

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
こころの機能と働き・ストレスと危機についての理解10％
ライフサイクルと心の健康についての理解　20％
生活の場と心の健康についての理解10％

30

20

課題①：自分に生じた防衛機制
３～４：レポートの提出ができ、防衛機制の中から3点選び、自分が今までに無意識に行っていた行動と防衛機制につ
いて、例を出して説明できるが、解釈の誤りが見られる。

毎授業事のレスポンスペーパーによるミニレポートの提出(感想・質問等)

レスポンスペーパーの未提出(理由なく)は、1回につきマイナス5点

①精神保健の概念を理解し、心の機能や働き、またその発達過程について理解する。
②エリクソンの発達理論を基に、ライフサイクルにおける心理社会的発達について理解する。
③様々な社会病理現象を通して、様々な生活の場や状況における、心の健康問題および心の健康維持増進について考えることができる。
④自己の心の発達および、心の健康維持増進について考えることができる。

授業外学習

教科書

人間看護学部の学生は必ずテキストを購入すること。

生涯人間発達論

精神看護学ノート

精神看護学Ⅰ

服部祥子

武井麻子

吉松和哉 ヌーベル廣川

医学書院

医学書院

参考書

内容は看護のテキストに限定せずプリントを配布する

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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心の機能・働き

授業計画

1)心の健康、メンタルヘルスの意義：心の健康「正常と異常の概念」
2)心の働き(精神の機能)；フロイトの精神力動論

ストレスと危機 １）ストレスと対処規制
2)危機理論とリスクマネジメント　

ライフサイクルとメンタルヘルス 4)ライフサイクルとメンタルヘルス
　　　　◇エリクソンの発達理論

心の健康と発達① 心の健康と発達①幼児前・後期
「幼児虐待」の問題：解離性同一性障害"

心の健康と発達② 心の健康と発達②：学童期～思春期
◇思春期モーニング

心の健康と発達③ 心の健康と発達③：成人前・後期
「自我の確立」　　『中年危機』

心の健康と発達③ 心の健康と発達③：老年期
『老年期の喪失体験』

生活の場における心の健康① 5)家庭という場の心の問題と対策(施策・法律)
　家族機能の変化と精神保健（DV、介護ストレス）　　◇ＤＶのサイクルについて　

生活の場における心の健康② 6）学校現場で起こる心の問題と対策(施策・法律)
　　いじめ、不登校、校内での暴力

生活の場における心の健康③ 7）職場でおこる心の健康問題と対策(施策・法律)
労働環境の変化：テクノストレス、リストラ・セクハラ、休職・自殺問題

生活の場における心の健康③ 8）職場でおこる心の健康問題と対策(施策・法律)：医療者の心の健康
　　看護師のストレスマネジメント、ディブリーフィング"

身体の健康問題を持つ人の心の健
康

9)身体の健康問題を持つ人の心の健康(リエゾン精神看護)
急性期、手術期、患者家族の思い、PTSD(心的外傷後ストレス)のを持つ対象"

ジェンダー論からみた精神保健 10）ジェンダー論からみた精神保健
性的マイノリティ(性同一性障害、同性愛)と心の問題"

アディクション(嗜癖)と心の問題アルコール依存症、薬物依存、対人依存等、様々な依存の背景にある問題を考える

心の健康を考える 11）心の健康を考える
　　自己開示　『ジョハリィの4つの窓』　　自己理解と他者理解　　　

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

心の健康について考える授業です。目に見えない「こころ」とじっくり向き合う機会にしてください。

講義名 精神保健論

1500327単位数 2 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次

141NUR211

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



エネルギーや栄養素の必要量は、個々人によって違いがある。栄養状態のアセスメント法を習得し、評価にあわせた栄養ケアが提案できるよう、栄
養素の名前、栄養素の働きを学習する。
健康な生活を維持するため、日常の食生活を見直すと共に、臨床栄養について学習し、各種疾患に対する栄養素のかかわりと、治療食を理解する。
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系統看護学講座　専門基礎分野　栄養学　人体
の構造と機能③

小野　杉山　鈴木　外山　中村 医学書院
978-4-260-01993-4

講義名 栄養学

1500328単位数 2 担当教員 小澤　惠子

241NUR210

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

80

20
レスポンスカードにより、授業の理解度と授業に対する取り組みの態度を評価する。（20％）

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（1）栄養状態のアセスメントの重要性を理解し、アセスメント法を習得する。
（2）生命体および人間にとっての栄養の意義を理解する。
（3）人体の成長、健康の維持・増進、にむけての知識・技術を習得する。
（4）臨床において疾患の治療に向けた知識・技術を習得する。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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人間栄養学と看護

授業計画

「栄養」及び「栄養素」の理解
食事における看護師の役割

栄養状態の評価・判定 栄養状態のアセスメント法（身体計測の方法・臨床検査の見方・食事調査）

栄養素の種類と働き 5大栄養素（炭水化物・たんぱく質・脂質・ビタミン・ミネラル）の代謝と働き
日本人の食事摂取基準について

栄養ケア・マネジメント 症例検討

栄養ケア・マネジメント 症例検討の振り返り

ライフステージと栄養① 乳児期・幼児期・学童期・思春期・青年期・成人期・妊娠期・授乳期

ライフステージと栄養② 更年期・高齢期

ライフステージと栄養③ 嚥下について

栄養管理法の選択 栄養管理法の種類と選択の条件
経腸栄養法（経鼻・胃ろう）・静脈栄養（抹消静脈・中心静脈）

臨床栄養① 病院食について（一般食・特別食）

臨床栄養② 糖尿病

臨床栄養③ 減塩食（高血圧症・循環器疾患・腎疾患・透析）

臨床栄養④ 癌の栄養　食物アレルギーについて

臨床栄養⑤ 褥瘡の栄養

健康つくりと栄養 食品と食品群・食文化

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 栄養学

1500328単位数 2 担当教員 小澤　惠子

241NUR210

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



小児期の主な健康障害を理解し、生活上の問題、看護援助の方法、小児期の主な疾患
 とその病態生理、健康障害が子どもの成長発達や生活およびその家族に及ぼす影響に
ついて理解し、健康障害に応じた看護過程を実践する上で必要な基本的知識を学ぶ。
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小児看護学②

小児看護学①

濱中喜代

濱中喜代 メディカルフレンド

メディカルフレンド

講義名 小児看護学

1500329単位数 2 担当教員 古株　ひろみ／川端　智子／玉川　あゆみ

241NUR226

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70

5

25

胎児循環と新生児循環などのレポート

小テスト（毎回実施）

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（１）小児期の主な疾患とその病態生理が理解できる
（２）健康障害が子どもの成長発達や生活およびその家族に及ぼす影響について説明で　　きる
（３）健康を障害された子どもとその家族のQOLを高める看護ケアが説明できる

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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健康障害や入院が子どもと家族に
及ぼす影響と看護

授業計画

健康障害や入院・治療などによる子どもへのストレスについて理解を深める。インフォームド・アセ
ントの必要性についての理解も深める。

よく見る症状の観察と看護（１） 下痢、嘔吐、発熱の機序とその観察点や看護援助についての理解を深める。また、感染症などによる
発疹の種類や対応について理解を深める

よく見る症状の観察と看護（２） 脱水・痛みの機序とその観察点や看護援助について理解を深める

予防接種・感染症と看護　 予防接種の種類と接種時期や注意点などについて理解を深める。小児に必要な感染予防方法について
理解を深める

骨・関節疾患と看護 小児に特有の疾患である先天性股関節脱臼、ペルテス病、側湾症などの疾患および治療法や看護につ
いて理解を深める

腎・泌尿器・内分泌疾患と看護 子どもに多い腎疾患の機序や観察点及び治療や看護について理解を深める。Ⅰ型糖尿病についての治
療や看護について理解を深める。

血液疾患・アレルギー疾患と看護 小児期で発見される血友病などの血液疾患の治療法や看護について理解を深める。食物アレルギーや
アトピーなどの小児期における変化やそれらに対する看護について理解を深める

呼吸器疾患と看護 上気道感染症および下気道感染症について、発達段階に応じた観察点や看護について理解を深める

神経・筋疾患と看護 てんかんおよび脳性まひなどの疾患の理解および観察点や看護について理解を深める

循環器疾患・消化器疾患と看護 循環器および消化器疾患での小児特有の疾患についてその症状の機序や観察点及び看護について理解
を深める

虐待と看護 虐待の現状と看護職としての役割について理解を深める

小児の救急看護 NICU退院後の子どもの在宅療養の現状と課題について理解を深める

病気を持つ子どもと家族への看護
（１）

手術を受ける子どもとその家族への看護について理解を深める。また、プレパレーションについて学
ぶ。

病気を持つ子どもと家族への看護
（２）

障害がある子どもとその家族への看護について理解を深める

成人への移行過程における看護
まとめ

成人移行期への看護のあり方について理解を深める
小児に特徴的な疾患および看護の重要な点について再度理解を深める。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 小児看護学

1500329単位数 2 担当教員 古株　ひろみ／川端　智子／玉川　あゆみ

241NUR226

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



成人期の特徴（発達段階、発達課題、健康問題）、生活と健康を守るシステム、地域（滋賀県）の成人保健活動の取り組みなどについて知る。また
、成人看護に活用する理論を用いて、各局面（急性期・回復期・慢性期・終末期）の基本的な看護の特徴について学ぶ。

169

ナーシンググラフィカ　成人看護学①　成人看
護学概論

安酸史子 MCメディカ

講義名 成人看護学概論

1500452単位数 1 担当教員 糸島　陽子

141NUR221-C

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60％
到達目標（１）20％
到達目標（２）20％　
到達目標（３）20％　

40％
到達目標（１）10％
到達目標（２）20％
到達目標（３）10％

（１）成人期にある人の特徴を理解できる。
（２）成人期にある人の生活と健康を守る保健・医療・福祉システムについて理解できる。
（３）成人看護に活用する概念・理論をもちいて、各局面における基本的な看護の特徴を理解できる。

授業外学習

青年期・壮年期・向老期にある成人いずれか１名にインタビューを行い、成人期の特徴について理解を深める。

教科書

参考書

前提学力等

１年次前期の必修科目を履修している

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別



170

成人期にある人の特徴①

授業計画

生涯発達について、エリクソン、ハヴィガースト、レビンソンの理論を紹介し、自己のライフサイク
ルをもとに成人期（青年期）の特徴を考える。

成人期にある人の特徴② インタビューをとおして、成人期（壮年期・向老期）の特徴を考える。

成人保健の動向① 疾病構造の変化、成人看護に関連する保健・医療・福祉の概要について紹介し、成人期にある人の保
健・医療・福祉の政策を知る。

成人保健の動向② 地域（滋賀県）の成人看護に関連する保健・医療・福祉の特徴を調べ、グループ討議をとおして、成
人期にある人の生活と健康を守るシステムについて考える。

健康問題の各局面の特徴と看護 マズローのニード論をもとに、グループ討議をとおして、急性期・回復期・慢性期・終末期の特徴と
看護について考える。

危機にある人々への看護　
障害のある人々への看護

アギュララとメズイック、フィンクの危機理論を紹介し、生命の危機的状況にある成人期の人への看
護について考える。また、セルフケア理論、各期におけるリハビリテーションについて紹介し、障害

慢性病をもつ人々への看護 自己効力理論、エンパワメント、病の軌跡について紹介し、病とともに生きる成人期にある人への看
護について考える。また、滋賀県のソーシャルサポートの現状について紹介する。

人生最期のときにある人々への看
護

死の受容過程、自己概念について紹介し、人生最期のときを迎える成人期にある人への看護について
考える。また、滋賀県の看取りの現状について紹介する。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 成人看護学概論

1500452単位数 1 担当教員 糸島　陽子

141NUR221-C

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期前半 講義授業種別



成人期の健康危機的状況にある患者とその家族（重要他者）の身体的・心理的・社会的看護問題を理解し、看護援助を展開するために必要な基礎的
知識、技術、態度を学ぶ。
ここでは、手術を受ける患者（模擬患者）への術前から術後・回復期の看護過程の展開を試みることにより、生命の危機的状況における看護につい
て考える。

171

ナーシング・グラフィカ　成人看護学②　健康
危機状況／セルフケアの再獲得

ナーシング・グラフィカ　成人看護学④ 周術
期看護

安酸 史子

中島恵美子 メディカ出版

メディカ出版

講義名 成人クリティカルケア演習

1500453単位数 1 担当教員 荒川　千登世／生田　宴里

341NUR302

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40％

60％
期末試験40％と演習60％(参加状況10％、計画立案・発表20％、技術チェック10％、課題ノート20％）で総合的に評価
する。参加状況10％は学生間のピア評価（グループ間評価5％、グループ内メンバー評価5％）とする。

1）成人期の健康危機的状況にある患者とその家族（重要他者）の、身体的・心理的・社会的看護問題を理解するために必要な知識を理解できる。
2）成人期の健康危機的状況にある患者とその家族（重要他者）の、看護過程の展開のために必要な情報を理解できる。
3）成人期の健康危機的状況にある患者とその家族（重要他者）の、周手期における生体の変化（侵襲・生体反応・回復過程）を理解できる。
4）成人期の健康危機的状況にある患者とその家族（重要他者）の、術後合併症の予防・早期発見・回復促進にむけた看護介入を理解できる。
5）成人期の健康危機的状況にある患者とその家族（重要他者）の、周術期におけるセルフケア充足のための援助を理解できる。
6）チーム（グループ）としての自己の役割・責任の自覚がもてる。

授業外学習

実習でも活用する「課題ノート」を作成することにより、予習復習をおこなう。
グループワークや技術練習など、計画的にすすめる。

教科書

高齢者と成人の周手術期看護2　術中／術後の生体反応と急性期看護　竹内登美子　医歯薬出版

ナーシング・グラフィカ22 成人看護学①　成
人看護学概論

高齢者と成人の周手術期看護２ 術中／術後の
生体反応と急性期看護

ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過
程と看護診断

安酸史子

竹内登美子

江川隆子 ヌーヴェルヒロカワ

医歯薬出版

メディカ出版

参考書

周術期の臨床判断を磨く　手術侵襲と生体反応から導く看護　鎌倉　やよい　医学書院

前提学力等

①成人期の特徴および発達段階の理解
②外科的疾患や治療法に関する身体構造と機能、病態生理の理解

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別



172

周術期における看護の概要

授業計画

オリエンテーション
周術期における看護の概要

臨床推論① 手術を受ける患者（模擬患者A）のIBL（Inquiry Based Learning）展開（グループワーク）

看護過程：術前の看護① 模擬患者Aさんの周術期の看護を組み立てる。
①情報の整理～術前アセスメント

看護過程：術前の看護② 模擬患者Aさんの周術期の看護計画を組み立てる。
②術前アセスメント～初期計画

看護過程：術中の看護 麻酔、手術室の環境、看護の役割、多職種の連携

看護過程：術後の看護 術直後の観察とケア、環境を整える、回復を促すケア

技術演習① 技術演習①：感染制御（外科的手指消毒とガウンテクニック）

技術演習② 技術演習②：創傷管理、ドレーン管理、輸液管理

臨床推論② 手術を受ける患者（模擬患者B）のIBL展開（グループワーク）

技術演習③
グループワーク

技術演習③：救急蘇生
グループワーク→模擬患者Bさんの情報整理～術前アセスメント～初期計画

技術演習④ 技術演習④：周術期における呼吸器ケア
模擬患者Bさんに対して立案した呼吸器系に関連する看護計画を実施・アセスメントしてみる。

技術演習⑤ 技術演習⑤：術直後の観察とケア
模擬患者Bさんの術直後の観察とケアを実施・アセスメントしてみる。

グループワークの発表① 模擬患者Bの看護のポイントと初期計画の発表。

グループワークの発表② 模擬患者Bの看護のポイントと初期計画の発表。

まとめ 知識と技術の統合：技術チェック
模擬患者Bさんの術直後の観察・アセスメント～報告のシュミレーションをおこなう。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 成人クリティカルケア演習

1500453単位数 1 担当教員 荒川　千登世／生田　宴里

341NUR302

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



周術期における成人期特有の健康問題をもつ患者とその家族（重要他者）の身体的・心理的・社会的看護問題を理解し、看護援助を展開するために
必要な基本的知識・技術・態度を習得する。

173

ナーシング・グラフィカ 成人看護学②　「健
康危機状況／セルフケアの再獲得」

ナーシング・グラフィカ 成人看護学④　「周
術期看護」

安酸 史子 他

中島恵美子 他 メディカ出版

メディカ出版

講義名 成人クリティカルケア実習

1500454単位数 2 担当教員 生田　宴里／荒川　千登世／伊藤　あゆみ／
喜多下　真里／大門　裕子／中川　美和

341NUR305

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
到達目標について、下記項目から総合的に評価する。

1）実習記録

成績評価の詳細は、「成人クリティカルケア実習評価表」を参照すること。
単位認定には、すべての到達目標で「レベル2（可）」以上を必要とする。

1）周術期にある患者の病態生理，手術治療や麻酔法とその影響，回復過程に関する基礎的理解ができる。
2）周術期にある患者とその家族（重要他者）の心理的ストレス状況の理解と対処への働きかけが理解できる。
3）急性期，回復期，社会復帰における患者とその家族（重要他者）の看護計画が立案できる。
4）周術期にある患者とその家族（重要他者）の生命と権利を尊重した看護を実施できる。
5）実施した看護に対して，客観的に評価できる。
6）周術期の患者の援助をとおして，医療チームや学生グループにおける自己の役割・責任にもとづく行動がとれる。
7）周術期の看護について，看護および看護に関連する概念や理論を活用し，論理的に洞察する。
8）周術期にある患者とその家族（重要他者）の看護をとおして，自己の看護への思いを表現できる。

授業外学習

教科書

ナーシング・グラフィカ　成人看護学① 「成
人看護学概論」

周手術期看護2「術中／術後の生体反応と急性
期看護」

ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過
程と看護診断

安酸史子 他

竹内登美子

江川隆子 ヌーヴェルヒロカワ

医歯薬出版

メディカ出版

参考書

周術期の臨床判断を磨く　手術侵襲と生体反応から導く看護　鎌倉やよい　医学書院

前提学力等

3年前期までの専門科目（実習を含む）専門基礎科目における必須科目の単位をすべて修得

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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成人クリティカルケア実習

授業計画

詳細は、実習要項を参照すること。

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

講義名 成人クリティカルケア実習

1500454単位数 2 担当教員 生田　宴里／荒川　千登世／伊藤　あゆみ／
喜多下　真里／大門　裕子／中川　美和

341NUR305

講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



成人期において慢性的な健康障害を持つ人々が、病いと治療・療養生活 に折り合いをつけながら、その人らしく生きていくことを支援する方法つい
て事例を通して学習し、実践のための基礎的な知識・技術・態度を習得する。また、療養生活を支援していく看護のさまざまな場面での役割を学ぶ
。

175

成人看護学　慢性期看護論　[第3版]

ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過
程と看護診断　[第5版]

鈴木志津枝　藤田佐和　編集

江川隆子　編集 NUVELLE　HIROKAWA

NUVELLE　HIROKAWA
978-4-86174-061-9

978-4-86174-067-1

講義名 成人クロニックケア演習

1500455単位数 1 担当教員 大門　裕子／中川　美和／横井　和美

241NUR301

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50％

40％

10％

演習記録を含む

小テスト

（１）療養生活を自分なりに調整しながら慢性の病と共に生きている患者・家族を全人的に理解する知識をもつ。　
（２）慢性の病と共に生きる患者・家族の療養生活を支える態度を養う。　
（３）慢性の病と共に生きる患者・家族の療養生活を支える技術を養う。
（４）慢性の病と共に生きる患者・家族の療養環境の調整や地域生活への支援を理解する。

授業外学習

教科書

慢性疾患の病みの軌跡―コービンとストラウス
による看護モデル

これなら使える看護診断　厳選NANDA－１　看
護診断83

NANDA-I看護診断定義と分類 2015-2017原書第
10版

黒江ゆり子　訳　

江川隆子　編集

T．ヘザー・ハードマン　／上鶴
重美　原書編集

医学書院

医学書院

医学書院
978-4-260-34172-1

978-4-260-01846-3

978-4-260-02088-6

参考書

江川隆子　編集　：　これなら使える看護介入　厳選47 NANDA-I看護診断への看護介入　(第2版) （医学書院）　ISBN978-4-260-01956-9

前提学力等

成人看護学や基礎看護学実習Ⅱを履修していることが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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慢性期における看護の概要
看護過程①

授業計画

授業概要
成人看護学（クロニックケア）の復習

看護過程② 病態関連図
（糖尿病性腎症による透析治療中の事例：病態生理・治療の関連）

看護過程③ ゴードンの機能的健康パターンによる情報収集
（糖尿病性腎症による透析治療中の事例：情報収集）

看護過程④ 問題の統合・照合
（糖尿病性腎症による透析治療中の事例：アセスメント）

看護過程⑤ 問題の確定
診断概念の確認、診断指標・関連指標との照合

セルフマネジメント セルフケア支援
行動変容を促す支援

ナラティブアプローチ 病とともに生きることへの支援
（糖尿病性腎症による透析治療中の事例：看護計画②）

症状マネジメント① 症状マネジメント
（糖尿病性腎症による透析治療中の事例：看護計画③）

症状マネジメント② 症状マネジメント（演習）
（糖尿病性腎症による透析治療中の事例：看護計画③）

ストレスマネジメント ストレスマネジメント（演習）
（糖尿病性腎症による透析治療中の事例：看護計画④）

地域での療養生活を支える看護 慢性期にある人をとりまく環境・社会資源・ヘルスケアシステム
（糖尿病性腎症による透析治療中の事例：看護計画⑤）

トピックス：化学療法の看護 化学療法を受ける人への看護
（乳がんの事例）

輸液療法① 輸液療法
（乳がんの事例）

輸液療法② 輸液療法（演習）
（乳がんの事例）

病とともに生きることを支える看
護

病とともに生きる人々に必要な看護
まとめ

定期試験

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

授業内で作成した成人クロニックケア演習ノートは成人クロニックケア実習で活用して下さい。

講義名 成人クロニックケア演習

1500455単位数 1 担当教員 大門　裕子／中川　美和／横井　和美

241NUR301

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 演習授業種別



　成人期における慢性的な健康障害を持つ人々の健康問題に対して、身体・心理社会面を含めた包括的アセスメントを行い、その人が病いと療養生
活に折り合いをつけながら、その人らしく生きていくことを尊重した看護実践力を習得する。また、患者の治療・療養生活の継続にあたって、患者
の家族（重要他者）や療養環境についても理解を深め、クロニックケアのあり方を追究する。
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講義名 成人クロニックケア実習

1500456単位数 2 担当教員 中川　美和／生田　宴里／伊藤　あゆみ／
喜多下　真里／大門　裕子／横井　和美

341NUR304

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

10％

90％
実習記録、実習実施状況

1．慢性的な健康問題をもつ患者とその家族（重要他者）を全人的に理解できる
2．慢性的な健康問題をもつ患者とその家族(重要他者)の意思を尊重した援助的人間関係が樹立できる
3．受け持ち患者の治療的管理と退院後地域での生活に向けた調整を考慮した個別的な看護計画が立案できる
4．援助の目的・必要性を理解したうえで患者の意思とセルフマネジメント力を考慮した、安全かつ安楽な方法で看護を実施できる
5．実施した看護に対して，受け持ち患者の在宅生活を見据えた客観的な評価ができる。
6．受け持ち患者を取り巻くすべての支援者との連携の必要性が理解でき、チームメンバーとしての自己の役割・責任にもとづく行動がとれる
7．クロニックケア（慢性期看護）について、看護および看護に関連する概念や理論を活用し、論理的に看護を洞察する。
8．慢性的な健康問題をもつ患者とその家族（重要他者）への看護をとおして、自己の看護への思いを表現できる

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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実習要項参照

授業計画

指定の実習施設で2週間、慢性期看護について学びケアを行う。

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

成人クロニックケア演習の学習内容を理解して実習に臨むこと

講義名 成人クロニックケア実習

1500456単位数 2 担当教員 中川　美和／生田　宴里／伊藤　あゆみ／
喜多下　真里／大門　裕子／横井　和美

341NUR304

講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



精神看護を実践する上で必要な精神医学の知識を学ぶ。精神医学が対象としている代表的な疾患の病因・病理・疫学・検査・診断法および、精神疾
患患者の回復から自立に向けた代表的な精神科治療の概要を学ぶ。
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講義名 精神臨床看護学/

1500461単位数 1 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
精神疾患の理解　40％
精神疾患の治療　40％
精神化領域の検査　20％

50
小テスト6回→合計点数を50点満点に換算

前回ならったことを含めた簡単な6回の小テストをします。

理由なくレスポンスペーパー未提出1回につき5点減点

①精神科医療の歴史的変遷および法制度について理解する。
②主な精神疾患の概要を知るとともに、その症状が対象の生活に及ぼす影響について理解する。
③精神科医療の治療法について理解する。
④精神障害に応じた看護について考えることができる。

授業外学習

教科書

精神看護学Ⅱ(NOUVELLE HIROKAWA)

参考書

授業中に、参考資料配布

前提学力等

メンタルヘルスケアの履修していることが望ましい；メンタルヘルスケアで学習した精神疾患の疾患分類・精神症状の基礎について理解しているこ
と

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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オリエンテーション(45分)

授業計画

オリエンテーション
復習：精神症状について(復習テスト)

精神疾患の理解① 1)精神物質作用による精神および行動の障害(F1)
      (アルコール依存症・薬物依存)

精神疾患の理解② 2)統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害(F2)
3)気分障害(F3) 　(双極性障害(躁うつ病)、うつ病)

精神疾患の理解③ 3)気分障害(F3) 　(双極性障害(躁うつ病)、うつ病)
4)神経性障害ストレス関連障害（F4）およ身体表現性障害(F5)

精神疾患の理解③
精神科における治療：①薬物療法

5)生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群(F5)
摂食障害

精神疾患の理解③
精神科における治療：①薬物療法

(1)向精神薬の作用機序
1)脳内アドレナリンと抗うつ薬の作用

精神科における治療：②精神療法
精神科における治療：③生活療

(1)適応と効果
支持的精神療法、認知行動療法、自律訓練法、芸術療法

精神科における治療：②精神療法
精神科における治療：③生活療

レクリエーション療法、生活技能訓練(SST)
電気ショック療法

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

疾患や治療等、覚えないといけないことが多い単元です。しかし、患者のアセスメントをしていく上で重要な知識になりますのでしっかり学習に取
り組んでください。

講義名 精神臨床看護学/

1500461単位数 1 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次
講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



成人期にある人々とその家族（重要他者）の健康問題について、クリティカル・クロニック・エンドオブライフの特徴をふまえて理解し、看護を展
開するために必要な基本的知識・技術・態度を習得する。
乳がん患者の事例をとおして、各局面における看護を学ぶ。
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成人看護学　慢性期看護論

ナーシング・グラフィカ　成人看護学⑥　緩和
ケア

ナーシング・グラフィカ　成人看護学②　健康
危機状況／セルフケアの再獲得

鈴木志津枝　藤田佐和　編集

宮下光令

安酸 史子 メディカ出版

メディカ出版

NUVELLE　HIROKAWA
978-4-86174-061-9

講義名 成人臨床看護学/

1500462単位数 2 担当教員 横井　和美／荒川　千登世／糸島　陽子
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60％

30％

10％
ミニレポート

各担当者（各局面）の評価点の合計を得点とする。ただし、各担当者（各局面）の6割を必要とする。

1）成人期にある人々とその家族（重要他者）の各局面（クリティカル・クロニック・エンドオブライフ）の特徴を理解できる。
2）各局面の健康問題に対する援助のあり方について検討する。
3）各局面の看護を展開するために必要な基本的知識・技術・態度を養う。

授業外学習

教科書

ナーシング・グラフィカ　成人看護学④ 周手期看護　中島 恵美子編　メディカ出版

慢性疾患の病みの軌跡―コービンとストラウス
による看護モデル

高齢者と成人の周手術期看護２ 術中／術後の
生体反応と急性期看護

ゴードンの機能的健康パターンに基づく 看護
過程と看護診断

黒江ゆり子　訳　

竹内登美子　編集

江川隆子　編 ヌーヴェルヒロカワ

医歯薬出版

医学書院

参考書

周術期の臨床判断を磨く　手術侵襲と生体反応から導く看護　鎌倉　やよい　医学書院

前提学力等

成人看護学概論を履修している

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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成人看護学の概要
クリティカルケア①　

授業計画

成人看護学の概要
クリティカルケアの概要

クリティカルケア②
健康危機状況にある対象の身体的

健康危機状況にある対象の身体的側面を理解するための基礎知識を確認する。基礎知識が看護展開に
どのようにつながるのかを理解する。（１）

クリティカルケア③
健康危機状況にある対象の身体的

健康危機状況にある対象の身体的側面を理解するための基礎知識を確認する。基礎知識が看護展開に
どのようにつながるのかを理解する。（２）

クリティカルケア④　
健康危機状況にある対象の心理・

健康危機状況にある対象の心理・社会的側面を理解するための基礎知識を確認する。
・健康危機状況にある対象の特徴

クリティカルケア⑤　
急性期のがん看護

乳がん患者の事例をとおして、がん患者の周術期における看護について考える。
・がん看護の概要

クロニックケア①
慢性的な健康障害にある人の特徴

慢性期の考え方
慢性期にある疾患や治療の特徴

クロニックケア②
慢性期にある人の看護

慢性期看護に必要なナラティヴ・アプローチ
セルフマネジメントへの支援

クロニックケア③
慢性期のがん看護

かん再発患者の事例を通して看護を考える。
対象者を理解するための事前知識の整理

クロニックケア④
慢性期のがん看護　

がん再発、転移患者の事例を通して看護を考える。
がんの再発への援助

クロニックケア⑤
在宅療養生活に向けての支援

病院から在宅に向けてチーム医療のコーディネート
退院後の外来での看護

エンドオブライフケア①
終末期医療とエンドオブライフケ

終末期医療（人生の最終段階における医療）の現状、緩和ケア、死の定義、全人的苦痛について紹介
し、人生の最期を支える看護について考える。

エンドオブライフケア②
苦痛緩和への看護

がん疼痛の機序、全身倦怠感などの身体症状についてアセスメントを行い、身体的な苦痛緩和への看
護について考える。

エンドオブライフケア③
意思決定を支える看護

意思決定のスタイル、SHARE、意思決定を支えるコミュニケーションについて紹介し、エンドオブラ
イフにある人の意思決定を支える看護について考える。

エンドオブライフケア④
予期悲嘆への看護

スピリチュアルケアカンファレンスサマリーシート(SP-CSS)を紹介し、スピリチュアルケア、予期悲
嘆へのケア、家族・遺族ケアについて考える。

エンドオブライフケア⑤
終末期のがん看護

がん看護の動向について紹介し、人生の最期を支える医療者へのケアについて考える。

定期試験 各局面から出題

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 成人臨床看護学/

1500462単位数 2 担当教員 横井　和美／荒川　千登世／糸島　陽子
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



精神領域の臨床現場で直面する看護現象へ介入・参入できるよう、精神保健看護学、精神臨床看護学等の知識の統合を図る。加えて、患者を支える
家族側の問題・力量をアセスメントする方法を学習し、家族への心理教育についても理解を深める。演習のまとめでは、統合失調症患者、躁うつ病
患者、摂食障害患者等の事例を用いた模擬看護過程を実施する。
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精神看護学　－学生・患者のストーリーで綴る
実習展開－　第2版

田中美恵子編 医歯薬出版株式会社
978-4-263-23673-4

講義名 精神臨床看護学演習/

1500463単位数 1 担当教員 牧野　耕次／甘佐　京子／下通　友美
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40%
　本科目の到達目標を達成するために授業の中から、精神臨床看護学、患者を支える家族側の問題・力量をアセスメン
トする方法、家族への心理教育、統合失調症患者、躁うつ病患者、摂食障害患者等の事例などに関する問いに対して、
解答することができる。

20%

40%

小テスト
　精神領域の臨床現場で直面する看護現象へ介入・参入できるよう、精神保健看護学、精神臨床看護学等の知識の統合
を図ることができる。具体的には、第7回の授業から出題する。

グループワーク課題
　臨地実習に向けて、統合失調症患者、躁うつ病患者、摂食障害患者等の事例を用いた模擬看護過程を展開することが
できる。

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

(1)精神領域の臨床現場で直面する看護現象へ介入・参入できるよう、精神保健看護学、精神臨床看護学等の知識の統合を図ることができる。
(2)患者を支える家族側の問題・力量をアセスメントする方法を学習し、家族への心理教育についても理解を深めることができる。
(3)臨地実習に向けて、統合失調症患者、躁うつ病患者、摂食障害患者等の事例を用いた模擬看護過程を展開することができる。

授業外学習

教科書

参考書

授業中にプリント配布する

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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精神看護実践における看護の
 役割および対象のとらえ方

授業計画

・精神看護実践の目的
・精神看護実践の特徴

患者の権利、治療環境 ・精神保健福祉法と患者の権利
・治療環境

患者―看護師関係 ・援助関係を構築する技術・理論
・実習における出会いから始まり迄

オレム・アンダーウッドによ
 るセルフケア理論

・セルフケアと精神看護（牧野）
・セルフケア評価、観察のポイント

家族側の問題・力量のアセスメン
ト

・家族の問題・力量を査定する方法
　　家族への心理教育（甘佐）

看護におけるかかわり
(involvement)と振り返り

・看護におけるかかわりの４視点
・プロセスレコードの活用

精神看護学の技術と技法 ・精神状態をアセスメントする技術
 ・対人関係能力の強化に関する技術

事例展開1 視聴覚教材を用いたセルフケアの
情報収集～アセスメント（～計画）

事例展開2 視聴覚教材を用いたセルフケアの
情報収集～アセスメント（～計画）

看護過程のまとめ
看護計画のための情報整理①

５つの精神疾患をもつ患者の現在、
過去、未来における情報収集、アセス

看護計画のための情報整理② ５つの精神疾患をもつ患者の現在、
過去、未来における情報収集、アセス

看護計画のための情報整理③
 ：発表・まとめ

各グループ発表

看護計画のための情報整理③
 ：発表・まとめ

各グループ発表

地域精神保健の現状と課題 精神科看護師である講師による講義
精神科の入院から退院におけるかかわり

精神科における実際の看護 具体的な精神科における看護を行う上で必要な事項について説明する。
*実習要項持参

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 精神臨床看護学演習/

1500463単位数 1 担当教員 牧野　耕次／甘佐　京子／下通　友美
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



これまでに習得した精神看護に必要な知識・技術・態度を実際場面に応用し，理論と実践を統合した看護活動を展開する。
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講義名 精神臨床看護学実習/

1500464単位数 2 担当教員 牧野　耕次／甘佐　京子／下通　友美
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100%
上記の到達目標（実習目標）にそった評価を実習記録（精神臨床看護学演習評価表）を用いて行う。
詳細は、実習要項精ー16ページに掲載している。

１）精神的疾患や精神的問題を抱える人のありようを、オレム=アンダーウッドによるセルフケア理論等の理論をとおして理解できる。
２）時間の流れの中における生活者としてのその人を理解できる。
３）対人関係モデルや対人関係形成技術を用いて患者－看護師関係の形成およびその評価ができる。
４）看護過程モデルに従い，精神疾患や精神的問題を抱えるその人のありように応じた看護過程の展開ができる。
５）精神科治療機関や地域で行われている保健・医療・福祉アプローチを理解できる。
６）責任感・積極性・協調性・礼節などについて，専門職として必要な態度をとることができ
　 る。

授業外学習

事前学習（実習要項精ー２ページ）
１）代表的な精神科疾患とその治療について

教科書

精神看護学実習　学生ー患者のストーリーで綴る実習展開、田中美恵子 編、医歯薬出版株式会社

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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実習オリエンテーション
初日

授業計画

実習場にて、実習指導者等から、実習に必要なオリエンテーションを受ける。受け持ち患者を決定す
る。

患者との実際のかかわり
２日目

受け持ち患者と実際にかかわり、病棟での過ごし方などのセルフケアや精神症状のアセスメントを行
う。

看護の方向性の確認
３日目

３日目までに得た情報やアセスメントから、看護の方向性を教員と指導者とともに確認する。

統合のアセスメントと計画立案
帰校日

３日目までに得た情報やアセスメントから導き出した看護の方向性をもとに、統合のアセスメントを
行い、看護計画を立案する。

看護計画の修正
５日目

臨床指導者の指導を受けながら、看護計画の修正を行う。

看護計画の実施
６日目

修正した看護計画を実際に受け持ち患者に対して実施する。

看護計画の共有
７日目

看護計画を実施しながら、他の学生の看護計画やその実施状況を共有し、学びを深める。

治療的な別れの検討
８日目

受け持ち患者と治療的な別れを行うにあたって、今まで行ってきた看護を整理し、受け持ち患者に何
を伝えるのか検討する。

治療的な別れ
実習場最終日

受け持ち患者と治療的な別れを行う。

実習のまとめ
帰校日（実習最終日）

教員と面接にて、実習の評価を行う。
実習記録の整理も行い提出する。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

担当者から一言

講義名 精神臨床看護学実習/

1500464単位数 2 担当教員 牧野　耕次／甘佐　京子／下通　友美
講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



成人期にある人々とその家族（重要他者）の健康問題について、クリティカル・クロニック・エンドオブライフの特徴をふまえて理解し、看護を展
開するために必要な基本的知識・技術・態度を習得する。
乳がん患者の事例をとおして、各局面における看護を学ぶ。
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成人看護学　慢性期看護論

ナーシング・グラフィカ　成人看護学⑥　緩和
ケア

ナーシング・グラフィカ　成人看護学②　健康
危機状況／セルフケアの再獲得

鈴木志津枝　藤田佐和　編集

宮下光令

安酸 史子 メディカ出版

メディカ出版

NUVELLE　HIROKAWA
978-4-86174-061-9

講義名 成人看護学

1500465単位数 2 担当教員 横井　和美／荒川　千登世／糸島　陽子

241NUR222

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60％

30％

10％
ミニレポート

各担当者（各局面）の評価点の合計を得点とする。ただし、各担当者（各局面）の6割を必要とする。

1）成人期にある人々とその家族（重要他者）の各局面（クリティカル・クロニック・エンドオブライフ）の特徴を理解できる。
2）各局面の健康問題に対する援助のあり方について検討する。
3）各局面の看護を展開するために必要な基本的知識・技術・態度を養う。

授業外学習

教科書

ナーシング・グラフィカ　成人看護学④ 周手期看護　中島 恵美子編　メディカ出版

慢性疾患の病みの軌跡―コービンとストラウス
による看護モデル

高齢者と成人の周手術期看護２ 術中／術後の
生体反応と急性期看護

ゴードンの機能的健康パターンに基づく 看護
過程と看護診断

黒江ゆり子　訳　

竹内登美子　編集

江川隆子　編 ヌーヴェルヒロカワ

医歯薬出版

医学書院

参考書

周術期の臨床判断を磨く　手術侵襲と生体反応から導く看護　鎌倉　やよい　医学書院

前提学力等

成人看護学概論を履修している

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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成人看護学の概要
クリティカルケア①　

授業計画

成人看護学の概要
クリティカルケアの概要

クリティカルケア②
健康危機状況にある対象の身体的

健康危機状況にある対象の身体的側面を理解するための基礎知識を確認する。基礎知識が看護展開に
どのようにつながるのかを理解する。（１）

クリティカルケア③
健康危機状況にある対象の身体的

健康危機状況にある対象の身体的側面を理解するための基礎知識を確認する。基礎知識が看護展開に
どのようにつながるのかを理解する。（２）

クリティカルケア④　
健康危機状況にある対象の心理・

健康危機状況にある対象の心理・社会的側面を理解するための基礎知識を確認する。
・健康危機状況にある対象の特徴

クリティカルケア⑤　
急性期のがん看護

乳がん患者の事例をとおして、がん患者の周術期における看護について考える。
・がん看護の概要

クロニックケア①
慢性的な健康障害にある人の特徴

慢性期の考え方
慢性期にある疾患や治療の特徴

クロニックケア②
慢性期にある人の看護

慢性期看護に必要なナラティヴ・アプローチ
セルフマネジメントへの支援

クロニックケア③
慢性期のがん看護

かん再発患者の事例を通して看護を考える。
対象者を理解するための事前知識の整理

クロニックケア④
慢性期のがん看護　

がん再発、転移患者の事例を通して看護を考える。
がんの再発への援助

クロニックケア⑤
在宅療養生活に向けての支援

病院から在宅に向けてチーム医療のコーディネート
退院後の外来での看護

エンドオブライフケア①
終末期医療とエンドオブライフケ

終末期医療（人生の最終段階における医療）の現状、緩和ケア、死の定義、全人的苦痛について紹介
し、人生の最期を支える看護について考える。

エンドオブライフケア②
苦痛緩和への看護

がん疼痛の機序、全身倦怠感などの身体症状についてアセスメントを行い、身体的な苦痛緩和への看
護について考える。

エンドオブライフケア③
意思決定を支える看護

意思決定のスタイル、SHARE、意思決定を支えるコミュニケーションについて紹介し、エンドオブラ
イフにある人の意思決定を支える看護について考える。

エンドオブライフケア④
予期悲嘆への看護

スピリチュアルケアカンファレンスサマリーシート(SP-CSS)を紹介し、スピリチュアルケア、予期悲
嘆へのケア、家族・遺族ケアについて考える。

エンドオブライフケア⑤
終末期のがん看護

がん看護の動向について紹介し、人生の最期を支える医療者へのケアについて考える。

定期試験 各局面から出題

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 成人看護学

1500465単位数 2 担当教員 横井　和美／荒川　千登世／糸島　陽子

241NUR222

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



　学生個人が研究テーマを設定し、既習した知識を統合して、研究活動を実践する。
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講義名 卒業研究（人間看護）

1500580単位数 4 担当教員

学科教員／甘佐　京子／荒川　千登世／
伊丹　君和／板谷　裕美／伊藤　あゆみ／
糸島　陽子／大脇　万起子／川端　智子／
川端　愛野／喜多下　真里／窪田　好恵／
河野　益美／古株　ひろみ／越山　雅文／
小林　孝子／大門　裕子／濱野　裕華／
馬場　文／平田　弘美／古川　洋子／441NUR402

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
卒業研究で学習した研究成果（論文）により評価する

学習態度も評価項目に含む

　基礎的な研究方法や問題解決方法を学び、将来の研究活動の基盤となる研究に関する基礎の知識・技術を体得する。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

3年次終了時において、3年次に習得しておくべき必修単位を全て修得しておくこと

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年研究

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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研究の実施

授業計画

指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究の実施 指導教員の助言を得て研究テーマを決定し、研究計画に従って研究を進める。

研究論文の作成 卒業論文の作成要領に従って論文を作成する。

研究論文の作成 卒業論文の作成要領に従って論文を作成する。

研究論文の作成 卒業論文の作成要領に従って論文を作成する。

研究論文の作成 卒業論文の作成要領に従って論文を作成する。

研究論文の作成 卒業論文の作成要領に従って論文を作成する。

研究論文の作成 卒業論文の作成要領に従って論文を作成する。

研究発表会 研究成果の発表会を実施する

研究発表会 研究成果の発表会を実施する

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

担当者から一言

卒業論文作成の手引きを参照のこと

講義名 卒業研究（人間看護）

1500580単位数 4 担当教員

学科教員／甘佐　京子／荒川　千登世／
伊丹　君和／板谷　裕美／伊藤　あゆみ／
糸島　陽子／大脇　万起子／川端　智子／
川端　愛野／喜多下　真里／窪田　好恵／
河野　益美／古株　ひろみ／越山　雅文／
小林　孝子／大門　裕子／濱野　裕華／
馬場　文／平田　弘美／古川　洋子／441NUR402

講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年研究 演習授業種別



母子保健の現状と動向を踏まえ、基本的な母子保健行政の仕組み・制度・施策を学ぶ。
母子保健活動の実際を知り、活動展開のための理論と方法を学ぶ。
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助産学講座９地域母子保健・国際母子保健

母子保健の主なる統計

我部山キヨ子他編

母子衛生研究会編 母子保健事業団発行

医学書院
978－4－260－00971－3

講義名 地域母子保健/

1500731単位数 1 担当教員 板谷　裕美／古川　洋子
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
レポート課題と講義後のレスポンスペーパーを総合的に評価する。
目標１～５、各２０％の配分とし、合計１００％とする。

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（１）地域母子保健にかかわる主要概念を理解できる。
（２）母子保健の現状と動向から健康について理解できる。
（３）母子保健活動の理論と実際を理解する。
（４）地域母子保健活動を展開する場と特徴を知る。
（５）地域の特徴を踏まえて、今後の母子保健のあり方について自らの考えを述べることができる。

授業外学習

教科書

明日からの訪問活動に役立つ!新生児訪問・乳
児家庭全戸訪問活動実践マニュアル

大阪府助産師会 子育て・女性の
健康支援センター

参考書

講義中にプリントや適宜参考図書を紹介します

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期後半

種別 評価基準等割合(%)

講授業種別
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5/10（水）5限
地域母子保健の意義

授業計画

地域の概念、地域の特性と地域母子保健、地域活動の意義について
【古川】

5/17（水）5限
母子保健の現状と動向

統計資料の分析、母子保健をめぐる諸問題と課題について
【古川】

6/7（水）5限
日本の母子保健行政と母子保健に

日本の母子保健行政、母子保健制度と母子保健施策
【古川】

6/14（水）5限
母子保健の関係機関との連携と

母子保健計画・事業の企画、運営について理解する、地域母子保健事業展開に関する機関連携と住民
の母子保健ニーズ、母子保健と予防接種について

7/5（水）5限
地域母子保健活動の展開

母子保健活動を展開する場と特徴
【板谷】

7/12（水）5限
産褥・新生児訪問指導の理論と実

産褥・新生児訪問指導の理論と実際について、DVD視聴や講義を通して学修する
【板谷】

7/19（水）5限
産褥・新生児訪問指導の実際

模擬事例を通して、実際の訪問場面の演習をロールプレイ形式で行う
【板谷】

7/26（水）5限
産褥・新生児訪問指導の実際

模擬事例を通して、実際の訪問場面の演習をロールプレイ形式で行う
【板谷】

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 地域母子保健/

1500731単位数 1 担当教員 板谷　裕美／古川　洋子
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期後半 講授業種別



代表的な発達理論、各期の成長発達の特徴について知識を重ね、地域で生活している子どもの成長発達を促す科学的根拠に基づいた小児看護援助技
術能力を育成する。特に、看護の基盤となる看護倫理と子どもの最善の利益を追求するケアについて考察する。
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小児看護学①

小児看護学②

濱中喜代

濱中喜代 メディカルフレンド

メディカルフレンド

講義名 チャイルドライフケア論

1500732単位数 1 担当教員 古株　ひろみ／川端　智子／玉川　あゆみ

441NUR323

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

０

５０

５０

到達目標（1)については25%、(2)については25%で評価する

到達目標(3)についてはプレゼンテーションにて（50％）で評価する

遅刻、早退は-２点/回で減点とする。100点満点で採点し、60点以上を合格とする。
ただし、欠格条件として、授業時間数の３分の１以上欠席した者は評価対象にしないこととする。

(1)子どもの権利を踏まえて自分なりの子ども観が説明できる。
(2)発達の理論を踏まえて、発達に応じた子どもの理解力が説明できる。
(3)発達や疾患の特徴を踏まえた個別性に応じたプレパレーションが実施できる。

授業外学習

教科書

適宜配布する資料を使用する

参考書

前提学力等

４年次の履修が望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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子どもの最善の利益を考えた看護
どもの権利

授業計画

子どもの権利について理解し、子どもへの最善の利益の必要性を深く学ぶ

子どもへのプレパレーションと看
護

1．子どもが小児科外来で診察および処置・検査を受ける際に重要となる子どもの権利について
２．子どもの理解力に応じたプレパレーションについて

地域で生活している子どもたちの
クリニック受診時のプレパレー

実際にクリニックを見学し、学びを深める(ただし、時間割通りの予定で見学できません。)

地域で生活している子どもたちの
クリニック受診時のプレパレー

実際にクリニックを見学し、学びを深める(ただし、時間割通りの予定で見学できません。)

地域で生活している子どもたちの
クリニック受診時のプレパレー

実際にクリニックを見学し、学びを深める(ただし、時間割通りの予定で見学できません。)

地域で生活している子どもたちの
クリニック受診時のプレパレー

実際にクリニックを見学し、学びを深める(ただし、時間割通りの予定で見学できません。)

クリニックを見学しての学びのま
とめ

各自クリニックでの学びをレポート1200字にまとめる。

プレゼンテ-ション発表 各自クリニックでの学びをパワーポイントを用いてプレゼンテーションを行う。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 チャイルドライフケア論

1500732単位数 1 担当教員 古株　ひろみ／川端　智子／玉川　あゆみ

441NUR323

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



　看護師・助産師・保健師などの看護職をはじめとする、対人関係を伴う専門職として、人間関係形成プロセスを理解し、それを構築していくため
のコミュニケーション技術を身に付けること。また、人間関係の中で生じる様々な問題について、「関わり」、「自己理解」、「アサーション」「
レジリアンス」をキーワードとして、自らマネジメントしていけるようセルフコントロール能力を養うことを目標とする。
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講義名 治療的コミュニケーション技術論/

1500733単位数 1 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50

50

終了時レポート
「技術としてコミュニケーションを活用する意味」

授業終了時のミニレポート7回分を50点満点に換算

授業の参加状況およびミニレポート(４～5回)50％
終了時課題レポート50％

1.関わりの4つの視点について理解できる
2.関わりの4つの視点をどのように活用していけるか考えることができる。
3.看護専門職者として意図的なコミュニケーション技術を活用することができる。
4.コミュニケーション技術の担い手として自己理解を深める。

授業外学習

教科書

テキストは指定しない

「異和感」と援助者のアイでティティ

思いやりの人間関係スキル

看護のコミュニケーション

宮本真澄

Ｒ・ネルソン

ジュリア・バルザー・ライリー エルゼビアジャパン

誠心書房

日本看護協会出版会

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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治療的コミュニケーション技術①

授業計画

自己理解と他者理解を基本としたコミュニケーション技術

治療的コミュニケーション技術② 治療的コミュニケーション技術の実際

「かかわり」と看護① 「かかわり」と看護①看護とかかわりの関係

「かかわり」と看護② 「かかわり」と看護②看護におけるかかわりの重要性

「かかわり」と看護③ 「かかわり」と看護③看護におけるかかわりの4つの視点

アサーティブコミュニケーション コミュニケーションにおけるユーモアとアサーティブ
　医療現場におけるユーモア効果について

異和感の対自化 看護専門職として、対人関係での失敗によりゆらいだアイデンティティを、自分や相手を見つめ直す
ことで、再編成していく段階を演習で体験する

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

担当者から一言

専門職に必要なコミュニケーション技術とは、決して上手に『話す』ということではないことに気がつくと思います。

講義名 治療的コミュニケーション技術論/

1500733単位数 1 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



看護の概念、保健医療福祉システムと看護の位置づけおよび役割について概観し、看護固有の価値と今後の展望について学ぶ。特に、看護の対象で
ある人間を身体的および心理・社会的な側面から捉え、環境と相互作用しながら生活している統合的存在であることを理解する。人が人として生き
ることを支える看護の在り方を強調し、人間看護の意義を考察する。
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看護学概論

看護覚書きｰ看護であること看護でないこと-（
第7版）

茂野香おる他編

フローレンス・ナイチンゲール：
湯槇ます他訳

現代社

医学書院

講義名 人間看護学概論

1500734単位数 2 担当教員 窪田　好恵

141NUR213-C

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

80％

20％

到達目標(1)(3)（5）について、レポート課題を課す。

到達目標(2）（4）について小テスト等を課す。

欠席　1回で8点を減ずる。
遅刻　3回で4点を減ずる。
3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない。

（1）人間の健康を三側面から捉え、環境からの影響を受けていることを、生活場面を通して関連づける。
（2）人間について、生物体・生活体の統合体であり、成長・発達していることを説明できる。
（3）看護の概念を理解し、医療･保健・福祉システムの概要を学び、看護の役割を述べることができる。
（4）看護に関連した歴史や法制度を説明できる。
（5）地域（滋賀県）における医療機関の専門性と看護の特徴を知る。

授業外学習

毎回の授業の予習復習は必ず行っておくこと
「看護覚え書」は通読しておくこと

教科書

参考資料は適宜配布または紹介する。

看護の基本となるもの ヴァージニア・ヘンダーソン：湯
槇ます他訳

日本看護協会出版会

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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看護とは

授業計画

授業ガイダンス
「看護とは何か」「看護の機能と役割」

看護の対象である人間の理解 看護の対象である人間について

看護の対象である人間の理解 人間としての「身体的および心理・社会的な側面」「成長発達する存在」「人間と環境との相互作用
」

健康の概念 国民の健康・生活の全体像
国民のライフサイクルと健康

健康の理解 「健康と看護」について　グループワーク

健康の理解 「健康と看護」について　グループワーク

健康の理解 「健康と看護」について　グループワーク

看護の歴史 職業としての看護の変遷
看護倫理、看護管理の必要性

看護関連の法と制度、看護教育制
度

看護関連の法と制度
「保健師助産師看護師法」

人間・環境・健康・看護 ナイチンゲールの「看護覚え書」　グループワーク

人間・環境・健康・看護 ナイチンゲールの「看護覚え書」　グループワーク

人間・環境・健康・看護
看護の機能と役割

ナイチンゲールの「看護覚え書」　グループワーク

地域（滋賀県）における医療機関
の専門性と看護の特徴

滋賀県における医療と看護の特徴

保健・医療・福祉システムと看護 滋賀県における医療と看護の特徴
保健・医療・福祉の連携の必要性

まとめ まとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

「看護とは何か」、今後何を学ぶかを示唆するための科目です。広範囲の内容になりますが、「覚える」というよりも自分自身で「考える」ことが
大切です。どんな看護専門職になりたいかを考えられるよう、主体的に学びましょう。

講義名 人間看護学概論

1500734単位数 2 担当教員 窪田　好恵

141NUR213-C

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



基礎分野，専門分野で学習した知識，技術，態度を統合し，臨床の実践に近いかたちで看護を提供する方法を学び，看護実践能力を身につける。
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講義名 人間看護学統合実習/

1500741単位数 3 担当教員 窪田　好恵／学科教員

441NUR401

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

20％

80％

実習要項の評価表を参照

実習要項の評価表を参照

次の項目に基づき総合的に評価し，単位認定を行う。
1. 実習目標への到達度（援助技術到達度を含む）60％
2. 実習への取り組み状況　20％

１）看護管理の視点から看護サービスマネジメントの実際を見学し，病院・看護部および看護単位の組織や役割を考察できる．
２）病院における医療安全部門・感染管理部門の活動，専門看護師・認定看護師の活動について見学し，組織の中で，それらの役割を考察できる．
　　　　　
３）看護師長，副看護師長（主任），チームリーダーの病棟や外来での業務の実際を見学し，看護サービスマネジメントのあり方，リーダーシップ
，管理者の役割について考察できる．　　　　　　　　　　
４）複数の患者を受け持つ看護師の業務を見学し，ケアに参加することで，ケアマネジメントのあり方，メンバー・シップ，継続看護（24時間）に
ついて考察できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５）他職種との協働・連携を見学し，チーム医療・地域連携のあり方を考察できる．

授業外学習

教科書

実習オリエンテーション時に「人間看護学統合実習要項」・資料を配布する

参考書

前提学力等

・3年次後期の専門科目の必修科目をすべて修得しておくこと
・各論実習の単位をすべて修得していること

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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授業計画

実習の展開
１）具体的な３週間のスケジュールについて　（祝日によって内容の変更あり）
第１週
�学内�月�・実習概要説明
　　　　　・実習目的の明確化�・文献検索・実習計画

�臨地�火�・病院オリエンテーション
　　　　　・看護部門紹介�・病棟オリエンテーション
　
�臨地�水�・医療安全管理室の見学
　　　　　（危機管理・防災対策を含む）�・認定看護師の業務の見学　・専門看護師に業務の見学
�臨地�木�・外来部門の看護師の業務の見学�・地域連携室の見学
�臨地�金�・看護師長の業務見学�・看護師長の業務見学
第２週
�臨地�月�・副看護師長・主任の業務見学�・副看護師長・主任の業務見学
�臨地�火�・チームリーダー看護師の業務見学�・チームリーダー看護師の業務見学
�臨地�水�・スタッフ看護師の業務見学および参加�・スタッフ看護師の業務見学および参加
�臨地�木�・スタッフ看護師の業務見学および参加�・スタッフ看護師の業務見学および参加
�学内�金�・看護管理実習のまとめ�・看護管理実習の記録
第３週
�祝日�月�祝日�　　　　　祝日
�臨地�火�・看護師と共に高齢患者のケアに参加する．
　　　　　　　　　　　・未経験の看護技術の実施�・看護師と共に高齢患者のケアに参加する．
　　　　　　　　　　　・未経験の看護技術の実施
�臨地�水�　　　　　　同上�　　　　　同上
�臨地�木�　　　　　　同上�　　　　　同上
�学内�金�・課題レポート作成
　　　　　　　　　　　・自己評価�・課題レポート作成
　　　　　　　　　　　・実習記録整理

担当者から一言

４年間の総まとめとしての実習です。また、卒業後に就職する臨床の理解にもつながりますので、積極的に実習に臨んでください。

講義名 人間看護学統合実習/

1500741単位数 3 担当教員 窪田　好恵／学科教員

441NUR401

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期実習 実習授業種別



精神保健(mental health)の概念を理解し、心の機能や働きについて学習する。また、ライフサイクルに応じた精神社会的発達をベースに、発達年齢
における心の健康問題についても学習する。さらに、様々な生活の場において生じる心の健康問題や、それに対する予防や社会的な施策についても
学びを深める。特に、生活の場については、滋賀県における心の健康問題の現状や、それに対する取り組み状況についても情報として提供していく
。
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精神看護学Ⅰ

精神看護学Ⅱ 南江堂

南江堂

講義名 人間性心理論/

1500780単位数 2 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
こころの機能と働き・ストレスと危機についての理解10％
ライフサイクルと心の健康についての理解　20％
生活の場と心の健康についての理解10％

30

20

課題①：自分に生じた防衛機制
３～４：レポートの提出ができ、防衛機制の中から3点選び、自分が今までに無意識に行っていた行動と防衛機制につ
いて、例を出して説明できるが、解釈の誤りが見られる。

毎授業事のレスポンスペーパーによるミニレポートの提出(感想・質問等)

レスポンスペーパーの未提出(理由なく)は、1回につきマイナス5点

①精神保健の概念を理解し、心の機能や働き、またその発達過程について理解する。
②エリクソンの発達理論を基に、ライフサイクルにおける心理社会的発達について理解する。
③様々な社会病理現象を通して、様々な生活の場や状況における、心の健康問題および心の健康維持増進について考えることができる。
④自己の心の発達および、心の健康維持増進について考えることができる。

授業外学習

教科書

人間看護学部の学生は必ずテキストを購入すること。

生涯人間発達論

精神看護学ノート

精神看護学Ⅰ

服部祥子

武井麻子

吉松和哉 ヌーベル廣川

医学書院

医学書院

参考書

内容は看護のテキストに限定せずプリントを配布する

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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心の機能・働き

授業計画

1)心の健康、メンタルヘルスの意義：心の健康「正常と異常の概念」
2)心の働き(精神の機能)；フロイトの精神力動論

ストレスと危機 １）ストレスと対処規制
2)危機理論とリスクマネジメント　

ライフサイクルとメンタルヘルス 4)ライフサイクルとメンタルヘルス
　　　　◇エリクソンの発達理論

心の健康と発達① 心の健康と発達①幼児前・後期
「幼児虐待」の問題：解離性同一性障害"

心の健康と発達② 心の健康と発達②：学童期～思春期
◇思春期モーニング

心の健康と発達③ 心の健康と発達③：成人前・後期
「自我の確立」　　『中年危機』

心の健康と発達③ 心の健康と発達③：老年期
『老年期の喪失体験』

生活の場における心の健康① 5)家庭という場の心の問題と対策(施策・法律)
　家族機能の変化と精神保健（DV、介護ストレス）　　◇ＤＶのサイクルについて　

生活の場における心の健康② 6）学校現場で起こる心の問題と対策(施策・法律)
　　いじめ、不登校、校内での暴力

生活の場における心の健康③ 7）職場でおこる心の健康問題と対策(施策・法律)
労働環境の変化：テクノストレス、リストラ・セクハラ、休職・自殺問題

生活の場における心の健康③ 8）職場でおこる心の健康問題と対策(施策・法律)：医療者の心の健康
　　看護師のストレスマネジメント、ディブリーフィング"

身体の健康問題を持つ人の心の健
康

9)身体の健康問題を持つ人の心の健康(リエゾン精神看護)
急性期、手術期、患者家族の思い、PTSD(心的外傷後ストレス)のを持つ対象"

ジェンダー論からみた精神保健 10）ジェンダー論からみた精神保健
性的マイノリティ(性同一性障害、同性愛)と心の問題"

アディクション(嗜癖)と心の問題アルコール依存症、薬物依存、対人依存等、様々な依存の背景にある問題を考える

心の健康を考える 11）心の健康を考える
　　自己開示　『ジョハリィの4つの窓』　　自己理解と他者理解　　　

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

心の健康について考える授業です。目に見えない「こころ」とじっくり向き合う機会にしてください。

講義名 人間性心理論/

1500780単位数 2 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次
講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



ボランティア活動は、人とのつながりのプロセスを学ぶ機会となる。看護を学ぶ学生にとって、人と関わるボランティア活動を体験することは、豊
かな感性を育むとともに、コミュニケーション力、企画力、看護力を向上させることにもつながる。ボランティア実践演習では、ボランティアの基
礎知識やボランティア活動を行うにあたっての心構えやマナーを学ぶとともに、実際にボランティア実践を行う中で、「誰もが心も身体も健康に生
活できる社会」を支えるために自分に何ができるのかを考える。
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講義名 ボランティア実践演習

1500841単位数 1 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／関　恵子／
米田　照美

441NUR333

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100%
目標に沿って課題レポート
(1)実践活動レポート30%
(2)課題レポート35%

＊学内外問わず、原則として遅刻・早退－４点／回、欠席－８点／回　とする。

(1)ボランティア実践を通して学んだことを説明できる。
(2)ボランティア実践の学びを通して、看護学生として何ができるか考察できる。
(3)「誰もが心も身体も健康に生活できる社会」を支えるために自分に何ができるかレポートできる。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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ボランティア活動とは何か

授業計画

ボランティア活動の理念と役割

ボランティア活動とは何か ボランティア活動の歴史的背景と現状

地域におけるボランティア活動の
紹介１

病院でのボランティア活動の実際を知る

地域におけるボランティア活動の
紹介２

地域でのボランティア活動の実際を知る

地域におけるボランティア活動の
紹介３

学生力をいかした健康支援活動の実際を知る

ボランティア活動の基本 ボランティア活動の心構えやマナーの基本を学ぶ

ボランティア実践体験１ 実際にボランティア活動を体験する　その１

ボランティア実践体験２ 実際にボランティア活動を体験する　その２

ボランティア実践体験から考える
こと

看護学生として何ができるかを考える

ボランティア実践企画１ ボランティアを行う対象を決める

ボランティア実践企画２ 健康支援につながるボランティアを企画する

ボランティア実践企画３ 自ら企画した健康支援ボランティア活動を行う　その１

ボランティア実践企画４ 自ら企画した健康支援ボランティア活動を行う　その２

学びの共有 ボランティア活動を通して学んだことを共有する

まとめ 「誰もが心も身体も健康に生活できる社会」を支えるために自分に何ができるかを考究する

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

看護学生の今、できること・・考えられること・・学んでおきたいこと・・
たくさんあると思います。

講義名 ボランティア実践演習

1500841単位数 1 担当教員 伊丹　君和／川端　愛野／関　恵子／
米田　照美

441NUR333

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 演習授業種別



ホリスティックケアの世界観・人間観について理解した上で、代表的な代替補完療法の技術を学び、看護師だけでなく保健師、助産師の実践的な看
護に生かす方略について検討する。
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講義名 ホリスティックケア論

1500842単位数 1 担当教員 糸島　陽子／甘佐　京子／荒川　千登世／
関　恵子／古川　洋子／横井　和美

441NUR324

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
目標（１）30％
目標（２）30％
目標（３）40％

（１）ホリスティックケアの世界観・人間観について理解できる。
（２）代表的なホリスティックケアについて理解できる。
（３）文献・フィールドワークをとおして、ホリスティックケアを看護に活かす方略について探求できる。

授業外学習

各講義内容に関する論文を１編以上クリティークして、講義に参加する。

教科書

参考書

講義時に紹介します

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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アロマセラピー

授業計画

ホリスティックケアの世界観・人間観について紹介する。また、アロマセラピーの概要を紹介し、ア
ロマセラピーを看護に活かす方略について考える。

音楽療法 音楽療法の概要とホリステックケアとして活用できる方法を体験しながら、音楽療法を看護に活かす
方略について考える。

指圧・マッサージ 指圧・マッサージの概要を紹介し、指圧・マッサージを看護に活かす方略について考える。

妊産褥婦の健康と癒し 妊産褥婦の健康と癒しについて紹介し、ホリステックケアとして活用できる方略について考える。

笑い療法 笑いと健康との関連について紹介し、笑いを看護に活かす方略について考える。

リンパドレナージ リンパドレナージの概要を紹介し、リンパドレナージを看護に活かす方略について考える。

フィールドワーク① 第7回・8回では、日常生活や実習などのフィールドワークをとおして、ホリスティックケアを看護に
活かす方略について考える。

フィールドワーク②

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 ホリスティックケア論

1500842単位数 1 担当教員 糸島　陽子／甘佐　京子／荒川　千登世／
関　恵子／古川　洋子／横井　和美

441NUR324

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 講義授業種別



精神保健(mental health)の概念を理解し、心の機能や働きについて学習する。また、ライフサイクルに応じた精神社会的発達をベースに、発達年齢
における心の健康問題についても学習する。さらに、様々な生活の場において生じる心の健康問題や、それに対する予防や社会的な施策についても
学びを深める。特に、生活の場については、滋賀県における心の健康問題の現状や、それに対する取り組み状況についても情報として提供していく
。
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精神看護学Ⅰ

精神看護学Ⅱ 南江堂

南江堂

講義名 メンタルヘルスケア/

1500843単位数 2 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

50
こころの機能と働き・ストレスと危機についての理解10％
ライフサイクルと心の健康についての理解　20％
生活の場と心の健康についての理解10％

30

20

課題①：自分に生じた防衛機制
３～４：レポートの提出ができ、防衛機制の中から3点選び、自分が今までに無意識に行っていた行動と防衛機制につ
いて、例を出して説明できるが、解釈の誤りが見られる。

毎授業事のレスポンスペーパーによるミニレポートの提出(感想・質問等)

レスポンスペーパーの未提出(理由なく)は、1回につきマイナス5点

①精神保健の概念を理解し、心の機能や働き、またその発達過程について理解する。
②エリクソンの発達理論を基に、ライフサイクルにおける心理社会的発達について理解する。
③様々な社会病理現象を通して、様々な生活の場や状況における、心の健康問題および心の健康維持増進について考えることができる。
④自己の心の発達および、心の健康維持増進について考えることができる。

授業外学習

教科書

人間看護学部の学生は必ずテキストを購入すること。

生涯人間発達論

精神看護学ノート

精神看護学Ⅰ

服部祥子

武井麻子

吉松和哉 ヌーベル廣川

医学書院

医学書院

参考書

内容は看護のテキストに限定せずプリントを配布する

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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心の機能・働き

授業計画

1)心の健康、メンタルヘルスの意義：心の健康「正常と異常の概念」
2)心の働き(精神の機能)；フロイトの精神力動論

ストレスと危機 １）ストレスと対処規制
2)危機理論とリスクマネジメント　

ライフサイクルとメンタルヘルス 4)ライフサイクルとメンタルヘルス
　　　　◇エリクソンの発達理論

心の健康と発達① 心の健康と発達①幼児前・後期
「幼児虐待」の問題：解離性同一性障害"

心の健康と発達② 心の健康と発達②：学童期～思春期
◇思春期モーニング

心の健康と発達③ 心の健康と発達③：成人前・後期
「自我の確立」　　『中年危機』

心の健康と発達③ 心の健康と発達③：老年期
『老年期の喪失体験』

生活の場における心の健康① 5)家庭という場の心の問題と対策(施策・法律)
　家族機能の変化と精神保健（DV、介護ストレス）　　◇ＤＶのサイクルについて　

生活の場における心の健康② 6）学校現場で起こる心の問題と対策(施策・法律)
　　いじめ、不登校、校内での暴力

生活の場における心の健康③ 7）職場でおこる心の健康問題と対策(施策・法律)
労働環境の変化：テクノストレス、リストラ・セクハラ、休職・自殺問題

生活の場における心の健康③ 8）職場でおこる心の健康問題と対策(施策・法律)：医療者の心の健康
　　看護師のストレスマネジメント、ディブリーフィング"

身体の健康問題を持つ人の心の健
康

9)身体の健康問題を持つ人の心の健康(リエゾン精神看護)
急性期、手術期、患者家族の思い、PTSD(心的外傷後ストレス)のを持つ対象"

ジェンダー論からみた精神保健 10）ジェンダー論からみた精神保健
性的マイノリティ(性同一性障害、同性愛)と心の問題"

アディクション(嗜癖)と心の問題アルコール依存症、薬物依存、対人依存等、様々な依存の背景にある問題を考える

心の健康を考える 11）心の健康を考える
　　自己開示　『ジョハリィの4つの窓』　　自己理解と他者理解　　　

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

心の健康について考える授業です。目に見えない「こころ」とじっくり向き合う機会にしてください。

講義名 メンタルヘルスケア/

1500843単位数 2 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次
講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年 講義授業種別



精神疾患の基礎知識となる精神症状とその対応、および精神疾患の概念・治療について学ぶ。また、コミュニケーション技法を中心に精神領域にお
ける様々な関連技について学習する。その一端として、患者を支える家族の状態をアセスメントする方法を学び家族心理教育についても理解を深め
る。さらに、精神医療・保健・福祉に関連した法律と患者の権利擁護について、その在り方を考える。
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精神看護学Ⅱ

精神看護学Ⅰ

川野雅資　編

吉松和哉　編 ヌーベル廣川

ヌーベル廣川
978-4-86174-065-7

978-4-86174-064-0

講義名 精神看護学

1500844単位数 2 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次

241NUR230

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70

30
毎回授業終了時に、本日の授業内容に関しての感想や質問をレスポンスペーパーに記述して提出。
内容は、授業内容に応じたものであること。

レスポンスペーパーの未提出(理由なく)：1回につき総得点より5点減点

1.精神看護領域で活用される関連技法について理解する
2.治療的コミュニケーション技術についてその意義と活用の実際について学ぶ
3.精神症状を持つ患者・家族の理解とその対応について学ぶ。
4.精神科医療における患者の権利擁護について考えることができる。
5.精神科領域における治療とそれにかかわる看護について理解する

授業外学習

教科書

異和感と援助者のアイデンティティ

思いやりの人間関係スキル

宮本真巳

R・ネルソン・ジョーンズ 誠信書房

日本看護協会出版会
4-8180-0487-1

4-414-30274-9

参考書

授業中に資料を配布

前提学力等

「精神保健論」・「精神看護学概論」を履修していることが望ましい。
「疾病論Ⅲ」を同時期に履修することが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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精神症状をもつ患者の理解①

授業計画

１．精神症状の理解と対応
　1)精神症状の捉え方

精神症状をもつ患者の理解② 6)感情とその障害
　7)意欲・意欲とその障害

精神疾患とは １．精神疾患の概念
①脳の機能障害に影響する要因　

精神科看護における患者の
権利擁護と関連する法律

１．精神科看護における基本的人権と倫理的問題

精神科領域における治療と看護① １．精神科領域における治療・ケア・支援の方法
１)薬物療法と看護

精神科領域における治療と看護② 2)向精神薬の適応および効果と副作用
3)薬物療法を受ける患者への看護

精神科領域における治療と看護③ 2)精神療法
(1)適応と効果

精神科領域の医学的検査・心理検
査と看護

2.精神科領域の医学的検査・心理検査と看護
1)生物学的側面からの検査

心を病む人たちとその家族 １．精神科領域における家族の捉え方
２．家族が抱える問題

精神看護領域における家族支援 １．精神疾患患者をもつ家族への支援：家族支援に関するトピックス
・病気が家族に与える影響：イネブラー・高EE　等

治療的コミュニケーション技術の
実際

1.治療的コミュニケーション技術とは
2.良い聴き手になるための演習"

「かかわり」と看護① 「かかわり」と看護①看護とかかわりの関係

「かかわり」と看護② 「かかわり」と看護②看護におけるかかわりの重要性

「かかわり」と看護③ 「かかわり」と看護③看護におけるかかわりの4つの視点

看護師のストレスマネジメント １．自分のストレスに気づくこと
２．看護師のストレスマネジメント

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

3回生の精神看護学演習・4回生の精神看護学実習につながる科目です。実習で知識を生かせるようにしっかり授業を受けるようにして下さい。

講義名 精神看護学

1500844単位数 2 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次

241NUR230

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



精神看護領域で用いられる看護理論について学習し、精神看護の基本的概念を理解する。また、国内外の精神医療・看護の歴史的変遷を知ることで
精神疾患に対するスティグマの存在を理解するとともに、地域社会(滋賀県内の現状も含む)における支援の実際についても理解を深める。
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精神看護学Ⅰ 吉松和哉　編 ヌーベル廣川
978-4-86174-064-0

講義名 精神看護学概論

1500847単位数 1 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次

241NUR229-C

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70

30
レスポンスペーパーを毎回提出

1単位7.5回の授業構成であるため、1/3(3回)以上欠席した場合評価の対象としない。

1.精神看護の基本概念を理解する
2.精神看護で使われる理論をもとに看護の対象理解を学ぶ
3.精神医療福祉の歴史の変遷ををもとに、精神疾患に対するスティグマについて理解する。
4.精神医療・看護の課題について考えるとともに、滋賀県内における精神医療福祉の現状を学ぶ

授業外学習

教科書

参考書

その他、資料配布在り

前提学力等

精神保健論を履修していることが望ましい

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期後半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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１．精神看護とはなにか

授業計画

１．精神看護とはなにか
①「精神看護」の概念：広義と狭義　

２．精神看護の対象 ２．精神看護の対象
①「対象理解」の観点：感性的理解の重要性

３．精神保健医療福祉の変遷① ３．精神保健医療福祉の変遷
①歴史を学ぶ意義

３．精神保健医療福祉の変遷② ③日本における精神医療の歴史
④歴史的変遷から考える精神科医療における倫理的問題

４．精神保健と法律 ４．精神保健と法律　
①精神保健と精神障害者の福祉に関する法律(精神保健福祉法)

５．精神科における多職種協働 5．精神科における多職種協働
①精神科でのチーム医療の必要性

６．精神医療の現状と課題 ・長期入院患者の地域移行(滋賀県内の状況)
・入院期間の短縮化・急性期病棟の現状

まとめ(45分) 精神看護に対する感じ方考え方

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 精神看護学概論

1500847単位数 1 担当教員 甘佐　京子／下通　友美／牧野　耕次

241NUR229-C

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期後半 講義授業種別



　生体は通常、自分自身の恒常性維持機能により、健康な状態を維持している。恒常性が保てない状況に陥った時、それを是正する目的で薬物を使
用する。この講義を通して、薬物の投与方法、吸収、分布、効果発現様式、作用メカニズム、副作用、排泄に至る一連の薬物作用について学習する
が、これは同時に生体調節機構、病態等に関しても理解を深めることに通じている。
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わかりやすい薬理学　第3版 安原一・小口勝司ら ヌーヴェルヒロカワ

講義名 薬理学

1500941単位数 2 担当教員 土田　勝晴※／武井　義則※／竹内　孝治※

241NUR206

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100

薬理学の基本概念を学び、薬物の疾病治療への応用と、予防のため使用される薬物の作用、副作用について理解することを目標とする。

授業外学習

各回の講義終了ごとに、教科書付属の整理ノートのポイントを読み、確認問題を解いて復習をすること。

教科書

はじめの一歩　イラスト薬理学

薬がみえる

石井邦雄

メディックメディア

羊土社

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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薬理学総論

授業計画

薬理学の概念を学ぶ。

末梢神経系作用薬1 交感神経作用薬の作用を学ぶ。

末梢神経系作用薬2 副交感神経作用薬、筋弛緩薬、局所麻酔薬の作用を学ぶ。

中枢神経系作用薬１ 麻酔薬、鎮痛薬、催眠薬、抗不安薬、気分障害治療薬の薬理作用を学ぶ。

抗炎症薬 生体防御機能としての炎症反応を理解し、抗炎症薬の作用を学ぶ。

消化器系作用薬、漢方薬 胃潰瘍の治療薬および制吐薬・瀉下薬・制瀉薬の薬理作用を学ぶ。漢方薬による治療の基本と作用を
学ぶ。

中枢神経系作用薬2 抗精神病薬、抗てんかん薬の薬理作用を学ぶ。

中枢神経系作用薬3 パーキンソン治療薬、アルツハイマー病治療薬の薬理作用を学ぶ。

抗感染症薬 各種感染症の病原体と抗感染症の作用を学ぶ。

抗悪性腫瘍薬 悪性腫瘍の特性と抗悪性腫瘍薬の作用を学ぶ。

呼吸器系作用薬 気管支喘息治療薬および鎮咳・去痰薬の薬理作用を学ぶ。

ホルモン・生殖器系作用薬1 各種ホルモンの作用および役割を理解し、内分泌器官の異常に対する治療薬（糖尿病治療薬、抗甲状
腺薬、骨粗鬆症治療薬）の薬理作用を学ぶ。

ホルモン・生殖器系作用薬2 性ホルモン由来の生殖器疾患に対する治療薬の作用を学ぶ。

心臓・血管作用薬1 高血圧、心不全、狭心症に対する治療薬の薬理作用を学ぶ。

心臓・血管作用薬2 腎臓作用薬（利尿薬）および血液系作用薬を学ぶ。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義中でも終了後でも構わないので、分からないことがあれば、積極的に質問して下さい。

講義名 薬理学

1500941単位数 2 担当教員 土田　勝晴※／武井　義則※／竹内　孝治※

241NUR206

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期前半 講義授業種別



「老い」や「加齢」とは何かを考え、高齢者の身体的・心理的・社会的変化を知る。老年看護
に活用できる概念や理論について理解し、高齢者を取り巻く社会や社会制度について考える。

215

高齢者看護トータルナビ 岡本充子他 メディカ出版

講義名 老年看護学概論

1500991単位数 1 担当教員 平田　弘美

241NUR223-C

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

72
添付ファイル参照

13

15

添付ファイル参照

添付ファイル参照

（１）　「老い」や「加齢」とは何かを考察し、述べることができる。
（２）　老年期における身体的・心理的・社会的変化を理解できる。
（３）　高齢者を取り巻く地域・社会や社会制度について理解できる。
（４）　老年看護に活用できる概念・理論について理解できる。

授業外学習

レポート課題

教科書

老年看護学概論

高齢者の健康と障害

国民衛生の動向

真田弘美・正木治恵

堀内ふき　他 メディカ出版

南江堂

参考書

授業中にプリントを配布する。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期前半

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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オリエンテーション、「老い」と
は何かを考える

授業計画

高齢者が出演するDVDを視聴し、「老いとは何か」についてグループでディスカッションし、発表す
る。

老年期の理解 老年期とは？、老年期における発達課題、加齢に伴う変化やその特徴などを学ぶ。

高齢者をとりまく社会１ 日本における高齢者をとりまく社会状況について、外国や他県の状況と比較しながら学ぶ。

高齢者をとりまく社会２ 健康寿命、高齢者の有訴者数・受療率、症状が生活に与える影響や、高齢者を支える社会制度、高齢
者に治療と介護を提供する施設などについて学ぶ。

グループワーク・発表 身近にいる高齢者にインタビューし、高齢者の「生きがい」についてグループディスカッションし、
発表する。

高齢者を理解するための概念・理
論

高齢者に関連する概念や理論（自己決定、アドボカシー、セルフケア、自立支援、喪失体験、ストレ
スコーピング、エンパワーメント、コラボレーション、自己効力感、コンプライアンス・アドヒアラ

老年看護の基本的考え方と課題 老年看護の目標や、高齢者の人権や倫理問題（身体拘束や高齢者虐待など）について学ぶ。

学習のまとめ 老年期における変化や特徴、高齢者をとりまく社会状況などについて学んだことに関する試験を行う
。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 老年看護学概論

1500991単位数 1 担当教員 平田　弘美

241NUR223-C

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期前半 講義授業種別



高齢者の生理的身体変化や高齢者に特有な疾患・症状に対する援助方法を理解し、健康問題をもつ高齢者の看護過程展開方法を学ぶ。
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高齢者看護すぐに実践トータルナビ 岡本充子　他 メディカ出版

講義名 老年看護学演習

1500992単位数 1 担当教員 平田　弘美

341NUR307

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
小テスト30%，期末試験40%

25

5

看護過程20%，疑似体験レポート5%

グループワーク・発表5%

（1）高齢者の生理的身体変化を理解できる。
（2）高齢者に多い疾患とその特徴を理解できる。
（3）健康障害をもつ高齢者の援助方法について理解できる。
（4）健康問題をもつ高齢者の看護過程展開方法について理解できる。

授業外学習

教科書

参考書

授業中にプリントを配布する。

前提学力等

老年看護学概論を履修していることが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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オリエンテーション・高齢者看護
のアセスメント

授業計画

課題や成績評価などのオリエンテーションを行う。
高齢者看護のアセスメントと看護過程展開について学ぶ。

加齢に伴う身体機能の変化（循環
器系）

加齢に伴う身体機能の変化（循環器系）と、高齢者に多い循環器疾患について学ぶ。

加齢に伴う身体機能の変化（呼吸
器系）

加齢に伴う身体機能の変化（呼吸器系）と、高齢者に多い呼吸器疾患について学ぶ。

コミュニケーション障害のある高
齢者への対応

加齢に伴う感覚器系の変化とコミュニケーション障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

摂食・嚥下障害のある高齢者への
援助

加齢に伴う消化器系変化と摂食・嚥下障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

皮膚障害のある高齢者への援助 加齢に伴う外皮系変化と皮膚障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

脱水症状のある高齢者への援助 加齢に伴う身体的変化と脱水症状のある高齢者への援助方法について学ぶ。

排泄障害のある高齢者への援助 加齢に伴う排泄に関する変化と排泄障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

不眠のある高齢者への援助 加齢に伴う睡眠に関する変化と不眠のある高齢者への援助方法について学ぶ。

転倒の高リスク状態にある高齢者
への援助

加齢に伴う筋・骨格系変化と転倒の高リスク状態にある高齢者への援助方法について学ぶ。

寝たきり状態にある高齢者への援
助

廃用症候群と寝たきり状態にある高齢者への援助方法について学ぶ。

認知症高齢者への援助１ 加齢に伴う脳・神経系変化と認知症について学ぶ。

認知症高齢者への援助１ 認知症高齢者への援助方法について学ぶ。

看護過程（グループワーク/
グループ発表)

課題で各自が分析した看護課題についてグループディスカッションし、グループで関連図を作成しな
がら看護課題を抽出する。グループで抽出された看護課題を発表する。

高齢者疑似体験 高齢者疑似体験セットを装着し、日常生活動作を行うことで高齢者を疑似体験する。

学期末試験

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 老年看護学演習

1500992単位数 1 担当教員 平田　弘美

341NUR307

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



高齢者の生理的身体変化や高齢者に特有な疾患・症状に対する援助方法を理解し、健康問題をもつ高齢者の看護過程展開方法を学ぶ。
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高齢者看護すぐに実践トータルナビ 岡本充子　他 メディカ出版

講義名 老年臨床看護学/

1500993単位数 1 担当教員 平田　弘美
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
小テスト30%，期末試験40%

25

5

看護過程20%，疑似体験レポート5%

グループワーク・発表5%

（1）高齢者の生理的身体変化を理解できる。
（2）高齢者に多い疾患とその特徴を理解できる。
（3）健康障害をもつ高齢者の援助方法について理解できる。
（4）健康問題をもつ高齢者の看護過程展開方法について理解できる。

授業外学習

教科書

参考書

授業中にプリントを配布する。

前提学力等

老年看護学概論を履修していることが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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オリエンテーション・高齢者看護
のアセスメント

授業計画

課題や成績評価などのオリエンテーションを行う。
高齢者看護のアセスメントと看護過程展開について学ぶ。

加齢に伴う身体機能の変化（循環
器系）

加齢に伴う身体機能の変化（循環器系）と、高齢者に多い循環器疾患について学ぶ。

加齢に伴う身体機能の変化（呼吸
器系）

加齢に伴う身体機能の変化（呼吸器系）と、高齢者に多い呼吸器疾患について学ぶ。

コミュニケーション障害のある高
齢者への対応

加齢に伴う感覚器系の変化とコミュニケーション障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

摂食・嚥下障害のある高齢者への
援助

加齢に伴う消化器系変化と摂食・嚥下障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

皮膚障害のある高齢者への援助 加齢に伴う外皮系変化と皮膚障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

脱水症状のある高齢者への援助 加齢に伴う身体的変化と脱水症状のある高齢者への援助方法について学ぶ。

排泄障害のある高齢者への援助 加齢に伴う排泄に関する変化と排泄障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

不眠のある高齢者への援助 加齢に伴う睡眠に関する変化と不眠のある高齢者への援助方法について学ぶ。

転倒の高リスク状態にある高齢者
への援助

加齢に伴う筋・骨格系変化と転倒の高リスク状態にある高齢者への援助方法について学ぶ。

寝たきり状態にある高齢者への援
助

廃用症候群と寝たきり状態にある高齢者への援助方法について学ぶ。

認知症高齢者への援助１ 加齢に伴う脳・神経系変化と認知症について学ぶ。

認知症高齢者への援助１ 認知症高齢者への援助方法について学ぶ。

看護過程（グループワーク/
グループ発表)

課題で各自が分析した看護課題についてグループディスカッションし、グループで関連図を作成しな
がら看護課題を抽出する。グループで抽出された看護課題を発表する。

高齢者疑似体験 高齢者疑似体験セットを装着し、日常生活動作を行うことで高齢者を疑似体験する。

学期末試験

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 老年臨床看護学/

1500993単位数 1 担当教員 平田　弘美
講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



健康問題を持つ高齢者を統合的にアセスメントし、個別性を考えた看護を提供するために必要な知識・技術を習得する。
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高齢者看護すぐに実践トータルナビ 岡本充子 メディカ出版

講義名 老年臨床看護学演習/

1500994単位数 1 担当教員 平田　弘美／松井　宏樹
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

35
期末試験35%

45

20

演習時のレポート10%
看護過程のレポート30%
グループワーク・発表5%

フィジカルアセスメント20%

3分の１以上欠席した場合は、評価の対象としない。
レポート評価の詳細は、授業開始時に提示する。

（1）老年看護実践に必要な知識を習得できる。
（2）老年看護実践に必要な看護技術を習得できる。
（3）老年看護に必要な情報収集・分析・看護課題抽出・看護計画立案ができる。

授業外学習

基礎看護技術や老年看護学概論、老年臨床看護学で学んだ内容を復習したうえで、演習に参加する。
事前に提示したレポートを持参して、演習に参加する。

教科書

参考書

授業中にプリントを配布する。

前提学力等

老年看護学概論、老年臨床看護学のを履修していることが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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オリエンテーション/高齢者を対象
とした看護過程1

授業計画

授業のオリエンテーション
高齢者を対象とした看護過程（情報収集・分析・看護問題抽出）の復習と事例紹介。

高齢者看護に必要な看護技術1 高齢者の身体・心理・社会面のアセスメントと高齢者に必要なフィジカルアセスメントの復習と演習

高齢者看護に必要な看護技術2 摂食・嚥下障害のある高齢者への看護援助を学ぶ。

高齢者看護に必要な看護技術3 摂食・嚥下障害のある高齢者への看護援助（食事介助）を学ぶ。

高齢者看護に必要な看護技術4 脱水や排泄に問題のある高齢者への看護援助を学ぶ。

高齢者看護に必要な看護技術5 転倒リスクのある高齢者への看護援助（移動・移乗・関節可動域訓練）を学ぶ。

高齢者看護に必要な看護技術6 転倒リスクのある高齢者への看護援助（移動・移乗・関節可動域訓練）を学ぶ。

高齢者へのアクティビティケア 高齢者へのアクティビティケアの意義・目的について学び、対象者にあったアクティビティケア計画
の立案・実践について演習する。

高齢者のフィジカルアセスメント 技術チェック/看護課題抽出

高齢者のフィジカルアセスメント 技術チェック/看護課題抽出

高齢者のフィジカルアセスメント 技術チェック/看護課題抽出

高齢者を対象とした看護過程2 健康障がいのある高齢者の関連図作成（グループワーク）

高齢者を対象とした看護過程3 健康障がいのある高齢者への看護計画立案（グループワーク）

高齢者を対象とした看護過程4 看護計画グループ発表

介護施設に入所する高齢者への看
護

介護施設に入所する高齢者への看護を学ぶ。
老年看護学実習オリエンテーション

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 老年臨床看護学演習/

1500994単位数 1 担当教員 平田　弘美／松井　宏樹
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期 演習授業種別



老人保健施設の入所フロアや通所リハビリ（ディケア）での実習を通して，老化や障がいが高齢者の日常生活に及ぼす影響について学ぶ。また，高
齢者ケアに携わるスタッフの役割やその連携について理解を深める。
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講義名 老年看護学実習/

1500995単位数 1 担当教員 平田　弘美／松井　宏樹
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100%
到達目標１（観察・記録３０％）
到達目標２（観察・記録２０％）
到達目標３（観察・記録１５％）

臨地実習4日間の3分の2以上の出席をもって評価の対象とする。

（１）　高齢者の身体的・心理的・社会的老化の特徴を理解する。
（２）　老化や障がいが高齢者の日常生活に及ぼす影響について理解する。
（３）　高齢者ケアに携わるスタッフの役割やその連携について理解を深める。
（４）　長い人生を生きてきた高齢者を尊重した姿勢・態度で関わることができる。
（５）　積極的な態度で実習に取り組むことができる。

授業外学習

事前に以下の内容を復習し、実習に臨む。
①高齢者の加齢に伴う身体的・心理的・社会的変化の特徴を復習しておく。

教科書

参考書

授業で使用した教科書や資料，参考図書など

前提学力等

3年次前期までの必修科目を修得していること。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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オリエンテーション

授業計画

実習要項参照

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

講義名 老年看護学実習/

1500995単位数 1 担当教員 平田　弘美／松井　宏樹
講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



医療施設に入院する高齢者を受け持ち、看護過程を展開する。健康問題を持つ高齢者の特徴を理解し、高齢者とその家族に応じた看護実践の知識、
技術および態度を学ぶ。
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講義名 老年臨床看護学実習/

1500996単位数 2 担当教員 平田　弘美／松井　宏樹
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100%
到達目標１（観察・記録７０％）
到達目標２（観察・記録１０％）
到達目標３（観察５％）

臨地実習7日間の3分の2以上の出席をもって評価の対象とする。

（１）高齢者の健康状態および家族の個別性に合わせた看護過程が展開できる。
（２）医療施設における看護師の役割･機能が表現できる。
（３）対象および家族に対して、尊重した態度がとれる。
（４）専門職にふさわしい態度がとれ、行動ができる。

授業外学習

事前に以下の内容を復習し、実習に臨む。
①老年看護学、老年臨床看護学、老年臨床看護学演習で学んだ内容の復習をしておく。

教科書

授業で使用した教科書や資料、参考図書など

参考書

前提学力等

3年次前期までの必修科目を修得していること。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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オリエンテーション

授業計画

実習要項参照

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

講義名 老年臨床看護学実習/

1500996単位数 2 担当教員 平田　弘美／松井　宏樹
講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



高齢者の生理的身体変化や高齢者に特有な疾患・症状に対する援助方法を理解し、健康問題をもつ高齢者の看護過程展開方法を学ぶ。
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高齢者看護すぐに実践トータルナビ 岡本充子　他 メディカ出版

講義名 老年看護学

1500997単位数 2 担当教員 平田　弘美

241NUR224

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
小テスト30%，期末試験40%

25

5

看護過程20%，疑似体験レポート5%

グループワーク・発表5%

（1）高齢者の生理的身体変化を理解できる。
（2）高齢者に多い疾患とその特徴を理解できる。
（3）健康障害をもつ高齢者の援助方法について理解できる。
（4）健康問題をもつ高齢者の看護過程展開方法について理解できる。

授業外学習

教科書

参考書

授業中にプリントを配布する。

前提学力等

老年看護学概論を履修していることが望ましい。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 後期

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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オリエンテーション・高齢者看護
のアセスメント

授業計画

課題や成績評価などのオリエンテーションを行う。
高齢者看護のアセスメントと看護過程展開について学ぶ。

加齢に伴う身体機能の変化（循環
器系）

加齢に伴う身体機能の変化（循環器系）と、高齢者に多い循環器疾患について学ぶ。

加齢に伴う身体機能の変化（呼吸
器系）

加齢に伴う身体機能の変化（呼吸器系）と、高齢者に多い呼吸器疾患について学ぶ。

コミュニケーション障害のある高
齢者への対応

加齢に伴う感覚器系の変化とコミュニケーション障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

摂食・嚥下障害のある高齢者への
援助

加齢に伴う消化器系変化と摂食・嚥下障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

皮膚障害のある高齢者への援助 加齢に伴う外皮系変化と皮膚障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

脱水症状のある高齢者への援助 加齢に伴う身体的変化と脱水症状のある高齢者への援助方法について学ぶ。

排泄障害のある高齢者への援助 加齢に伴う排泄に関する変化と排泄障害のある高齢者への援助方法について学ぶ。

不眠のある高齢者への援助 加齢に伴う睡眠に関する変化と不眠のある高齢者への援助方法について学ぶ。

転倒の高リスク状態にある高齢者
への援助

加齢に伴う筋・骨格系変化と転倒の高リスク状態にある高齢者への援助方法について学ぶ。

寝たきり状態にある高齢者への援
助

廃用症候群と寝たきり状態にある高齢者への援助方法について学ぶ。

認知症高齢者への援助１ 加齢に伴う脳・神経系変化と認知症について学ぶ。

認知症高齢者への援助１ 認知症高齢者への援助方法について学ぶ。

看護過程（グループワーク/
グループ発表)

課題で各自が分析した看護課題についてグループディスカッションし、グループで関連図を作成しな
がら看護課題を抽出する。グループで抽出された看護課題を発表する。

高齢者疑似体験 高齢者疑似体験セットを装着し、日常生活動作を行うことで高齢者を疑似体験する。

学期末試験

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

担当者から一言

講義名 老年看護学

1500997単位数 2 担当教員 平田　弘美

241NUR224

講義コード

ナンバリング番号

開講期 後期 講義授業種別



地域で生活しているさまざまな健康状態にある子どもから高齢者までの人々との交流を通して，看護の対象である「人間」への興味を育み，理解を
深める。
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講義名 地域生活実習

1501043単位数 1 担当教員

平田　弘美／川口　恭子／川端　智子／
河野　益美／古株　ひろみ／小島　亜未／
小林　孝子／玉川　あゆみ／馬場　文／
松井　宏樹／森本　安紀

141NUR233

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100%
小児看護学領域評価点：30%
老年看護学領域評価点：30%
公衆衛生・在宅看護学領域：30%

３分の１以上欠席した場合は評価の対象としない。遅刻・早退は-15点の減点とする。

（１）�地域で生活するさまざまな発達段階にある人々の「生活」について考える。
（２）�地域で生活する人々に対する「看護」の役割について考える。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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オリエンテーション

授業計画

実習要項参照

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

講義名 地域生活実習

1501043単位数 1 担当教員

平田　弘美／川口　恭子／川端　智子／
河野　益美／古株　ひろみ／小島　亜未／
小林　孝子／玉川　あゆみ／馬場　文／
松井　宏樹／森本　安紀

141NUR233

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期実習 実習授業種別



理論に基づいた助産活動を周産期医療の現場で実践するための基礎的能力を修得する。
分娩介助実習および継続事例実習を通して、妊娠期・分娩期・産褥期および新生児期・乳幼児期の助産診断を実践し、診断に基づいた助産ケア実践
を展開する。また、NICU実習や助産所実習を通して、さまざまな分野における助産活動を推進する能力を養う。
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講義名 助産学実習/

1600581単位数 13 担当教員 板谷　裕美／濱野　裕華／古川　洋子／
堀内　遥子／未定＊／渡邊　友美子講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
実習評価表に基づき、総合的に評価する。
60％以上を合格とする。

（１）科学的根拠に基づいた妊娠期の助産診断と必要な支援が実践できる。
（２）科学的根拠に基づいた分娩期の助産診断と必要な支援が実践できる。
（３）科学的根拠に基づいた産褥期の助産診断と必要な支援が実践できる。
（４）科学的根拠に基づいた新生児期の助産診断と必要な支援が実践できる。
（５）NICU実習を通してハイリスク新生児の看護を学び、胎児のリスクアセスメントについて考察できる。
（６）妊娠期から産褥期における継続的な助産活動を実践できる。
（７）助産管理の実際を理解し、地域母子保健活動分野における助産師の役割を理解できる。

授業外学習

教科書

今日の助産

助産業務ガイドライン

産婦人科診療ガイドライン

北川眞理子

日本助産師会

日本産科婦人科学会

日本助産師会出版

南江堂

参考書

前提学力等

基礎助産学ⅠⅡⅢ、助産診断技術学ⅠⅡⅢ、助産診断技術学演習の単位修得がなければ、履修することは出来ない。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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実習オリエンテーション

授業計画

助産学実習Ⅰ 実習期間：H29年8月27日（月）～9月1日（金）
＊実習施設にて院内オリエンテーションを受けるとともに、分娩の見学を通じて直接介助、間接介

助産学実習Ⅱ 実習期間：H29年9月4日（月）～11月24日（金）
但し、11月14日（月）～24日（金）は分娩介助例数が10例に満たない場合の補習期間とする。

助産学実習Ⅱ(補習期間） NICU実習（2日間）・地域母子保健実習（2日間）を、11月13日（月）～24日（金）までの間で行う。
この期間までに分娩介助例数が10例を満たしていない場合、NICU実習・地域母子保健実習以外の日程

院内中間カンファレンス 実習４～５週目（分娩介助3-4例目終了頃）に第１回目、実習７～８週目【分娩介助7-8例目終了頃）
に第２回目の院内中間カンファレンスを行い、実習到達度の確認および今後の課題を明確化する。

院内最終カンファレンス 病院実習最終日、11月2４日（金）を目安に、院内最終カンファレンスを行い、目標の達成度や実習
での学び等をまとめて発表する。(分娩介助10例目が終了した段階で、各施設ごとに院内最終カン

NICU/GCU実習カンファレンスNICU/GCU実習の2日目に、実習目標の達成度および実習での学びをまとめて発表する。

学内最終カンファレンス 11月27日(月)3限に、実習全体を振り返り、学んだことから、自己の助産観について発表する。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当者から一言

講義名 助産学実習/

1600581単位数 13 担当教員 板谷　裕美／濱野　裕華／古川　洋子／
堀内　遥子／未定＊／渡邊　友美子講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



妊娠期における助産過程の展開に必要な診断および技術の原理と技法について学習する。

233

助産学講座6　助産診断・技術学Ⅱ

最新産科学（正常編）

最新産科学（異常編）

我部山キヨ子ほか編

荒木　勤　著

荒木　勤　著 東京文光堂

東京文光堂

医学書院

講義名 助産診断・技術学Ⅰ/

1600611単位数 2 担当教員 古川　洋子／越山　雅文
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
（１）妊娠期の助産診断と技術の特徴が理解できる(10%）
（２）妊娠期の助産診断過程を展開するために必要な知識の修得ができる（40%）
（３）ハイリスク妊婦の特徴とケアが理解できる（30%)

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（１）妊娠期の助産診断と技術の特徴が理解できる(10%）
（２）妊娠期の助産診断過程を展開するために必要な知識の修得ができる（40%）
（３）ハイリスク妊婦の特徴とケアが理解できる（30%)
（４）妊婦の助産ケア実践のための基本的技術が理解できる(20%）

授業外学習

教科書

産婦人科診療ガイドライン　産科編 日本産科婦人科学会／日本産婦人
科医会編集

日本産科婦人科学会事務局発行
978－4－907890－03－2

参考書

講義中に適宜紹介します

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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妊娠期助産診断の視点・妊娠経過
の診断

授業計画

プレテスト、妊娠期助産診断の視点について学ぶ

妊娠の診断と妊娠の時期の診断 妊娠の診断と妊娠の時期診断について学ぶ

妊娠期の経過診断1 妊娠経過の診断（妊娠に伴う母体の生理的変化1：生殖器・血液・循環器系・肺機能・消化器）につ
いて学ぶ

妊娠期の経過診断2 妊娠経過の診断（妊娠に伴う母体の生理的変化2：肝機能・腎機能・泌尿器系・内分泌・皮膚・筋骨
格）について学ぶ

胎児及び附属物の特性 胎児および付属物の特性と妊娠経過診断について学ぶ

妊娠期の経過予測診断1 妊娠期の経過予測診断について学ぶ

妊娠期の経過予測診断2 妊娠期の経過予測診断について学ぶ

妊婦の親準備支援と社会的ケア 妊婦の親準備支援と社会的ケアに関する助産診断について学ぶ

周産期の超音波診断 周産期の超音波診断

妊娠期の異常、ハイリスク妊娠と
支援の必要性

ハイリスク妊娠と支援の必要性（MFICU）と助産診断について学ぶ

妊娠期の助産診断１ 妊娠初期の助産診断１(妊娠初期のアセスメントと妊娠の診断）

妊娠期の助産診断２ 妊娠初期の助産診断２（妊娠初期のアセスメントと経過診断）

妊娠期の助産診断３ 妊娠後期の助産診断１（妊娠後期のアセスメントと経過診断）

妊娠期の助産診断４ 妊娠後期の助産診断２(妊娠後期のアセスメントと分娩予測診断）

妊娠期の助産診断のまとめ 妊娠期の助産診断のまとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 助産診断・技術学Ⅰ/

1600611単位数 2 担当教員 古川　洋子／越山　雅文
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講義授業種別



分娩期にある対象への助産過程の展開に必要な診断および技術の原理と技法について学習する。
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助産学講座７　助産診断・技術学Ⅱ

最新産科学（正常編）

最新産科学（異常編）

我部山キヨ子ほか編

荒木　勤　著

荒木　勤　著 東京文光堂

東京文光堂

医学書院

講義名 助産診断・技術学Ⅱ/

1600621単位数 2 担当教員 古川　洋子／越山　雅文
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
1．助産診断に必要な分娩期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴を理解する(10%）
2．分娩期の助産診断過程を展開するために必要な知識の修得ができる（40%）
３．ハイリスク産婦の助産診断の特徴と助産ケアが理解できる（30%)

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

1．助産診断に必要な分娩期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴を理解する(10%）
2．分娩期の助産診断過程を展開するために必要な知識の修得ができる（40%）
３．ハイリスク産婦の助産診断の特徴と助産ケアが理解できる（30%)

4．産婦への助産実践のための基本的技術が理解できる(20%）

授業外学習

教科書

産婦人科診療ガイドライン　産科編2014 日本産科婦人科学会／日本産婦人
科医会編集・監修

公益社団法人日本産科婦人科学会
事務局 978－4－907890－03－2

参考書

講義中に適宜紹介します

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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分娩期助産診断の視点・分娩経過
の診断

授業計画

プレテスト、分娩期助産診断の視点・分娩経過の診断について学ぶ

分娩開始の診断と分娩時期の診断 分娩開始の診断と分娩時期の診断、分娩介助デモンストレーション演習

分娩の定義、分娩の3要素 助産診断に必要な分娩の定義、分娩の3要素について学ぶ

分娩の経過診断 助産診断に必要な産婦の健康診断、分娩期の経過診断、母体の健康状態について学ぶ

分娩が胎児及び附属物に及ぼす影
響

助産診断に必要な胎児および付属物の特性に関する診断について学ぶ

分娩時の異常や偶発疾患 合併妊娠（甲状腺疾患、糖尿病合併妊娠と妊娠糖尿病、子宮筋腫合併妊娠、妊娠高血圧症候群）

産科手術および産科的医療処置 分娩期のCTG判読、分娩期の産科手術、産科麻酔、救急処置

産婦の心理と家族関係と産婦の健
康生活

助産診断に必要な産婦の心理と家族関係、産婦の健康生活への適応状態、パートナーと家族の分娩へ
の適応状態について学ぶ

出生直後の新生児の診断とケア 出生直後の新生児の助産診断に必要な呼吸の助成、保温、全身の観察、成熟度の判定などについて学
ぶ

分娩期の異常、ハイリスク分娩と
支援の必要性

助産診断に必要な分娩期の異常の理解とハイリスク分娩とその支援の必要性について学ぶ

分娩期の助産診断１ 分娩期の助産診断１：入院前、入院時の助産診断

分娩期の助産診断２ 分娩期の助産診断２：分娩第1期の助産診断

分娩期の助産診断３ 分娩期の助産診断３：分娩第2期の助産診断

分娩期の助産診断４ 分娩期の助産診断４：分娩第3期から4期の助産診断

分娩期の助産診断のまとめ 分娩期の助産診断のまとめ

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 助産診断・技術学Ⅱ/

1600621単位数 2 担当教員 古川　洋子／越山　雅文
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講義授業種別



模擬事例による助産過程の展開演習をとおして、周産期における助産診断の実践活動に必要な知識や技術を修得し、助産の実践につなげることを目
的とする。
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助産学講座２～８　

最新産科学（正常編）

最新産科学（異常編） 東京文光堂

東京文光堂

医学書院

講義名 助産診断・技術学演習/

1600631単位数 2 担当教員
古川　洋子／板谷　裕美／越山　雅文／
濱野　裕華／堀内　遥子／未定＊／
渡邊　友美子講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

40％
目標１、２、３各２０%、目標４は１０％とし、合計70％とする

60％
分娩介助技術試験
目標２は、助産診断に関連した分娩介助技術　20%、
目標３は、新生児キャッチ　10%とする

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない
成績評価項目について、各々6割以上の得点があること。

（１）妊娠期のアセスメントから助産診断を理解し、必要な妊婦への助産援助技術が習得できる
（２）分娩期のアセスメントから助産診断を理解し、産婦へ必要な助産援助技術が習得できる。
（３）産褥・新生児・乳児期のアセスメントから助産診断を理解し、褥婦・新生児への必要な助産援助技術が習得できる。
（４）周産期にあるハイリスクや異常を理解し、妊産褥婦や新生児への必要な支援が理解できる

授業外学習

教科書

産婦人科診療ガイドライン　産科編　２０１７

産婦人科診療ガイドライン　産科編　2017 日本産科婦人科学会／日本産婦人
科医会編集・監修科医会

日本産科婦人科学会事務局

参考書

授業中にプリント配布する

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講授業種別
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助産診断と援助技術と展開

授業計画

プレテスト
【古川】

助産診断と援助技術と展開 総合演習に向けての概要と今後の準備
【古川】

妊娠期の助産診断と援助技術と展
開１

妊娠期総合演習
妊娠期の助産診断の展開（妊娠期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（妊娠の診断、妊婦

妊娠期の助産診断と援助技術と展
開１

妊娠期総合演習
妊娠期の助産診断の展開（妊娠期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（妊娠の診断、妊婦

妊娠期の助産診断と援助技術と展
開２

妊娠期総合演習
妊娠期の助産診断の展開（妊娠期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（妊娠の診断、妊婦

妊娠期の助産診断と援助技術と展
開２

妊娠期総合演習
妊娠期の助産診断の展開（妊娠期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（妊娠の診断、妊婦

妊娠期の助産診断と援助技術と展
開３

妊娠期総合演習
妊娠期の助産診断の展開（妊娠期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（妊娠の診断、妊婦

妊娠期の助産診断と援助技術と展
開３

妊娠期総合演習
妊娠期の助産診断の展開（妊娠期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（妊娠の診断、妊婦

分娩期の助産診断と援助技術と展
開１

分娩期総合演習
分娩期の助産診断の展開（分娩期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（分娩期の診断、分

分娩期の助産診断と援助技術と展
開１

分娩期総合演習
分娩期の助産診断の展開（分娩期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（分娩期の診断、分

分娩期の助産診断と援助技術と展
開２

分娩期総合演習
分娩期の助産診断の展開（分娩期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（分娩期の診断、分

分娩期の助産診断と援助技術と展
開２

分娩期総合演習
分娩期の助産診断の展開（分娩期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（分娩期の診断、分

分娩期の助産診断と援助技術と展
開３

分娩期総合演習
分娩期の助産診断の展開（分娩期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（分娩期の診断、分

分娩期の助産診断と援助技術と展
開３

分娩期総合演習
分娩期の助産診断の展開（分娩期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（分娩期の診断、分

分娩期の助産診断と援助技術と展
開４

フリースタイル分娩の分娩介助技術
【古川＆臨床助産師　　】

分娩期の助産診断と援助技術と展
開４

フリースタイル分娩の分娩介助技術
【古川＆臨床助産師　　】

産科手術の基礎知識と演習1 産科手術の基礎、産科救急処置、急速遂娩時の対応演習
【越山】

産科手術の基礎知識と演習1 産科手術の基礎、産科救急処置、急速遂娩時の対応演習
【越山】

産科手術の基礎知識と演習2 会陰切開及び裂傷に伴う縫合産褥期総合演習
【越山】

産科手術の基礎知識と演習2 会陰切開及び裂傷に伴う縫合、産褥期総合演習
【越山】

産褥、新生児期の助産診断と助産
技術の展開1

産褥期総合演習
産褥期の助産診断の展開（産褥期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（退行性変化促進支

産褥、新生児期の助産診断と助産
技術の展開1

産褥期総合演習
産褥期の助産診断の展開（産褥期の経過・予測診断と健康生活診断）、助産技術（退行性変化促進支

産褥、新生児期の助産診断と助産
技術の展開2

新生児期総合演習
新生児期の助産診断の展開（新生児期の経過・予測診断と健康生活診断）と助産技術（早期新生児ケ

産褥、新生児期の助産診断と助産
技術の展開

新生児期総合演習
新生児期の助産診断の展開（新生児期の経過・予測診断と健康生活診断）と助産技術（早期新生児ケ

産褥、新生児期の助産診断と助産
技術の展開3

ベビーキャッチ演習
【板谷】

産褥、新生児期の助産診断と助産
技術の展開3

ベビーキャッチ演習
【板谷】

新生児蘇生法の実際 NCPR　Bコース
【中村Dr＆板谷】

新生児蘇生法の実際 NCPR　Bコース
【中村Dr＆板谷】

母乳育児支援の理論と実際 母乳育児支援の理論と実際
【渡邊MW＆板谷】

母乳育児支援の理論と実際 母乳育児支援の理論と実際
【渡邊MW＆板谷】

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

担当者から一言

診断に基づくケア技術が実践できるよう、技術練習については自主的・積極的に、リアリティを持って臨むこと。とくに分娩介助技術実践では、事
例の分娩進行に基づく診断とケアを行えるよう、十分な知識とアセスメント力を高めること。

講義名 助産診断・技術学演習/

1600631単位数 2 担当教員
古川　洋子／板谷　裕美／越山　雅文／
濱野　裕華／堀内　遥子／未定＊／
渡邊　友美子講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講授業種別



　周産期女性の健康に関する薬理・薬剤学、栄養学、母子免疫・母子感染、遺伝等に関する基礎知識について修得するとともに、ハイリスク状態の
妊産褥婦に関する診断のための医学的知識を深める。
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助産学講座２母子の基礎科学

助産学講座３母子の健康科学

我部山　キヨ子

我部山　キヨ子 医学書院

医学書院
978-4-260-01837-1

978-4-260-02173-9

講義名 基礎助産学Ⅲ/

1600670単位数 2 担当教員 越山　雅文／板谷　裕美／古川　洋子
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100%
（１）周産期女性の健康に関する薬理・薬剤学、栄養学、母子免疫・母子感染、遺伝等に関する基礎知識について理解
できる。（50%）
（２）ハイリスク状態の妊産褥婦に関する診断のための医学的知識を身につけることが出来る。（50%）

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（１）周産期女性の健康に関する薬理・薬剤学、栄養学、母子免疫・母子感染、遺伝等に関する基礎知識について理解できる。
（2）ハイリスク状態の妊産褥婦に関する診断のための医学的知識を身につけることが出来る。

授業外学習

各授業開始前に、テキストの該当箇所をよく読んでおくこと。

教科書

日本人の食事摂取基準2015年版、第一出版、ISBN 978-4-8041-1312-8

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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生殖生理に関する解剖・生理

授業計画

生殖生理に関する間脳-下垂体機能、卵巣機能について

妊娠・分娩に関する解剖生理 妊娠成立の機序、胎児胎盤機能、骨産道と軟産道

不妊症の診断法と生殖補助医療１ 不妊症の診断

不妊症の診断法と生殖補助医療２ 生殖補助医療の実際と課題

女性のライフステージと栄養管理
１

栄養とは、食事摂取基準、思春期の栄養、妊婦の栄養

女性のライフステージと栄養管理
２

授乳婦の栄養、乳幼児の栄養、母子の栄養と食をめぐる課題、

妊娠期の異常１ 合併妊娠（甲状腺疾患、糖尿病合併妊娠と妊娠糖尿病、子宮筋腫合併妊娠、妊娠高血圧症候群）

妊娠期の異常２ 異常妊娠（悪阻、異所性妊娠、切迫流・早産、血液型不適合妊娠、、急性妊娠脂肪肝等）

妊娠期の異常３ 妊娠期に行われる産科手術とその管理（人工妊娠中絶、頸管縫縮術等）

異常分娩 遷延分娩と分娩停止、陣痛の異常、回旋異常、
狭骨盤と児頭骨盤不均衡、胎児機能不全、急速遂娩、産後出血と弛緩出血、癒着胎盤

遺伝と遺伝性疾患 染色体異常と出生前診断

母子免疫と母子感染 母児の免疫学的特性と母子感染について

多胎妊娠の管理 １．多胎(双胎)妊娠の膜性診断
２．多胎（双胎）妊娠の管理

妊娠と薬剤 妊娠と薬剤、子宮収縮抑制と薬剤管理、分娩期の子宮収縮促進と薬剤管理、輸液ポンプの取り扱い、
産褥期の母乳と薬剤

産褥の異常 子宮復古不全、乳汁分泌不全、うっ滞性乳腺炎、化膿性乳腺炎、マタニティ―ブルーズ、産後うつ病
、産褥熱

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

本科目は、助産診断・技術学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、助産診断技術学演習、助産学実習の前提科目として重要な科目となります。予習・復習を計画的・継続的
に行い、最新のエビデンス理解を目指して、各自努力すること。

講義名 基礎助産学Ⅲ/

1600670単位数 2 担当教員 越山　雅文／板谷　裕美／古川　洋子
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講義授業種別



産褥期、新生児期、乳幼児期における助産過程の展開に必要な診断および技術の原理と技法について学習する。産褥期の心身の変化や新生児期の適
応過程と成長発達等について判断し、正常性の判断、逸脱を的確にとらえ、ハイリスク・異常状態にある対象への対応能力を身につける。さらに、
褥婦、新生児、家族への支援、高度医療施設への搬送の必要性を判断する能力を身につける。
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助産学講座７　助産診断･技術学Ⅱ分娩期・産
褥期

助産学講座8　助産診断･技術学Ⅱ新生児期・乳
幼児期

新生児蘇生法テキスト

我部山　キヨ子

横尾京子

田村　正徳 メジカルビュー社

医学書院

医学書院
9784260015721

9784260015776

講義名 助産診断・技術学Ⅲ/

1600680単位数 2 担当教員 板谷　裕美／堀内　遥子
講義コード

9784758310697

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100
産褥期50点、新生児期40点、乳幼児期10点の100点満点とし６０点以上を合格とする。

講義演習を3/1以上欠席した場合は、評価対象外とする。

（１）産褥期、新生児期、乳幼児期の助産診断と技術の特徴が説明できる。
（２）産褥期、新生児期、乳幼児期の助産診断過程を展開するために必要な知識が修得できる。
　①産褥経過の診断　②健康生活の診断　③育児行動に関する診断　④母児の正常逸脱　の診断　⑤出生直後の新生児の助産診断　⑥移行期の新生
児の生理的変化の診断　
　⑦児の発育・発達に関する診断　
（３）ハイリスク新生児の特徴とケアを理解し、新生児蘇生の基本について習得できる。
（４）産褥期、新生児期、乳幼児期の助産ケア実践のための基本技術が習得できる。
　①復古促進　②母乳栄養の確立　③産後の家庭生活の確立　④正常逸脱時のケア　　　

授業外学習

＊第9・10回の中村講師の講義演習には、新生児蘇生法テキスト（最新版）を必ず熟読したうえで出席すること。

教科書

指定教科書：仁志田博司著　新生児学入門 第4版 医学書院 2012

参考書

前提学力等

育成看護論、育成看護論演習Ⅰ･Ⅱ、育成看護論実習、小児看護学概論・各論・演習での既習知識について習熟していること。

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講授業種別
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産褥期助産診断の視点１

授業計画

産褥期助産診断の視点について、産褥経過の診断および健康生活に関する診断を中心に講義する。
＊授業開始前に、産褥・新生児期の助産診断に必要な基礎的知識に関するプレテストを実施する。

産褥期助産診断の視点２ 産褥期助産診断の視点について、母乳育児を含めた育児行動に関する診断および正常逸脱の診断に関
する内容を中心に学修する。

産褥期の助産実践１ 正常経過をたどる褥婦への助産実践を中心に、産褥経過に伴う健康診査と助産ケア、とくに母乳育児
支援の基本的姿勢について概説を学修する。

産褥期の助産実践２ 復古促進ケア、親子関係を支えるケア、産後の家庭生活の確立について、家族への助産実践も含めた
助産ケアについて学修する。

産褥期の助産実践３ 産褥期の家族計画と受胎調節実地指導に関する技術について修得する。

産褥期の助産実践４ 異常経過をたどる褥婦への助産実践について学修する。

新生児期助産診断の視点 新生児期助産診断の視点について、胎内環境の診断、発育発達の診断、健康生活の診断に関する内容
を中心に学修する。

新生児期の助産実践 出生直後の新生児の解剖生理学的特徴とケアについて、特に正常経過をたどる新生児と家族への助産
ケアを中心に学修する。

新生児によく見られる病態とその
治療・管理１

新生児ならびに低出生体重児によく見られる病態とその治療・管理について、新生児の適応生理とそ
の障害を中心に小児科医の講義を通して学修する。

新生児によく見られる病態とその
治療・管理２

新生児の中でも特に低出生体重児によく見られる病態とその治療・管理について、小児科医の講義を
通して学修する。

ハイリスク新生児と家族への助産
実践

NICU、GCUにおける助産ケアについて、新生児集中ケア認定看護師の講義を通して学修する。

乳幼児期助産診断の視点 乳幼児期助産診断の視点について、発育発達の診断、健康生活の診断を中心に学修する。

乳幼児期の助産実践 乳幼児の観察・計測ならびに、母親・家族への育児指導に関する助産ケアについて学修する。

退院時助産診断、継続助産ケア 分娩退院時における母児の助産診断の視点について学修するとともに、産後の母子に必要な継続助産
ケアについて学修する。

まとめ、総合演習に向けて 産褥・新生児期の助産診断過程を展開する模擬事例について、事前のオリエンテーションを行う。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

別途、新生児蘇生法（NCPR「一次」Bコース）の認定試験を助産診断技術学演習の時間内に行います。第9・10回の中村講師の講義演習に欠席した場
合、NCPRの認定試験は受けることができません。

講義名 助産診断・技術学Ⅲ/

1600680単位数 2 担当教員 板谷　裕美／堀内　遥子
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講授業種別



公衆衛生看護学演習の前提として以下のことについて講義する。
1－（1） 乳幼児の心身の発達の特徴、およびその特徴に応じた個別保健指導の方法について
1－（2）高齢者の心身の状態や生活の特徴、およびその特徴に応じた個別保健指導の方法について
２   地域診断の基本的知識と展開方法について
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標準保健師講座２　公衆衛生看護技術

標準保健師講座３　対象別公衆衛生看護活動

標準保健師講座１　公衆衛生看護学概論

中村裕美子　他

中谷芳美　他

奥山則子　他 医学書院

医学書院

医学書院
978-4-260-02193-7

978-4-260-01820-3

講義名 公衆衛生看護学Ⅲ

1600690単位数 2 担当教員 馬場　文／川口　恭子／小島　亜未
講義コード

978-4-260-02004-6

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

60
到達目標(1)：25％
到達目標(2)：15％
到達目標(3)：20％

40
到達目標(1)：10％
到達目標(2)：10％
到達目標(4)：20％

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない。
レポート課題は、その都度指示する。

(1) 乳幼児期の心身発達の特徴に応じた保健指導について説明できる
(2) 高齢者の心身状態および生活状況に応じた保健指導について説明できる
(3) 地域診断の目的、意義、理論（モデル）について説明できる
(4) 地域診断における情報収集、アセスメント、健康課題の抽出の過程について理解できる

授業外学習

第1～7回は、授業およびレポート課題の作成に、1～3年次に履修した小児看護、育成（母性）看護および老年看護の各」分野の知識が必要になるの
で、予習・復習を各自で行うこと。

教科書

教科書は、2年次および3年次までに購入したものを使用。

地域看護診断

地域看護アセスメントガイド―アセスメント・
計画・評価のすすめかた―

新版 270動画でわかる 赤ちゃんの発達地図

金川克子，田高悦子　編

佐伯和子　編著

木原秀樹 メディカ出版

医歯薬出版株式会社

東京大学出版会
978-4-13-062408-4

978-4-263-23495-2

978-4-8404-5010-2

参考書

その他、授業ごとに参考資料等のプリントを配布する。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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保健指導の展開（１）　乳幼児の
発達と支援

授業計画

乳幼児期の発達のとらえかたと保健指導

保健指導の展開（２）　乳幼児の
発達と支援

乳幼児期の発達のとらえかたと保健指導（神経運動発達、精神発達を中心に）

保健指導の展開（３）　乳幼児の
発達と支援

乳幼児期の発達のとらえかたと保健指導（神経運動発達、精神発達を中心に）

保健指導の展開（４）　乳幼児の
発達と支援

乳幼児期の保健指導：新生児訪問で用いる保健指導技術

保健指導の展開（５）　乳幼児の
発達と支援

乳幼児期の保健指導：乳幼児健診、乳幼児健康相談等で用いる保健指導技術

保健指導の展開（６）　高齢者の
生活と支援

高齢者の心身の状態、生活状況のとらえかた

保健指導の展開（７）　高齢者の
生活と支援

高齢者を対象とする保健指導技術

地域診断（１） 地域診断の目的と意義

地域診断（２） 地域診断に活用する理論やモデルについて

地域診断（３） 地域診断の方法－実際のデータを用いて－

地域診断（４） 地域診断の方法－実際のデータを用いて－

地域診断（５） 地域診断の方法－実際のデータを用いて－

地域診断（６） 地域診断の方法－実際のデータを用いて－

地域診断（７） 地域診断の方法－実際のデータを用いて－

地域診断（８） 地域診断の方法－実際のデータを用いて－

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

本科目は、後に続く公衆衛生看護学演習や、公衆衛生看護学実習に直結する内容を修得する科目です。授業で伝える内容をきっかけに、自ら知識を
肉付けしていくことにより、後の公衆衛生看護学実習のみならず、将来の保健師国家試験受験や保健師として働く時の基盤を身につけてほしいと考

講義名 公衆衛生看護学Ⅲ

1600690単位数 2 担当教員 馬場　文／川口　恭子／小島　亜未
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講義授業種別



日常的な地域住民に対する公衆衛生看護活動や感染症・災害発生等を含む地域の健康危機管理に対する基本的な知識を学ぶ。地域で活動する看護職
には健康課題を未然に防ぐ能力や他職種とともに活動できる能力など総合的な地域管理能力が求められる。個別ケアだけでなく集団に対するケア、
地域全体に対するケア、看護管理が必要とされることを理解し、総合的な看護能力の開発に取り組む。
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講義名 公衆衛生看護管理論

1600700単位数 2 担当教員 小林　孝子
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

80
(1)定期試験（40％）　　　　　　　
(3)定期試験（30％）
(4)定期試験（10％）

10

10

(2)課題レポート（10％）　　　

(2)発表（10％）　

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

(1)公衆衛生看護管理における基本的な知識と管理能力について説明できる。
(2)保健師の専門能力について自己の考えを述べることができる。
(3)地域の健康危機についての課題を述べることができ、解決方法や予防について説明できる。
(4)公衆衛生看護の倫理について、事例を通して課題と解決方法を述べることができる。

授業外学習

教科書

公衆衛生看護学概論で使用したテキストを用いる

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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公衆衛生看護管理の目的と機能(1)

授業計画

保健師の業務、地区担当制　　　　

公衆衛生看護管理の目的と機能(2)公衆衛生看護管理とは、保健師活動指針

健康危機管理(1)感染症 健康危機管理とは、感染症、集団発生

健康危機管理(2)災害 中越沖地震にみる活動、災害対策基本法、保健師の活動マニュアル

健康危機管理(3)子どもの虐待 児童虐待とは、現状と対策、保健師の役割

健康危機管理(4)高齢者の虐待 高齢者虐待とは、現状と対策、保健師の役割

保健師活動の実際：開業保健師の
活動

開業保健師の活動（外部講師）

情報管理・予算管理 政策、予算管理、情報管理、個人情報

保健師の専門能力(1) 保健師に関する文献より専門能力について考える、
ラベルワーク（グループワーク）

保健師の専門能力(2) 保健師に関する文献より専門能力について考える、
ラベルワーク（グループワーク）と発表

事業・業務管理、組織運営管理 保健計画、事業計画、組織運営

人材育成・人材管理 キャリアラダー、統括保健師、ミニマム・リクワイアメンツ

公衆衛生看護の倫理(1) 倫理の基本的知識、公衆衛生看護における倫理

公衆衛生看護の倫理(2) 事例検討、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ

地区管理：地域診断法　　 まちづくりの分野における「地域診断法」

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 公衆衛生看護管理論

1600700単位数 2 担当教員 小林　孝子
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講義授業種別



健康教育論で学んだ理論と方法についての知識を元に効果的な健康教育の演習を行う。健康教育に用いるアセスメント技術、カウンセリング技術、
グループワーク技法を学び、それらの技術を用いて健康相談や健康教室の企画・実施・評価が行える能力を養う。健康教育の実際を想定してグルー
プで企画立案し、発表後に自分たちの健康教育案についての評価を行う。
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講義名 健康教育方法演習

1600710単位数 1 担当教員 小島　亜未／川口　恭子
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

100％
到達目標（1）（2）（3）について課題への取り組みと合わせて自らの考えを問うためのレポート課題を課す。

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

(1)成人の保健指導場面において、健康状態をアセスメントし、対象者のニーズに応じた保健指導を展開することができる。(2)対象となる集団の健
康課題に応じた健康教育を効果的に展開することができる。(3)グループ活動の意義を理解し、協働して課題に取り組むことができる。

授業外学習

教科書

テキストは指定しない

参考書

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別



248

演習の進め方、健康教育・健康相
談の実際

授業計画

本授業の進め方について説明する。

成人保健指導（1) 成人期を対象とした保健指導のあり方について講義する。

成人保健指導(2) 成人期の住民の健康相談の場面において、保健指導に必要な情報収集やアセスメントを行い、ニーズ
に応じた健康相談のあり方を考える。

成人保健指導(3) 成人期の住民の健康相談の場面において、保健指導に必要な情報収集やアセスメントを行い、ニーズ
に応じた健康相談のあり方を考える。

成人保健指導(4) 成人期の住民の健康相談の場面において、保健指導に必要な情報収集やアセスメントを行い、ニーズ
に応じた健康相談を展開する。

成人保健指導(5） 成人期の住民の健康相談の場面において、保健指導に必要な情報収集やアセスメントを行い、ニーズ
に応じた健康相談を展開する。

成人保健指導(6） ロールプレイ等により、成人の保健指導場面において、対象者のニーズに応じた保健指導を展開する
。

成人保健指導(7） ロールプレイ等により、成人の保健指導場面において、対象者のニーズに応じた保健指導を展開する
。

成人保健指導(8) ロールプレイ等により、成人の保健指導場面において、対象者のニーズに応じた保健指導を展開する
。

集団への健康教育(1) グループワーク等により、対象となる集団の健康課題に応じた健康教育を展開する。

集団への健康教育(2) グループワーク等により、対象となる集団の健康課題に応じた健康教育を展開する。

集団への健康教育(3) グループワーク等により、対象となる集団の健康課題に応じた健康教育を展開する。

集団への健康教育(4) グループワーク等により、対象となる集団の健康課題に応じた健康教育を展開する。

集団への健康教育(5) グループワーク等により、対象となる集団の健康課題に応じた健康教育を展開する。

集団への健康教育(6) グループワーク等により、対象となる集団の健康課題に応じた健康教育を展開する。グループ発表後
、評価および本授業のまとめを行う。

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 健康教育方法演習

1600710単位数 1 担当教員 小島　亜未／川口　恭子
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 演習授業種別



１．公衆衛生看護学実習の前提として、家庭訪問（新生児、高齢者）の実際について演習を行う。新生児および高齢者の事例を用いて、家庭訪問に
よる援助計画の立案を行う。また、家庭訪問に必要な、コミュニケーション・観察・保健指導・評価の視点などの技術を、ロールプレイを通じて体
得する。

２．公衆衛生看護学Ⅲの講義をふまえて、実習グループで実習市町の地域診断に取り組む。地域診断の過程のうち、実習市町の情報収集・アセスメ
ント・健康課題の抽出までを展開し、最後にその成果を発表する。

249

標準保健師講座１　地域看護学概論

標準保健師講座２　地域看護技術　

標準保健師講座３　対象別公衆衛生看護あ活動

奥山則子　他

中村裕美子　他

中谷芳美　他 医学書院

医学書院

医学書院

講義名 公衆衛生看護学演習

1600720単位数 2 担当教員 馬場　文／川口　恭子／小島　亜未

581MNT525

講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

0

80

20

到達目標（１)：30％
到達目標（２）：30％
到達目標（４）：20％

到達目標（３）：10％　ロールプレイで家庭訪問の技術確認
到達目標（４）：10％　地域診断グループ発表
評価基準は、別途作成のルーブリックを参照

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない。
レポート課題については、授業内で指示する。
到達目標（3）は、家庭訪問のロールプレイを行い、技術確認で評価する。統合実習が済んだ後、7月末～8月初めに実施する予定。日時は、授業内で

(1) 家庭訪問事例演習において、母子事例の情報から、訪問による援助計画（アセスメント・健康課題の抽出・訪問目的と目標の設定・訪問計画の
立案を実施することができる。
(2) 家庭訪問事例演習において、高齢者事例の情報から、アセスメント・健康課題の抽出・訪問目的と目標の設定・訪問計画の立案を実施すること
ができる。
(3) 家庭訪問を想定したロールプレイにおいて、家庭訪問で必要な技術を用いて対象に関わることができる。(新生児訪問を想定して）
(4) 地域診断演習において、グループで、実習地域の情報収集・アセスメント・健康課題を実施することができる。

授業外学習

レポート課題を完成させるためには、授業外の学習時間を多く必要とする。
特に、後半の地域診断では、実習グループで実習先の地域診断に取り組み、グループで発表することとしている。そのため、グループメンバーで協

教科書

教科書は、2年次および3年次に購入したものを使用

乳幼児健診マニュアル

授乳・離乳の支援ガイド実践の手引き

福岡地区小児科医会乳児保健委員
会　編集

柳澤正義　監修 母子保健事業団

医学書院
978-4-260-00877-8

978-4-89430-141-2

参考書

その他、授業時に必要な資料はプリントで配布する。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

演習授業種別
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家庭訪問と支援技術（１）

授業計画

家庭訪問について　―保健師が行う家庭訪問とは―

家庭訪問と支援技術（２） 家庭訪問について　―家庭訪問のプロセスと技術―

家庭訪問と支援技術（３） 【母子】　家庭訪問（新生児訪問）の実際　 ―DVD視聴および事例を用いたアセスメントと支援方針
の検討（グループワーク）―

家庭訪問と支援技術（４） 【母子】　家庭訪問（新生児訪問）の実際　 ―DVD視聴および事例を用いたアセスメントと支援方針
の検討（グループワーク）―

家庭訪問と支援技術（５） 【母子】　新生児訪問の実際　―訪問計画立案の演習（グループワーク）―

家庭訪問と支援技術（６） 【母子】　新生児訪問の実際　―訪問計画立案の演習（グループワーク）―

家庭訪問と支援技術（７） 【母子】　新生児の状態観察・身体計測などの実際－ロールプレイ―　

家庭訪問と支援技術（８） 【高齢者】　地域で暮らす高齢者への家庭訪問の実際 －情報収集・アセスメントの視点の検討(グル
ープワーク)―

家庭訪問と支援技術（９） 【高齢者】　地域で暮らす高齢者への家庭訪問の実際―情報収集・アセスメントの視点の検討(グル
ープワーク)―

家庭訪問と支援技術（10） 【高齢者】　地域で暮らす高齢者への家庭訪問の実際－保健指導の演習(ロールプレー)－

家庭訪問と支援技術（11） 【高齢者】　地域で暮らす高齢者への家庭訪問の実際－保健指導の演習(ロールプレー)－

家庭訪問と支援技術（1２） 【高齢者】　地域で暮らす高齢者への家庭訪問の実際－保健指導の演習(ロールプレー)－

地域診断の実際（1） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（2） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（3） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（4） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（５） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（６） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（７） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（８） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（９） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（１０） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（１１） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（１２） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（１３） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（１４） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（１５） 実習市町の地域診断

地域診断の実際（１６） 実習市町の地域診断　－グループ発表―

地域診断の実際（１７） 実習市町の地域診断　－グループ発表―

地域診断の実際（１８） 実習市町の地域診断　－グループ発表―

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

担当者から一言

能動的に参加すること、グループメンバーと協力し合うことを意識してください。

講義名 公衆衛生看護学演習

1600720単位数 2 担当教員 馬場　文／川口　恭子／小島　亜未

581MNT525

講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 演習授業種別



地域で生活する個人・家族、集団ならびにそれらを取り巻く地域を対象としたヘルスケアシステムについての理解を深める。また、保健所・市町村
といった行政機関などの活動をとおして、個人・家族、集団、地域を対象とした看護活動を展開するための基礎的能力を養う。
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講義名 公衆衛生看護学実習

1600730単位数 5 担当教員 小林　孝子／川口　恭子／小島　亜未／
馬場　文講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

5

95

(1)～(5) レポート5％

実習記録、実習参加度、評価表をもとに、目標への到達度を総合的に評価する。
(1) 30％
(2) 25％

(1) 地域の健康課題を明らかにし、解決・改善策を計画・立案することができる。
(2) 地域の健康増進能力を高める個人・家族・集団・組織への継続的支援について理解を深めることができる。
(3) 公衆衛生看護の対象と活動の場に応じた技術を実践することができる。
(4) 地域の健康水準を高めるための社会資源開発・システム化・施策化について、その方法やプロセスが理解できる。
(5) 地域の健康危機管理に必要な能力が理解できる。

授業外学習

教科書

参考書

前提学力等

４年次前期の保健師資格取得科目が修得見込みであること

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 通年実習

種別 評価基準等割合(%)

実習授業種別
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保健所、保健センター、地域包括
支援センター等において、１）

授業計画

１）地域診断
２）健康教育

回数 タイトル 概要

第1回

担当者から一言

講義名 公衆衛生看護学実習

1600730単位数 5 担当教員 小林　孝子／川口　恭子／小島　亜未／
馬場　文講義コード

ナンバリング番号

開講期 通年実習 実習授業種別



助産管理の必要性と助産業務範囲について理解し、助産業務管理に必要な基礎的能力を学習する。また、管理の原則をふまえて助産業務を望ましい
方向に発展できる能力を養う。
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助産学講座10　助産管理 我部山キヨ子ほか編 医学書院
978－4－260－00972－0

講義名 助産管理/

1600740単位数 2 担当教員 古川　洋子
講義コード

ナンバリング番号

授業概要

到達目標

成績評価

70
定期試験
到達目標（１）～（５）のうち70％

20
レポート提出
到達目標（３）、（４）、（５）に関するレポート各10％

3分の1以上欠席した場合は、評価の対象としない

（１）助産管理の概念、特殊性を理解することができる
（２）助産師の法的責任と義務について関連法規と照らし合わせて考えるkとができる
（３）周産期管理システムとリスクマネージメントについて理解することができる
（４）病産院における助産業務管理について理解することができる
（５）助産所における助産業務管理について理解することができる

授業外学習

教科書

看護六法

助産師業務要覧（基礎編）

助産師業務要覧(実践編）

看護行政研修会監修

福井トシ子編

福井トシ子編 日本看護協会出版会

日本看護協会出版会

新日本法規

参考書

講義中に提示、紹介します。

前提学力等

履修資格

定期試験

レポート課題

上記以外

No

1

2

3

No

1

2

3

書籍名

書籍名 著者名

著者名

出版社

出版社

ISBN/ISSN

ISBN/ISSN

開講期 前期集中

種別 評価基準等割合(%)

講義授業種別
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助産管理の概念とプロセス

授業計画

管理の基本概念とプロセス、助産管理の概念について学ぶ

助産と医療経済 助産と医療経済について学ぶ（医療保険制度と助産業務、助産業務と診療報酬、分娩費用等）

関連法規と助産師の義務と責任1 助産に関する関連法規について学ぶ

関連法規と助産師の義務と責任2 助産師の法的責任と義務について学ぶ

日本の周産期医療システム 周産期の医療システム化と連携、周産期医療の集約化と助産師の活動について学ぶ

世界の周産期医療システム 世界の周産期医療システムと助産師活動について学ぶ（アメリカ、韓国等）

周産期管理システム 周産期管理システム周産期搬送システム、オープンシステム、セミオープンシステムにつてい学ぶ

病産院における助産業務管理 産科病棟と産科外来の助産管理、院内助産管理

病産院における助産業務管理 周産期の医療事故とリスクマネージメント、周産期の医療安全について学ぶ

バースセンターのおける助産業務
管理

助産業務管理の過程と運営方法１（バースセンターの取り組み）

バースセンターのおける助産業務
管理

助産業務管理の過程と運営方法２(バースセンターの運営と評価）

災害と助産活動 災害と助産活動とリスクマネージメントについて学ぶ

災害時の助産管理 災害と助産活動の支援と実際を学ぶ

助産所における助産業務管理 助産所における助産業務管理

助産所における助産業務管理 助産所における助産業務管理の実際

回数 タイトル 概要

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

担当者から一言

講義名 助産管理/

1600740単位数 2 担当教員 古川　洋子
講義コード

ナンバリング番号

開講期 前期集中 講義授業種別


